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は じ め に 
 

 文部科学省は 2017年（平成 29年）7月 13日に「大学入学共通テスト実施方針」を発表
しました。その中で、英語については、「「読む」「聞く」「話す」「書く」の４技能を適切に
評価するため、共通テストの枠組みにおいて、現に民間事業者等により広く実施され、一定
の評価が定着している資格・検定試験を活用する」「共通テストの英語試験については、制
度の大幅な変更による受検者・高校・大学への影響を考慮し、認定試験（注：認定された民
間試験）の実施・活用状況等を検証しつつ、平成 35年度までは実施し、各大学の判断で共
通テストと認定試験のいずれか、又は双方を選択利用することを可能とする」という方針を
示しました。 
 この方針を受けて、国立大学協会は同年 11月 10日に「平成 32年度以降の国立大学の入
学者選抜制度－国立大学協会の基本方針－」を発表しました。そして、その中で、「認定試
験を「一般選抜」の全受験生に課すとともに、平成 35年度までは、センターの新テストに
おいて実施される英語試験を併せて課すこととし、それらの結果を入学者選抜に活用する」
という方針を示しました。 
 現在の大学入試センター試験に代わる大学入学共通テストにおけるこのような大きな改
革に対し、大学、高校、民間事業者、そしてこれから大学受験を迎える生徒やその保護者の
間に、これからの英語試験は、具体的にどのようになっていくのか、それにどのように対応
していけばよいのか、という問いや戸惑いの声が多く出ております。 
 そこで、東京大学高大接続研究開発センターでは、そのように大きな注目を集めている大
学入学者選抜改革における英語試験のあり方について理解を深め、それぞれの立場におけ
る今後の方向性の検討に役立てるよう、関係各方面を代表する方々に一堂に会していただ
くシンポジウムを緊急で企画しました。そして、2018年（平成 30年）2月 10日に東京大
学本郷キャンパスで、約 400名の参加者を迎えて開催しました。 
 
 シンポジウムの前半でご講演いただいたのは、今回の政策遂行を中心になって担ってお
られる文部科学省高等教育局大学振興課大学入試室の山田泰造室長、国立大学協会の方針
案を作成した当時の同協会入試委員長で、高大接続システム改革会議の副座長も務められ
た片峰茂・前長崎大学長、そして、民間事業者として「英語の資格・検定試験と CEFRとの
対応関係に関する作業部会」の委員も務めておられるベネッセコーポレーション GTEC開
発部の込山智之部長の三氏です。 
 シンポジウムの後半は、京都工芸繊維大学でスピーキングテストの開発に取り組んでお
られ、その経験に基づいて英語試験のあり方等についてブログ「確信的に踊らされるにして
も...」で積極的に発信しておられる羽藤由美教授、東京大学文学部で英米文学を担当されて
おり、昨年末に『史上最悪の英語政策―ウソだらけの「4 技能」看板』（ひつじ書房）とい
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うセンセーショナルなタイトルの本を出版された阿部公彦准教授、そして、全国高等学校長
協会長で、高大接続システム改革会議の委員を務められ、現在、「英語力評価および入学者
選抜における英語の資格・検定試験の活用促進に関する連絡協議会」の委員も務めておられ
る東京都立西高等学校の宮本久也校長の三氏にご登壇いただきました。 
 その後、討論の時間では、フロアの皆様からいただいたたくさんの質問を、本センターの
入試企画部門の濱中淳子教授と追跡調査部門の宇佐美慧准教授が整理して、登壇者の方々
に質問させていただきました。 
 おかげさまで、たくさんの方にご参加いただき、主会場のほかに中継を視聴していただく
副会場を 2 室用意することになりました。そして、最後まで熱気のあるシンポジウムとな
り、大学入学者選抜改革における英語試験のあり方について理解を深めるという、当初の目
的を達成することができました。登壇者の皆様、そして参加の皆様に、あらためて御礼申し
上げます。ありがとうございました。 
 
 この報告書では、シンポジウムでの講演および討論のすべてを、当日のスライド資料とと
もに収録しました。また、当日は一部しかご紹介することのできなかったフロアからの質問
について、その全部を一覧表に掲載しました。さらにそれらの質問に対してご回答をお寄せ
くださった登壇者について、「紙上回答」としてその内容を掲載しました。 
 また、本センターのホームページでは、スライド資料（阿部先生については、当日の配付
資料に添付した講演概要の文章も）と参考資料が閲覧できます。あわせてご活用いただけれ
ば幸いです。 
 
https://www.u-tokyo.ac.jp/ja/adm/koudai/sympo2018.02.10.html 
 
 本センターでは、高大接続にかかわる研究開発を進めるとともに、これからも重要な事柄
についてシンポジウム等を企画し、広く発信していきたいと考えています。今後とも、ご支
援、ご協力のほど、どうぞよろしくお願いします。 

 
2018年３月  

東京大学高大接続研究開発センター長 
南風原朝和 



東京大学 高大接続研究開発センター主催シンポジウム 

「大学入学者選抜における英語試験のあり方をめぐって」 

 
 
 

◇日時：平成 30（2018）年 2月 10日(土)13:30～17:30 
◇会場：東京大学本郷キャンパス工学部 2号館 213大講堂 
◇主催：東京大学高大接続研究開発センター 

 
 

～プログラム～ 

開会の挨拶 東京大学理事・副学長 石井 洋二郎 
 
前 半 の 部 「大学入学共通テストにおける英語試験について」 

文部科学省高等教育局大学振興課大学入試室長 
山田 泰造 

 「国立大学の入学者選抜における英語試験について」 
前・長崎大学長 前・国立大学協会入試委員長 

片峰 茂 
 「英語民間試験の立場から」 

ベネッセコーポレーション GTEC開発部長 
込山 智之 

後 半 の 部 「スピーキングテストの開発・運営から見えてきたもの」 
京都工芸繊維大学教授 

羽藤 由美 
 「スピーキング入試でスピーキング力は上がるか」 

東京大学准教授 
阿部 公彦 

 「これからの大学入学者選抜に望むこと」 
東京都立西高等学校長 全国高等学校長協会長 

宮本 久也 
討   論 ─ パネルディスカッション ─ 
 

司 会： 東京大学高大接続研究開発センター長  南風原 朝和 
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開会の挨拶 

東京大学理事・副学長       石井洋二郎 
 
南風原： 
 時間になりましたので、これより東京大

学高大接続研究開発センター主催シンポジ

ウム「大学入学者選抜における英語試験の

あり方をめぐって」を開始したいと思いま

す。 
 私は本日の司会を務めますセンター長の

南風原でございます。どうぞよろしくお願

いします。（拍手） 
 それでは、最初に東京大学の石井洋二郎

理事・副学長に開会のあいさつをお願いし

たいと思います。石井先生、よろしくお願い

します。 
 
石井： 
皆様、こんにちは。ただいまご紹介いただ

きました東京大学理事・副学長の石井でご

ざいます。 
 本日は連休中にもかかわらず、このよう

に多数の方にこのシンポジウムにご参加い

ただきまして、まことにありがとうござい

ます。 
 伺うところによると、大学のホームペー

ジでこのシンポジウムのアナウンスをして

参加受け付けを始めたところ、わずか 2 日
間で定員がいっぱいになったということで

ございます。それで、映像を中継する副会場

を急きょ用意いたしまして、より多くの方

にご参加いただけるようにしたということ

でございます。それだけこの企画に人気が

あるのか、それとも本日のテーマである大

学入学者選抜における英語試験がこれから

どうなっていくのかということについて、

それだけ不安が大きいのか、その辺はよく

分かりませんが、いずれにしても大きな期

待が寄せられたシンポジウムであることは

間違いないと思います。 
 私は教育担当でございまして、東京大学

では入試担当とは別なんですけれども、申

し上げるまでもなく、入試と教育、これは切

っても切れない密接な関係にございます。

それで、教育担当の副学長会議などに出ま

すと、ここ数年、必ず入試改革、高大接続改

革のことが話題になります。そしてよく耳

にするのは、どうしてこうなっちゃってる

んだろうというような疑問の声でありまし

て、どうも皆さん、十分に納得して事が進ん

でいるような感じではございません。 
 例えば本日のテーマ、これは英語試験で

ございますけれども、これと並ぶもう 1 つ
の大きな問題として、国語の記述式問題が

ございます。南風原先生も私もちょうど 1
年ほど前の日経新聞に 50 万人を対象とし
た記述式問題の安易な導入に反対する意見
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を᭩いておりますので、ここでその主ᙇを

⧞り㏉すことはいたしませんが、先日試⾜

されたࣞࣉテスࢺなどを見ましても、問題

そのものはよくᕤኵされていると思います

が、⤖ᒁ、᥇Ⅼのしࡸすさというせㄳがある

ために、問われているのは୍定の᮲௳ୗで

のሗᩚ理⬟ຊであったり、あるいは定

されるṇゎの発見⬟ຊであって、Ỵして本

≀の思⪃ຊࡸ⾲⌧ຊではないという༳象を

ᙉく受けました。こうした༳象は大学の

先生方もඹ㏻しておᣢちのようですが、副

学長会議などで話をしておりますと、なࡐ

か▩先がこちらにྥいてきて、東京大学が

しっかりしてくれないとᅔるなどと、まる

で東京大学に㈐௵があるかのような≀ゝい

をされることもございました。とんだとば

っちりを受けているということでございま

す。 
 ともあれ、ྛ アでも入試改革、高ࢹ࣓✀

大接続改革の話題がᑾきることはございま

せん。≉に最㏆は本日のテーマである英語

試験に関する議ㄽが┒んなように思います。

私⮬㌟はࣛࣇンスᩥ学をᑓᨷしておりまし

て、長く教㣴ㄢ⛬のእ国語教育を担当して

まいりましたので、その意でも本日のテ

ーマには大ኚᙉい関ᚰをᣢっております。 
 本日のⓏቭ者の方ࠎも㈨ᩱの⾲⣬にある

㊃᪨に᭩かれておりますとおり、このテー

マに関してまさにྛ方㠃を௦⾲する方ࠎで、

㈶ᡂ、反対を問わず私もࡦࡐお話を伺いた

いと思っていた方ばかりでございます。そ

の意で大ኚᴦしࡳにしております。❧場

はいろいろ違うと思いますけれども、皆さ

ん日本の教育をᑡしでもⰋくしたいという

Ⅼではᜍらく୍⮴していると思います。ま

た、この入試改革で୍␒ᙳ㡪を受けるのは

ゝうまでもなく高ᰯ生、これからのⱝい人

たちでございます。その高ᰯ生たちがどう

か↓用に㏞ったり、ᝨったり、そしてまた↓

用な㈇担を⿕ったり、そういうことがない

ように、ࡦࡐ高ᰯ生たちにとってᐇりのあ

る改革にしていただきたいというࡩうに切

に願っております。 
 本日はいつも意見をばりばり発ಙするഃ

におられる南風原先生がࣗࢽーࣝࣛࢺな司

会ᙺにᚭするということでございます。本

当にそんなことができるのか、もしかする

と㏵中で不つ๎発ゝが㣕ࡧ出すのではない

か、そんなこともちょっと期待しながらࡦ

そかにᴦしࡳにしているḟ➨でございます。

ά発にご議ㄽいただき、ᚋのලయⓗࡦࡐ

な᳨ウにྥけてᐇりあるシンポジウムにし

ていただきたいと思います。本日はどうぞ

よろしくお願いいたします。（拍手） 
 
南風原： 
石井先生、どうもありがとうございまし

た。司会ᙺにᚭするよう、ດຊはしてࡳたい

と思います。 
 それでは、本日のⓏቭ者の方ࠎをご紹介

したいと思います。おྡ前をㄞࡳ上げます

ので、ᜍ⦰ですがお❧ちいただければと思

います。 
 最初に、ᩥ㒊⛉学┬高➼教育ᒁ大学⯆

ㄢ大学入試ᐊ長のᒣ⏣Ὀ㐀さんです。（拍手） 
 ḟに、前・長ᓮ大学長、前・国❧大学༠会

入試ጤ員長でᩥ㒊⛉学┬の高大接続システ

ム改革会議の副ᗙ長も務められ、⌧ᅾ、長ᓮ

大学学長≉別㢳問の∦ᓠⱱ先生です。（拍手） 
 ḟに、ࢵࢿ࣋セࢥーポࣞーシࣙン *7(&
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開発㒊長で、⌧ᅾ、ᩥ㒊⛉学┬の英語の㈨

᱁・᳨定試験と &()5との対ᛂ関係に関す
るసᴗ㒊会のጤ員も務めておられます㎸ᒣ

ᬛஅさんです。（拍手） 
 ḟに、京㒔ᕤⱁ⧄⥔大学でスࣆー࢟ンࢢ

テスࢺの開発にྲྀり⤌んでおられます⩚⸨

⏤⨾先生です。（拍手） 
 そして、東京大学ᩥ学㒊で英⡿ᩥ学を担

当されております㜿㒊බᙪ先生です。（拍手） 
 最ᚋに、東京㒔❧す高➼学ᰯ長、国高➼

学ᰯ長༠会長で、高大接続システム改革会

議のጤ員を務められ、⌧ᅾ、ᩥ 㒊⛉学┬の英

語ຊホ౯およࡧ入学者選抜における英語の

㈨᱁・᳨定試験のά用ಁ進に関する連⤡༠

議会のጤ員も務めておられますᐑ本ஂஓ先

生です。（拍手） 
 それでは、本日のシンポジウムのὶれを

⡆༢にごㄝ᫂いたします。� 人のⓏቭ者の
方にはそれぞれ⣙ 20分間、ごㅮ₇をお願い
しております。最初に前༙としてᒣ⏣さん、

∦ᓠ先生、㎸ᒣさんの � ྡで、そこでいっ
たん休᠁を 10分ほどᣳࡳます。ࣟࣇアの皆
様には⿄の中に㉁問用⣬とアンࢣーࢺ用⣬

が入っています。ỈⰍの㉁問用⣬が前༙の

� ྡの方の㉁問ですので、できましたら
前༙⤊の休᠁時間に㞟めさせていただき

たいと思います。どなたの㉁問というこ

とで᭩いていただければと思います。 
 そのᚋ、ᚋ༙として、⩚⸨先生、㜿㒊先生、

ᐑ本先生にごㅮ₇いただき、そこでまた休

᠁をᣳࡳますので、ࣟࣇアの皆様、また副会

場の皆様もྵめてですけれども、ᚋ༙㒊分

についてのご㉁問をᗘはࣆンࢡⰍの㉁問

用⣬に᭩いていただいて、休᠁時間にᅇ

させていただきます。前༙㒊分の㉁問をそ

のときに出していただくというのでもᵓい

ませんが、ご༠ຊをお願いします。 
 最ᚋに、Ⓩቭ者員でయウㄽをいたし

ます。皆様にはアンࢣーࢺ用⣬もご記入い

ただきまして、㏥出されるときには出ཱྀで

ごᥦ出いただければと思います。 
 なお、本日の㓄付㈨ᩱ、ᇶ本ⓗにスࣛࢻ

のࣜࣉンࢺとなっていますけれども、最ᚋ

のほうに参⪃㈨ᩱとして国❧大学༠会ࡸ大

学入試センターの最㏆のබ⾲ෆᐜなどを

㘓しておりますので、㈨ᩱとして㐺ᐅご参

↷いただければと思います。 
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大学入学共通テストにおける英語試験について 
 

文部科学省高等教育局大学振興課大学入試室長 
山田 泰造 

 
南風原： 
それでは、早速最初のご講演を山田泰造

室長にお願いします。 
 
山田： 
皆様、こんにちは。ただいまご紹介をいた

だきました文部科学省の大学入試室長をし

ております山田と申します。 
 きょうは大変緊張しております。この会

にご参加させていただくのは大変ありがた

いというふうに思うのと同時に、南風原先

生からのお誘いだということで、ちょっと

怖いなという気持ちもあって、念には念を

と思って、まさか私のことをつるし上げる

ための会じゃないですよねと念押しをさせ

ていただいた上で、違うということだった

ので参加させていただいております。きょ

うはそういうことで安心をしてご説明を申

し上げたいと思っております。 
 私からは高校におけます英語の課題と、

センター試験、これまで大変工夫をして実

施をしてきた、ただ一方で課題があるとい

うことと、今現在どういったスケジュール、

内容で進んでいるのかという話、ご説明を

20 分という時間ではございますけれども、
させていただきたいなと思います。 
 まずは現状ということで、ちょっと先、飛

ばしてスライド 7 ページの辺りからご説明
を始めさせていただければと思っておりま 

 
すけれども、これは今の現行の、改訂前の学

習指導要領の解説でございます。ご覧のと

おり、いろんなところに 4 技能を総合的に
育成するということをしつこいほど書いて

あるというところをご覧いただきながら、

何で外国語というか英語というかを学ばな

きゃいけないのかということを考える必要

があるのかなと思うんですけれども、やっ

ぱり日本語と違う言語を学ぶ、日本語では

こんにちはとか、こんばんはとか、おはよう

とか、時間を軸にしたあいさつをするけれ

ども、例えばアメリカだったら、英語だった

ら、How are you？と。あなた、調子どうで
すか？という始め方をする、そこから会話

が始まっていくとか、言葉によって使い方

が違うし、あいさつ 1 つとっても違うとい
うこと。またそういうことが分かることに

よって、かえって日本語がどういうものな

のかということも分かる。例えば英語だっ

たら、Iとか Youとか、一人称、二人称が結
構シンプルなんですけれども、日本語には
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いろいろ、ನとかとか私とか、いろいろࣂ

リ࢚ーシࣙンがあるなと。おいの言葉の

ことも分かるし、英語なり外国語というࢶ

ールを持てば、外国からぢた日本というこ

とも原文にᙜたってㄞࡴことができるとか、

さまざまなどⅬを持つというពで、外国

語を学ぶこと⮬యが大だとᡃࠎは思って

います。୰でもࣟࢢーࣂル♫会において、国

㝿言語をしつつある英語を学ぶというこ

とは、外国語を学ぶということが㔜要であ

るとともに、この英語というものを学ぶと

いうことも౽だし、大だということが

୧方言えるのかなというふうに思っており

ます。 
 その言語というのはやっぱりㄞࡴだけと

か⪺くだけとかいうものじゃなくて、日本

語もそうですけれども、ㄞんだり⪺いたり

してその言語でሗをᚓて、できればその

言語で考えて、ア࢘トプࢵトとして話した

り、書いたりというそのてまとめて言語

なので、それを総合的に育成、指導をしてく

ださいねというのが教育としてあるきጼ

なのかなと思っております。 
 ただ一方、現状はなかなかそううまくは

いっていなくて、スライド 4 ページですけ
れども、これは文部科学省で高校 3 ᖺ生の
調ᰝをしているんですけれども、リーࢹ

ン࣭ࢢリスࢽン࣭ࢢライテン࣭ࢢスࣆー࢟

ンࢢということで、上が英語ຊが高いほう、

ୗがపいほうということですけれども、リ

ーࢹンࢢとリスࢽンࢢは山が A1 ではあ
るんですけれども、一ᐃ⛬ᗘ分ᕸをしてい

るんですけれども、ライテンࢢとスࣆー

がᴟめて日本人の高校ࢢン࢟ 3 ᖺ生の課題
が大きい。≉に 0 Ⅼのところがᴟめて大き

いというᙧで、4技能、総合的に学ぶ必要が
あるんだけれども、実㝿にはそうなってい

ないという課題があるというㄆ㆑をしてお

ります。 
 どうしてか。ḟのスライドなんですけれ

ども、いろんな原ᅉがあると思います。日本

人はなかなか♫的になりにくい子もいて、

外にⓎಙするのがⱞᡭだというそもそもの

⌮⏤があるとか、いろんなことがあるんで

すけれども、高校の教育のഃも改ၿのవᆅ

があるのかなというのがこの⾲でございま

す。 
 スライド 5 ページで、大学に進学をする
⋡が高く、実㝿に在⡠⪅ᩘもከいᬑ通科の

ところをご覧いただければと思うんですけ

れども、≉にちょっと気になるところが 2
つあるんです。英語⾲現Ϩ、ϩというところ

ですけれども、これは話すことと書くこと

⮬యが教育内容になっているんですけれど

も、それでもこの࢛ࣇࣃー࣐ンステスト、ス

をやっているࢢンとかライテࢢン࢟ーࣆ

合がまだ 6 にしか㐩していない。話す
こと書くこと⮬యが内容の教科でもそうだ

というのがまず 1 Ⅼ。あとは࣑ࢥュࢽケー
シࣙン英語っていうのは文ἲとかもྵんだ

総合的な英語を学ぶ科┠なんですけれども、

それでもపいというのが 1 Ⅼとྑ⫪ୗがり
なんです。これ、࣑ࢥュࢽケーシࣙンϨとい

うのは大య 1 ᖺ生がやっている。ϩってい
うのは 2 ᖺ生がやってて、Ϫっていうのは
大య 3 ᖺ生がやることがከいんですけれど
も、3ᖺ生が一␒పい。いろんな話を私もお
ఛいします。これは大学入試が㏆くなる 3
ᖺ生になると、スࣆー࢟ンࢢとかライテ

ンࢢとか、入試であまり使ࢃない部分はᑡ
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なくしようというような学校ഃあるいはಖ

ㆤ⪅からのご要ㄳがあって、やりたくても

できない。英語の 4技能を 3ᖺ生までばっ
ちりと教えたいんだけど、そういうのもാ

いて、入試ᑐ⟇をせざるをᚓないというኌ

も⪺きます。いろんな状ἣがあると思いま

すけれども、そういうኌも⪺きます。ᡃ はࠎ

入試を変えて高校を変えてやろうとかそう

いうことを上から思っているࢃけではあま

りなくて、ࡴしろ入試が 2 技能でしかやっ
ていない、そのことが高校で 4 技能を㌟に
けていただく㊊をᘬっ張っているという

ことがあるんではないかと。そうだとすれ

ば入試とまた高校現ሙと一⥴になって言語

として 4 技能をしっかりと㌟にけていた
だくためにこのẁᕪをなくしていく、しっ

かりと⾲現するຊも㌟にけていただくよ

うなことを学校現ሙと一⥴になって進めて

いきたいと考えています。 
 スライド 6 ページもఝたようなことです
けれども、高 2 でスࣆーࢳ、プࣞࢮンテー
シࣙンをしてたと思いますかと。思ࢃない

という人が 6 ࡄらいいる。そういう人は
やっぱり英語のຊも話すことのテストはఙ

ていないという現状がありますので、何ࡧ

とかそれを改ၿしたい。英語が㌟にけら

れるきᙧで㌟にけていただくために、

ᡃࠎに何ができるかということで、これは

前から、入試の改㠉の㆟ㄽの前からฟてる

んですけれども、スライド 8 ページですけ
れども、英語ຊのホ౯とか入学⪅㑅ᢤにお

けるẸ間のά⏝をしようというプランをฟ

したりして、文部科学省は前からそういっ

た 4 技能のホ౯というものを進めようとい
うことでྲྀり⤌んでます。今、学習指導要領

の改訂の最⤊の局㠃に᮶ていますけれども、

ᑠ୰高でさらに英語ຊをቑすようなᙧでや

ろうと。今、最㏆ 4 技能じゃなくて、話す
ことを分けたやりとりっていうのをྵめた

5領ᇦって言い方をしたりしますけれども、
ྲྀり⤌ࡳを進めているところでございます。 
 そういった必要ᛶ、言語のそもそものあ

り方にもᇶ࡙くのかもしれませんけれども、

高校入試においても、もうご内かもしれ

ませんけれども、例えば大㜰ᗓさんでこう

いった英語のẸ間の᳨ᐃ試験のά⏝を進め

ていらっしゃったりですとか、ᮾி㒔さん

もこれからࣇージࣅリテ調ᰝをされる

というお話のようですけれども、そういっ

た調ᰝを進めていくというὶれは大学だけ

にとどまらず、高校でも進んでいると思い

ます。 
 大学ですけれども、高校で学んだ学ຊを、

今、入学⪅㑅ᢤ試験で学ຊ調ᰝとして っ

ていただいているࢃけですけれども、その

ὶれの୰で大学のほうでも᥎⸀、AOがもち
ろんከいんですけれども、Ẹ間の英語の㈨

᱁᳨࣭ᐃ試験をά⏝をし始めている。きょ

う、ᮾ大さんのシン࣏ジ࣒࢘ですけれども、

ᮾ大さんも᥎⸀で」ᩘのẸ間の᳨ᐃ試験の

結ᯝをごά⏝になっているとᢎ▱をしてお

ります。 
 なかなかಶู㑅ᢤで、このᚋご説明にな

ると思いますけれども、ி㒔工ⱁ⧄⥔大学

さんですとか外語大さんࡳたいに、⮬分で

やるっていうのはやっぱりࣁードルが高く

てまだ進んでいない実ែがありますけれど

も、ᚎࠎに進んでいるということと、使い方

はいろいろあって、ᚓⅬに⟬して、CEFR
の⾲なのかูの⾲を⊂⮬におつくりになっ
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ていらっしゃる大学もありますけれども、

そういった⾲をつくってᚓⅬを⟬してい

る。あるいは㊊ษり的にฟ願㈨᱁で使ࢃれ

る、あるいはᬑ通のಶู㑅ᢤに加Ⅼをする

ᙧで使っていらっしゃるとか、そういった

ようなᙧでごά⏝になっていらっしゃる大

学がከいということです。使っているのも

もちろん TEAPだけ༢⊂で使っていらっし
ゃるような大学もございますけれども、ご

覧いただけると分かるように」ᩘの㈨᱁࣭

᳨ᐃ試験をά⏝して使っていらっしゃると

いう大学もከいという状ἣです。これは国

❧大学だけですけれども、一⯡入試でこれ

だけの大学が᪤に英語の㈨᱁᳨ᐃ試験の結

ᯝをごά⏝になっているという状ἣです。 
 ᡃࠎがやるのは、ᡃ というか、実㝿にはࠎ

入試センターさんがやってくださるࢃけで

すけれども、こうやって今、使ࢃれていて、

今はཷ験生が⣬࣋ースでド明書をฟして、

それで⣬でฟ願書㢮に書いて、大学はそれ

をいちいちᑒ⟄を㛤けてࢡࢵ࢙ࢳしてᡴち

㎸んでẚ㍑をしなくちゃいけないんですけ

れども、これをࢹータで┤᥋英᳨さん、

GTEC さんなどから成⦼をもらって、それ
を㟁子ࢹータでセンター試験の結ᯝのよう

にྛ大学におΏしすれば使いやすくなりま

すよね、ά⏝がしやすくなりますよねとい

うことを今ᅇさせていただく改㠉だという

ふうにご⌮解をいただければいいかと思っ

ております。 
 ḟにセンターのᙺ。これまでもちろん

センター試験で一␒人気というか、一␒ཷ

験⪅ᩘがከいのは英語でございますし、さ

まざま工夫をしてセンターの英語もྲྀり⤌

んできました。ただ、やっぱりこれ、スライ

ド 18ページ、ཤᖺのၥ題ですけれども、ア
セントが間ࢡセント、すごく㔜要です。アࢡ

違ってると英語って通じないので、アࢡセ

ントがどこにあるかっていうことを⌮解さ

せるっていうことが㔜要なんですけれども、

先ほどお♧ししたようにスࣆー࢟ンࢢの能

ຊが、A1の子が日本はほとんどなんですけ
れども、そういう子にとってはちょっと

definitelyとか democraticってⓎ㡢するሙ
㠃っていうのはなかなかないのかなという

ようなことだったりですとか、స文能ຊを

シートでぢるためにいろいろと工夫ࢡー࣐

をした結ᯝ、୪᭰えのၥ題をฟしている

んですけれども、ᬑ通は⮬分の前にṇしい

༢語が 6 つ୪んでて、それを୪᭰えれば
ṇしい文❶になるというようなሙ㠃はない

ので、こういうのをぢると、earlierと than
は㞄に᮶るかなとかそういった⤌ࡳ合ࢃせ

の技⾡をぬえるようなၥ題になっていると

いうご指もあります。 
 また、リスࢽンࢢを 2005ᖺに導入いたし
ました。これはྛ大学の実施のごⱞປも大

変、今でもあると思いますけれども、それこ

そいろいろ課題を指された୰で導入をし

ましたけれども、スライド 19 ページは
GTEC さんのスࢥアをᡭにりています
けれども、その導入前とᚋではリスࢽンࢢ

のఙࡧというのが、ある⛬ᗘ明らかにぢえ

てくるのかなと。入試センターでリスࢽン

をしないという状ἣからするという状ἣࢢ

に変えて、入試の㊊ᘬっ張りを 1 ಶなくす
とその分その技能がఙࡧるというような状

ἣがあるんじゃないかなと᥎ をしている

ところでございます。これは先ほど申し上

げたไᗘのᯟ⤌ࡳです。 
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 今、ᡃࠎがセンターさんと一⥴に何をし

ているかといいますと、いろんなᅋయがᥦ

౪する試験としてご申ㄳをいただいて、今、

ᑂᰝをさせていただいているところですけ

れども、これだけのᅋయからご申ㄳをいた

だいているということです。スライド 23ペ
ージにおᡠりいただきますと、その要௳を

お♧ししております。例えば 4 技能のて
を೫りなく、ᴟ➃な೫りなくホ౯するとい

うことですとか、学習指導要領とのᩚ合ᛶ

がᅗられているとかCEFRとのᑐ↷㛵ಀが
᳨ドされているとかいうこと。 
 ḟのページに参りまして、ẖᖺᗘ原๎と

して㒔㐨ᗓ┴で」ᩘᅇ実施することです

とか、⤒῭的にᅔ㞴なཷ᳨生の᳨ᐃᩱの

㓄៖をしているということをබ⾲している。

㞀ᐖ⪅のᑐᛂをしているということ。こ

れは᳨ᐃですから、4技能になると、例えば
⫈ぬに㞀ᐖのある方がリスࢽンࢢをཷける

ときには、ほかの人と同じようにはもちろ

んいかないです。これは᳨ᐃഃになるく

㓄៖していただきたい部分もありますし、

その成ᯝを使う大学のほうにもࡦࡐご㓄៖

をいただきたいと思っております。 
こういったものをά⏝させていただきな

がら、申ㄳをいただいて、ᅋయのᑂᰝをし

て、今ᖺᗘᮎ、3᭶ᮎまでにはどのᅋయの試
験結ᯝをセンターがྛ大学にᥦ౪するかと

いう結ᯝをお▱らせできるかなというふう

になっております。 
 スライド 27 ページはプࣞテストの実施
ということで、センターがྛẸ間の試験の

結ᯝをᖹ成 32ᖺᗘ、2020ᖺᗘからྛ大学
にࢹータでおつなࡂするのと୪行して、今

までやっていたセンター試験の英語のリー

のᚋ⥅の試験をᑡなࢢンࢽリス、ࢢンࢹ

くとも 4 ᖺは୪行して実施をさせていただ
くということになっておりまして、そのプ

ࣞテストも᮶㐌から実施をするということ

になっております。ྛ┴にご༠ຊをいただ

いております。ありがとうございます。これ

は今ᖺ 11 ᭶にもう一ᗘプࣞテストを᳨ド
しますということです。 
 最ᚋにでございますけれども、ご紹介を

申し上げたいのは᪂しい⤒῭ᨻ⟇ࢵࣃケー

ジについてということで、スライド 31ペー
ジでございます。ᾘ㈝⛯を㈈※にして、高等

教育の↓ൾをしようというࢵࣃケージを

大ᯟᖺの 12 ᭶に㛶㆟Ỵᐃをいたしまし
た。ᰕはᤵᴗᩱῶචということと、⤥ᆺዡ

学㔠という 2 本のᰕになっています。その
⤥ᆺの୰で必要な生ά㈝も㈥えるように

ᥐ⨨を講ずるということで、ͤ 8のところ、
その内容として生ά㈝というものの୰に、

大学等のཷ験ᩱをィ上するというふうにな

っています。これ、ලయ的には今ᖺのኟまで

にලయをỴめるということになっておりま

すけれども、現在この୰に大学のཷ験ᩱ、セ

ンター試験のཷ験ᩱとともに英語の᳨ᐃᩱ

についてもྵめることができるように調ᩚ

をしているということでございます。ᡃࠎ

のほうもዡ学㔠、ᑵ学ᨭ㔠ですとか、ዡ学

⤥㔠ですとか、さまざま高校生の⤒῭的

なご㈇ᢸをῶらすための施⟇を実施してい

るところでございますけれども、こういっ

たཷ験ᩱについてもこういったᙧで、もら

うのは大学に入ってからですけれども、今、

いろいろなつなࡂ⼥㈨がありますので、高

3 のときからண⣙をして、つなࡂ⼥㈨をお
りして大学に入ったときにもらえるとい
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うス࢟ー࣒になると思いますけれども、な

るくできること、㈇ᢸ㍍ῶのためできる

ことをᡃࠎもしていきたいなというふうに

考えております。 
時間が参りましたので、私からの説明は

௨上とさせていただきたいと思います。ど

うもありがとうございました。㸦ᢿᡭ㸧 
 
南風原： 
山田室長、どうもありがとうございました。 
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国立大学の入学者選抜における英語試験について 
 

前・長崎大学長、前・国立大学協会入試委員長 
片峰  茂 

 
 

南風原： 
では続けて、片峰先生、よろしくお願いし

ます。 
 
片峰： 
皆さん、初めまして。長崎大学の片峰と申

します。本日はよろしくお願いいたします。 
 昨年 9月まで 9年間、学長をやっており
まして、最後の 3 年間は国大協の入試委員
会の委員長という立場で高大接続システム

改革に関わってまいりました。そのことが

きょうお招きいただいた理由かと考えてい

ます。 
 ご承知のとおり、国大協は、昨年の 11月、
平成 32 年度以降の国立大学の入学者選抜
制度―国立大学協会の基本方針という基本

的な方針を公表させていただきました。そ

の中で、きょうの話題でございます共通テ

ストの枠組みでの英語 4 技能の評価に関し
ましては、骨子はここに書いてある 3 点で
ございます。1 つは 5 教科 7 科目の位置付
けとして、認定英語民間試験を一般選抜の

全受験生に課すこと。それとともに、センタ

ーの新テストにおいて実施される英語試験

も併せて課すという点でございます。2 つ
目に 36年度以降に向けて、大学入学者選抜
における英語 4 技能評価のあり方について
は引き続き検討するということ。それから 

 
3 点目として、認定試験の結果および成績
表示をどう活用するか、具体的な活用法に

ついては、別にガイドラインを定めること。

この 3 点であったわけであります。きょう
は、私自身この基本方針の策定のところま

では関わりましたので、それに至る経緯、考

え方についてメインにお話しさせていただ

きます。 
 しかしながら現在 32年度入試に向けて、
時々刻々事態は動いているわけですよね。

そういった意味では基本方針以降に関して

も最後少し述べることになると思いますが、

その部分に関しましては、一大学人として

の意見であるとご理解いただければ幸いに

存じます。 
 まず、今さらということでございますけ

れども、高大接続システム改革に関わる時

代認識。基本的な認識についてであります。

さまざまな切り口ございますけれども、今、
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♫会が大きくኚᐜしています。大学をᕠる

⎔ቃも᮲௳も大きくኚわっているわけです。

その中で今、ᡃ々の目の前には新たなࢽー

。がฟ現しているということだと思いますࢬ

それは新しい価್の㐀、もࡕろん科学技

⾡のイ࣋ࣀーシࣙン、᭦にそれにとどまら

ず、ୡ⏺ほであったり、新しい生ほであっ

たり、幸⚟ほであったり、そういう᰿※的な

価್ほもྵまれるんだろうと思います。そ

れとともに、やはりḟୡ代をᢸうⱝ者たࡕ

に新しい㈨㉁を身に付けていただく。そう

いうࢽーࢬだと思うんです。知識にຍえて、

いわࡺるࢥンࣆテンシーとゝわれるさまざ

まな能ຊ。それからከᵝᛶと協ാすること

ができる態度。さらにはࡦらめきとか、ᬯ㯲

知とかそういった部分にまでᜍらくᣑ大さ

れるྍ能ᛶがᙉいんだろうというࡩうに思

います。 
 その中で、日本の学⾡⏺、あるいは教⫱⏺

の果たすべきᙺはᴟめて大きいというこ

とであります。その 1 つのほ点が୕位一体
改革ということで表されているわけであり

ます。その中身は 2つ。1つは、ややもする
と今まではある意味᩿⤯があった初➼中➼

教⫱と高➼教⫱に、いわࡺる㡰ḟᛶという

ほ点からᙜ↛ᙺ分ᢸがありますが、᭷ᶵ

的な㐃ᦠ、᭷ᶵ的な㐃続ᛶをやはり今ᣢた

せるᚲせがあるし、そのことによって新し

い㈨㉁をⱝ者たࡕにᾰ㣴していただく、そ

のᚲせがあるのではないかということであ

ります。そういう点で初➼中➼教⫱では学

ຊの 3 せ⣲というゝⴥで語られるし、新し
い学⩦ᣦᑟせ㡿が᮶年からጞまります。そ

れと大学においては学ኈຊ、あるいはࣟࢢ

ーࣝࣂ人ᮦというゝⴥで語られているわけ

であります。もう 1 つのࣃラࢲイムのኚ
は、入試がᣢつ意味、入試が果たすべきᙺ

というのを、少し考え方をኚえてしかるべ

きではないかと。もࡕろん入試の体は大

学でありますから、大学の教⫱目ᶆを㐩成

する新しい人ᮦ⫱成目ᶆを㐩成するために

大学がメࢵセーࢪとして入試をやる。ࡦい

ては、今、ಶᛶに大きく大学はかじを切っ

ていますので、大学教⫱のಶᛶに㈨する

入試。そういったイメーࢪです。それが 1つ。
それにຍえて先どから申しୖࡆておりま

す今、日本の教⫱全体を改革するᚲせがあ

る、ኚえるᚲせがある。その中で、やはり大

学入試もそういった全体の教⫱改革の中の

ドライࣅン࢛ࣇࢢースとしてのᙺ、ࢵ࣑

シࣙンですよね。このど点がᜍらくᚲせな

んではないか。そういった意味で公┈に㈨

する。日本全体の教⫱改革という公┈に㈨

する入試という位置付けもやはりᚲせなの

ではないかということであります。 
 5 は長崎大学の事なんですけれࢪー࣌
ども、長崎大学もさまざまな新しい教⫱改

革にࣞࣕࢳンࢪしています。えば 5 年前
から一般教⫱の選ᢥ科目を全てࣔࣗࢪーࣝ

して、全てに今、ࢡテࣈ・ラーࢽンࢢ

をᑟ入しています。時々ᤵᴗをのࡒきに⾜

きましても、年々☜かにࢡラスは活ᛶさ

れています。しかしながらまだまだࢡテ

についてこれずに、ഐほ者ࢢンࢽラー・ࣈ

であり続ける学生がたくさん存在するわけ

です。また、新しく 4 年前につくりました
ከᩥ♫会学部という学部がございますけ

れども、これはࣟࢢーࣝࣂ人ᮦの⫱成をᶆ

ᴶしています。㠀ᖖに高い英語ຊを入り口

で課します。その中で、英語で学ࡪ、英語で
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教える、そういうこともやっていますし、さ

らにはୡ⏺のトࣝ࣋ࣞࣉࢵの大学のᑓ㛛教

⫱に 1 年ࡄらい学生をたたき㎸ࡴというこ
ともやってまいりました。しかしながら、そ

の中で英語で学ࡪ、ᑓ㛛教⫱が高度すれ

ばするどなかなかやっࡥり⡆༢ではない

ようです。それから、えば࢜ランࢲのライ

に⾜きまࣝ࣋ࣞࣉࢵン大学➼、ୡ⏺のトࢹ

すと、㠀ᖖに高い英語ຊをᣢってる学生で

もやっࡥり大ኚなⱞປをしています。そう

いったほ点からいいますと、やはり 1 つは
教員ഃのᣦᑟのスࣝ࢟、改ၿのవᆅがたく

さんあります。しかしながら、学生ࢧイドも

それを受ᐜするための‽ഛ、あるいはᑐᛂ

ຊというほ点でもっと改ၿのవᆅがあるの

ではないかと。そういったことからでも先

ど申しました、᭷ᶵ的な㐃続ᛶをᣢって

ⱝ者たࡕを高ᰯと大学で⫱てていくことが

ᴟめてやはり㔜せなのではないかというこ

とであります。 
 そこで、先ど申しました 32年度以降の
入試に関する基本方針の全体ീなんですが、

イントは࣏ 2 つであります。1 つは国大協
として共通試験一体的にᑐᛂする。これ

までどおり 5教科 7科目の原๎のୗに、英
語 4 技能の評価もᑟ入しますし、グ述ᘧၥ
題㸦国語、ᩘ 学㸧も᥇用するということであ

ります。この一体的にᑐᛂすることの意味

ってものすごくは大きいと思ってて、今

ᅇの高大接続システム改革のドライࣅンࢢ

ースとして国大協がまとまって࢛ࣇ 1 つの
方向ᛶでᑐᛂすることで、今ᅇの改革に㠀

ᖖに㔜せなᙺを果たすことになるのでは

ないかというほ点。それから、今、国立大学

は分㞳分方ᘧをやっていますから、受験

生に」ᩘ受験ᶵ会、」ᩘᰯ受験ᶵ会をᥦ౪

するためには、やはり一体的なᑐᛂがᮃま

れるという考え方であります。それと 2 つ
目はಶ別試験におけるྛ大学のᕤኵであり

ます。一般選抜においては高度なグ述ᘧ試

験やㄪᰝ書あるいは㠃接➼のよりᡭの㎸ん

だ評価。こういったものをそれࡒれの大学

がᕤኵして、それࡒれの≉Ⰽのある入試を

やる。そのことによってそれࡒれの大学の

シーを実現していくと࣏ࣜシࣙンࢵ࣑ド

いう立場であります。さらに⥲ྜᆺ、学ᰯ選

抜ᆺという、より自由度の高い入学者選抜

のྜをቑやすということも述べているわ

けであります。 
 基本的には先ど申しましたように、国

立大学としては、一般選抜のಶ別試験と共

通試験、それから⥲ྜᆺ㸭学ᰯ᥎⸀ᆺ選抜

というこの」ᩘのᙧの入試の組みྜわせの

中でࢵ࣑シࣙンを実現するということであ

ろうかと思います。今ᅇのᑐᛂをざっくり

申しますと、やはり大学の教⫱のಶᛶあ

るいは高度、国㝿と、またはドࢵ࣑シ

ࣙン࣏ࣜシーの実現というほ点から申しま

すと、そこはどࡕらかというと㔜点はಶ別

試験あるいは⥲ྜᆺ㸭᥎⸀ᆺ選抜というこ

とになろうかと思います。一方で、今ᅇの共

通試験にᑐする一体的ᑐᛂという部分は、

先ど申した公┈に㈨する、せするにある

べき能ຊをメࢵセーࢪとして♫会にఏえる。

そのことによって日本全体の教⫱の改革を

᥎㐍する。ここに㔜きがかなりあるという

うにご理解いただいてよろしいのではなࡩ

いかというࡩうに考えます。 
 さて、スライド 8 から、英語民間ࢪー࣌
検定・㈨᱁試験の活用に関する検討≧ἣに
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⤠って経緯をごㄝ᫂します。ご承知のとお

り、平成 28年 3月に高大接続システム改革
会㆟の最⤊⟅申がฟされました。新しい共

通試験の目⋢として、グ述ᘧၥ題のᑟ入と

ともに英語 4 技能の評価を᥎㐍するという
ことが書き㎸まれたわけであります。しか

しながらこのẁ㝵においては、実施ྍ能ᛶ

について 32 年度から実施ྍ能かどうかと
いうのはこれから検討するという書きࡪり

でした。その中に民間試験の知見を活用す

る。場ྜによっては、現在の英語試験の代᭰

として活用することもありᚓるということ

が書き㎸まれたわけです。基本的にはここ

から㆟ㄽがスタートしたんだと思います。 
 それからḟ、平成 29年の 5月にᩥ部科学
┬が共通テスト実施方針㸦㸧を公表しまし

た。この間が 1 年以ୖあったわけです。こ
こでいろんな検討がなされたわけですが、

のグ᠈からいいますと、グ述ᘧၥ題に関

してはかなりけんけんがくがく㆟ㄽをした。

しかし、英語 4 技能に関しましては、あま
り㆟ㄽはなかったようなẼがします。ただ

この時ᮇ、国立大学の会員の中からも英語

4 技能を民間試験で評価すること、これ自
体、その活用すること自体にはそれど

ᑐのኌはୖがらなかったようにグ᠈してい

ます。それはᒣ⏣ᐊ長が先どゝいました

ように、᪤にከくの大学が民間試験を入学

試験に活用している。その中で一定のྜ理

ᛶを認識していた、そういった価್ほを共

᭷していたということが⫼ᬒにはあったん

ではないかと思います。この検討ᮇ間の中

で、㠀ᖖに᫂☜なᙧでᩥ部科学┬の意思と

してุ᩿として示されたのが、この 2 つで
あります。センター試験によって英語 4 技

能を評価することは≀理的にᅔ㞴であると

いうことが 1 点であります。そしてもう 1
つはやはり平成 32 年度に新共通テストを
ᑟ入するという点であったかと思います。

そういった経緯を経て、29年の 5月、昨年
の 5 月ですがいわࡺる実施方針㸦㸧なる
ものが示されました。ᗫṆの時ᮇに関して

は 2 つ、A 、B ありましたけれども、
基本的にはセンターの英語試験はᗫṆする

んだと。そのかわり民間試験で英語を代᭰

するという基本的な考え方が示されたわけ

であります。これを受けて国大協の中はけ

んけんがくがくの㆟ㄽになりました。さま

ざまなᠱᛕが示されたわけであります。そ

して、国大協としては、6月、昨年の 6月に
意見書をᥦฟいたしました。その意見書の

骨子は 2 つであります。1 つは、いわࡺる
認定試験の具体的な㐠用です。認定の基‽

あるいはᣦᑟせ㡿とのᩚྜᛶ、公平ᛶᢸಖ

➼々、具体的な実施・活用法についてまだ

とんど᫂ではないか。それを᫂☜にして

くださいというのが 1つ。もう 1つは、そ
ういったሗがないẁ㝵で、センター試験

の英語のᗫṆをỴ定するのは時ᮇᑦ᪩では

ないかというこの 2点であります。 
 これにᑐして、それから 1 月後にฟさ࢝
れたのがこのᩥ部科学┬の実施方針です。

実施方針では、まず民間英語試験の具体的

実施・活用方策を᪩く示してくれというせ

ㄳに関しては、ࣟࢮᅇ⟅であったわけです。

ご承知のとおり、その後、認定のせ௳がⓎ表

され、現在その認定సᴗが㐍⾜中です。もう

1つ、センター試験ᗫṆに関しましては、共
通テストの英語試験を平成 35 年度までは
実施というこれは Bを᥇用し、そのᩥ中
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にࠕ認定試験の実施・活用≧ἣを検ドしつ

つ とࠖいうᩥゝが新たにᤄ入されました。こ

れには解㔘がいろいろあると思いますが、

国大協としては平成 35年度、6年度以降も
センター試験英語、存続のྍ能ᛶをṧした

というࡩうに理解しました。基本的にはで

す。そういったことの中で、国大協として

は、基本方針㸦㸧をྛ会員大学に意見↷会

し、そのୖで、理事会、あるいは⥲会で㆟ㄽ

して、最初にお示しした基本方針というの

をỴ定し、公表したわけであります。 
 その意見↷会の結果なんですけれども、

のように、民間試験と共通試験のࢪー࣌10
2つの英語試験を課すことに関しては㈶ྠ、
おおࡴね㈶ྠ、あるいは意見なしが 67㸣で
す。そして、そのが 33㸣あったんです。
そのの意見のとんどは先ど申しまし

たようにまだ具体的な活用方針がỴまって

いないẁ㝵でこういったỴ定をするのは時

ᮇᑦ᪩ではないかというご意見でした。 
 最⤊的に、じࡷあなࡐこの時ᮇにこうい

うỴ定をしたのか。これは基本方針の公表

とྠ時にฟしました国大協の会長ㄯ話とい

うところに᫂☜に書いてございます。1 つ
は、6 月ẁ㝵で国大協がせồした具体的な
方針についてはいまだ༑分なヲ⣽が示され

ていないという前ᥦのୖで、ᩥ科┬にはそ

ういったヲ⣽を㏿やかに᫂らかにすること

をせㄳする。そのୖで、国大協はガイドライ

ンをస成しますということが 1 点。だけど
も、最大の価್ほはやはり高大接続システ

ム改革の基本理ᛕを全ての国立大学が共᭷

して᪩ᛴに改革にྲྀり組ࡴことができるよ

う、そしてఱといっても受験生が見通しを

ᣢってᏳᚰして‽ഛにᑓᛕできるように᪩

ᛴに国大協の基本方針をฟすᚲせがある。

この価್ほを最ඃ先した結果だというࡩう

にご理解していただいてよろしいんじࡷな

いかと思います。 
 現在、国大協の中で、㗦意このガイドライ

ンについての検討が㐍んでいます。この具

体的中身についてはは今、部እ者ですの

で存じୖࡆないんですが、基本的なほ点と

して、ᑐ㇟とする認定試験。国大協として

は、認定試験全部をᑐ㇟とするのかしない

のか。せするにᩥ科┬の枠組の中で、国大協

として⊂自の方針というのをつくるかつく

らないかというのは㠀ᖖに大きな࣏イント

です。それはせするに認定試験の✀㢮のၥ

題。それから活用法に関しましても、ฟ願㈨

᱁として見るか、ᚓ点ຍ点でຍ⟬にするか

➼々いろいろあります。それから評価に関

してもCEFR以እの評価基‽をつくるかつ
くらないか。あるいは認定試験と共通試験

の㔜み付けをどうするのか。そして最大の

イントだとは思いますが、国大協とし࣏

てのガイドラインを 1 つに⤫一するのか。
それとも示にとどめて、ྛ大学がその中

から選ࡪというᙧにするのか。ここら㎶が

1 つの大きな࣏イントになろうかと思いま
す。いずれにしろタイムࣜࢵ࣑トがもう㏆

࡙いていますので、今年度ᮎをめどにᜍら

く国大協からこのガイドラインが示される

ということになろうかと思います。 
 それࡒれの大学の先生たࡕ、もう᪤にឤ

付かれていると思うんですけれども、この

間、5年にわたる高大接続改革㆟ㄽの中で、
᫂☜に今、国立大学の入学者の㉁がኚわ

ってきていると思います。えば、うࡕのከ

ᩥ♫会学部では、年々入学試験で認定試
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験を用する者のᩘは᫂☜にቑຍをしてお

りますし、入学時の TOEFL の点ᩘも㠀ᖖ
に高い点ᩘをྲྀる学生は 4 年前の 21 ྡか
ら 53 ྡとものすごいໃいでቑえているわ
けですよね。ᜍらくこのせᅉの 1 つはやは
りこの間のたくさんの㆟ㄽにあったんだろ

うと思います。 
 最後に 今後の課題です。先ず、ࢪー࣌14
は 32年度新共通テストが、できᚓる㝈りの
公ṇᛶをᢸಖしながら、㐺切・に࣑スが

ないように実施できるということが最大の

1つ࣏イントだと思います。さらには 33年
度入試は改革のスタートです。そこで⤊わ

りじࡷないんです。3つ目に、大学ഃのീ
ຊとぬᝅがあると思います。先どのを

見ましてもᜍらくᣦᑟせ㡿がኚわって入試

がኚわれば、大学に入学してくる学生の㉁

はᜍらくኚわってきます。それに大学ഃが、

大学の教員がきࡕっとᑐᛂできるかどうか、

そのための‽ഛをきࡕっとやれるかどうか。

ここが大学ഃに今、課せられている㠀ᖖに

大きな課題だというࡩうに認識している。 
 以ୖです。どうもありがとうございまし

た。㸦ᢿᡭ㸧 
 
南風原： 
片峰先生、どうもありがとうございました。 
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英語民間試験の立場から 
 

ベネッセコーポレーション GTEC開発部長 
込山 智之 

 
南風原： 
では、次に込山さん、よろしくお願いしま

す。 
 
込山： 
皆さん、こんにちは。ベネッセコーポレー

ションで、GTEC のテスト開発を担当して
おります込山と申します。よろしくお願い

いたします。 
 今回、民間検定試験の立場からというこ

とで、私、GTEC のお話をさせていただき
ますが、もちろんほかにも外部検定試験、幾

つかございますが、こと今回の大学入試の

中で活用していく際にどのような点を留意

して外部検定試験として臨もうとしている

のかという観点で聞いていただければと思

います。 
 それでは、まずスライド 1 ページ目をご
覧ください。今回、大学入学共通テストに当

たり、先ほど来、話の出ております英語成績

提供システムの参加要件が 11 月に出てお
ります。幾つかかなり大きなポイントがあ

りますが、その中でも外部検定試験として

特に留意したい、留意しているポイントと

いうことで、5 つ挙げさせていただいてお
ります。 
 まず 1 つは学習指導要領との整合性。も
ちろん高校生が受けていくテストになりま 

 
すので、そことどう合致しているか。そして

2 つ目は最近多くのところでこの言葉が出
てきておりますが、CEFR。この CEFRと
の対応関係ということがどうあるべきなの

か。またここから先は実施運営上の問題に

なりまして、大規模受検、これはもちろん離

島やへき地も含む全国というところの対応

をどのようにすべきか。そして 4 点目。公
平性・公正性の担保ということで、それを外

部検定試験でどのように実装していくのか。

また今大学入試センター試験は年間 60 万
人近く受けておりますが、その中でも多く

の障害のある方々への対応ですとか、また

今後、この外部検定試験はもちろん有料に

なっていきますので、受検料の配慮という

ところに対してもお伝えできればと思いま

す。私の説明はこの 5 点を順番に進めさせ
ていただきます。 
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 次のページ㸦スライド 2 ページ㸧をご覧
ください。こちら、GTEC のことをヲしく
ごᏑࡌにならない方もいらっしࡷると思い

ますので、ᴫ要をご説明いたしますが、㐣ཤ

20 年ᡃ々としては✚していた࢘ࣁ࢘ࣀ
で⥆け、今年ᗘ、ぢ込ࡳで 102万人の中高
生、࣓インで高校生が受検する検定となり

ました。ここに᭩いてある྿き出しですが、

GTEC、最ึはあまり高校生、そして中学生
のほうには受けられにくいテストではあっ

たんですけれども、その⌮⏤になります。こ

こに᭩いてありますように、୍番ᕥのかな

り๓にはなります、10 年௨上๓のスーࣃ
ー・インࣜࢢッシࣗ・ランࢤージ・ࣁイスࢡ

ーࣝのときの 4 ᢏ⬟⤫合ᆺの指導の活用校
からጞまり、それから 2005年からセンター
試験でࣜスࢽンࢢテストがጞまっています。

先ほども山⏣ᐊ長から話がありましたが、

そこをきっかけに 2011年、ここは国際共通
語としての英語の 5 つの提言が出たタイ࣑
ンࢢになります。その後、⌧⾜の 2013年ᗘ
からጞまりました高➼学校の指導要領、そ

して 2014 年ᗘࡄらいからጞめられたಶ々
の大学、私立大学も含めてのಶู試験での

4 ᢏ⬟の᥇用についてということで、そ
れにకって GTECをホ౯として、デ᩿とし
てっていくというὶれができてきており

ます。 
 次のページ㸦スライド 3 ページ㸧をご覧
ください。まずは学習指導要領との整合性

の観点でご説明をいたします。まず、この大

きく 3 つ㉥ᅖࡳをしているところをぢてい
ただければと思いますが、この学習指導要

領というものをᤊえたときに、これは次の

学習指導要領でもそうですが、ఱができる

ようになるのか。生ᚐがఱができるように

なるのかというところをこの学習指導要領

の᰿ᗏと⪃えたとすると、今、まさに㈨㉁・

⬟ຊの部ศの 3 つのຊで言ࢃれています 1
つの▱㆑とᢏ⬟をベースとしながら、ึ ぢ、

またはึめて㐼㐝するような≧ἣの中で、

しっかり⮬ศで⪃え、ุ ᩿し、⾜ືする、ま

たは⾲⌧する。そしてそのㄢ題ゎỴのຊと

いうことは、実はࣜࣝで࢜ーセンテッ

な、言いえればᮏ≀のという意でのࢡ

┿正なところによって、学習の㌿⛣が㉳き

ると言ࢃれています。 
 そのため、この思⪃、またはุ᩿、⾲⌧、

そして▱㆑、ᢏ⬟をっていく際に、やはり

実♫においてのᩥ⬦でどうその▱㆑、ᢏ

⬟をっていくかというのが大になって

くる。これは実は英語のࡳならず全てのᩍ

⛉でうたࢃれていることだと思っています。

それをちࡻうど英語に当てはめますと、▱

㆑・ᢏ⬟に関してはもちろん語ᙡ、ᩥ ἲ、こ

れは英語の学習の中の最も㔜要なᇶ┙にな

ると思っています。それをさらに運用して

いく、その運用するために実♫のᩥ⬦に

ἢったようなᙧがᮃましい。ここにが᭩

いてありますけれども、ゼ᪥した留学生。実

際ྛ学校の生ᚐさん、留学生を受け入れて

やりとりしたことも多い方もいらっしࡷい

ます。または⮬ศが▷ᮇの留学で⾜ったと

きなど、大学生とᩍᤵとのᤵᴗのやりとり

に近ఝしたものを⤒験するなどが、やはり

高校生にとって⌮ゎしやすい用場㠃とい

うことを定するとこのような指導が今、

学校⌧場で⾜ࢃれつつある。特に英語に関

しましては、できるようになることという

意の中でCEFRのCan-Doがྛそれࡒれ
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の学校✀、またྛ学年の目ᶆに参⪃になる

タ、要はグ㏙ᩥになっているࣉࣜࢡスࢹ

とㄆ㆑していただきますと、この 3 つのຊ
を全ᩍ⛉もそうですけれども、英語に関し

ても、実際に指導していく、そしてホ౯とし

てぢていくというᙧになります。 
 このように、今回ᡃ々が大学入試の英語

成績提供システムの中に入っていく観点か

らすると、指導とホ౯が⾲というᙧであ

れば、ᡃ々GTEC に関してもこのように
CEFR の Can-Doにἢい、定しᚓる英語
の用場㠃でのㄢ題ゎỴᆺの出題をするべ

きだという᰿ᗏに立った中で、ᵓ成ᴫᛕと

して中高生の英語用場㠃において、思⪃・

ุ᩿・⾲⌧のຊを 定するというコンセࣉ

トでつくり⥆けてきております。実はこれ

も最近このコンセࣉトをᥖげたࢃけではな

く、⣙ 20年๓、1998年に立ち上げたとき
に、実は 1998年の学習指導要領がጞまった
ときに、生きるຊというところが問ࢃれた

ෆᐜに関しては、実は᪤に⌧⾜の㈨㉁・⬟ຊ

の㸱要⣲も意㆑しながらつくられたところ

もありますので、それを㋃まえて 20年๓か
らᥖげているコンセࣉトとぢていただけれ

ばと思います。 
 ⥆いて、ලయⓗな学習指導要領との整合

性についてゐれていきます。こちら、実はᏐ

がᑠさくてᜍ⦰ですけれども、GTEC の 4
つのᢏ⬟のそれࡒれが っているࣃートを

♧しております。えば୍番ᕥഃのࣜーࢹ

であれば、Aࢢン の▷ᩥᩥ⬦の⌮ゎ、࣡
ンセンテンスの中からᩥ⬦をᢕᥱする、ま

た 1 ẁⴠの中からᴫ要をᢕᥱする、これは
後で説明します。ᗈ࿌とかそういうሗの

中からしっかりᚲ要なሗをᘬき出す。そ

してẚ㍑ⓗ長めのᩥ❶の中からᩥ⬦を意㆑

して要⣙を⮬ศの中でし、意をᢕᥱする

というような 4 つのࣃートでࣜーࢹンࢢ
はᵓ成されています。ྠࡌようなᙧでࣜス

ともさࢢン࢟ーࣆス、ࢢンライテ、ࢢンࢽ

まざまなຊを れるようなᵓ成となってい

る≧ែです。 
 今、ここ㸦スライド 4 ページ㸧で㟷ᅖࡳ
をさせていただいているところが、次のペ

ージ௨㝆、実際の問題としてぢていただく

ポイントになります。えば今、説明申し上

げましたࣜーࢹンࢢのሗ検⣴の問題で

あれば、英語のᗈ࿌やෆ≀などを模した

題ᮦからᚲ要なሗを検⣴して、▷間で

全యのᴫ要を⌮ゎするຊを 定するという

ことで、ここに実はポッࣝࢢࣉーࣉのコン

ートの࿌▱をするᗈ࿌がありますが、そࢧ

の中でࢹストラࢡタもありますが、ᚲ要

なሗをしっかりくྲྀࡳるものです。その

ままᬑ通に୍番目立つところだけㄞんでし

まうと間㐪えるというような問題もありま

すので、これをぢてしっかり⟅えられるか。

学習指導要領との整合性というᙧでは、1年
生がᚲᒚಟでほとんどが受けますコࢽ࣑ࣗ

ーション英語Ϩの中で、説明や≀語をㄞࢣ

んで、ሗや⪃えなどを⌮ゎしたり、ᴫ要や

要点をᤊえたりする。また、聞きᡭに伝ࢃる

ように㡢ㄞするというところに合致したຊ

を っているというࡩうにぢていただけれ

ばと思います。 
 間のවࡡ合いで、もう 1 つࣜスࢽンࢢ
だけ説明をさせていただければと思います。

次のページ㸦スライド 6 ページ㸧をご覧く
ださい。このような⤮が最ึからえられ

ます。そしてこの点⥺で᭩いてあるところ
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に関しましては、目ではぢえず、㡢ኌでὶれ

てくる英語のスࣉࣜࢡトになります。タ定

としては、あなたがึめて࣓࢝ࣜで英語

の語学学校に⾜くところですがぢつけられ

ない≧ែであります。⮬ศが࣍ームステイ

でఫんでいるところの近ᡤの人を近くにぢ

つけたので、学校がどこにあるかをᑜࡡる

ことにしました。ここでそういう話の≧

ἣがタ定されているࢃけですけれども、こ

こに᭩いてありますとおり、スࣉࣜࢡトを

ぢれば⡆༢です。㐨をΏって、㖟⾜の㞄のࣅ

ࣝの 3 㝵まで上がるっていうࡩうにすると、
㖟⾜のᕥ㞄のᘓ≀は 3 㝵まであるというと
ころをしっかり⮬ศの中で⌮ゎをして、思

⪃でุ᩿をして、⟅えていく問題になって

います。そのため、こちらもㄞࡳ上げはしま

せんが、コࢣࢽ࣑ࣗーション英語Ϩのこの

ᩥ言の中にヱ当するຊを っているテスト、

部ศということで、ᢕᥱをいただければと

思います。 
 ᑡしページを㣕んでいただきまして、8ペ
ージをご覧ください。スࣆー࢟ンࢢになり

ます。スࣆー࢟ンࢢ、全部で 4 ートをᵓࣃ
成されていますが、୍番㞴᫆ᗘの高い問題

に関して、この意ぢᒎ開、意ぢ㝞㏙の問題

が、学校でのᦠᖏ㟁話の用㠀について

問題が出されます。1ศ間の‽ഛ間、1ศ
間の回⟅間というタ定の中でこれをゎい

ていくというものが୍番最後のスࣆー࢟ン

 。の㞴しい問題になっていますࢢ
 それから後です。こちらもあくまで参⪃

㈨料になりますが、先ほど学習指導要領と

の整合性について、ྛᢏ⬟について 1 問に
つき 1 つ᭩きましたけれども、実は学習指
導要領の中ではこのコࢣࢽ࣑ࣗーション英

語Ϩの➨ 2❶、または 2年生で受けるコ࣑
ーション英語ϩの部ศもこの㉥で᭩ࢣࢽࣗ

かれているところが特に、先ほど説明しな

かったูの問題で、4 コ࣐を意ぢをᥥを
説明する問題がありますが、そこに関して、

えばこの࢘のຊをぢているとか、先ほど

説明しました意ぢ㝞㏙の問題は、コࢽ࣑ࣗ

ーション英語Ϩで言語活ືの中でどのよࢣ

うなところまで留意してさらに⣽かく配慮

すればいいかというところで、実と意ぢ

などを༊ูして、⌮ゎして伝えたりするこ

とというところが合致しているということ

を、全て 1対 1対応で説明をしているとこ
ろになりますので、また㏣ってご☜ㄆをい

ただければと思います。 
 もちろんこれはGTECので説明をいた
しましたけれども、の検定試験に関して

もこのような学習指導要領の୍致という部

ศをしっかり⪃えておられるのではないか

と思っています。 
 ⥆いて、2 点目になります。CEFR の説
明です。ここはᮏ当に⡆༢にはなりますが、

この⡆༢なやりとりができる A1 から୍番
習⇍した C2 まで 6 ẁ㝵で⾲しているもの
になります。このようにࣜ࣍ステッࢡに

ᢏ⬟を全て合ࢃせてこのようにすることが

できるとは᭩かれていますが、実は大ඖは

CEFRᮏయとしては、最ึはこの 5領ᇦそ
れࡒれでこの Can-Do の⬟ຊグ㏙ᩥという
ところを定めています。えば最近よく言

れるࢃれる大学入試でࢃ B1 というとこ
ろであれば、このࣜーࢹンࢢであれば、㠀

ᖖによくࢃれる᪥ᖖ言語や、⮬ศの

関㐃の言葉で᭩かれたテ࢟ストなら⌮ゎで

きる。㉳こったこともろもろឤなどが⾲
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⌧されているᩥ❶を⌮ゎできるというとこ

ろがࢹスࣉࣜࢡタの 1 つのとして᭩
かれております。これとどのように検定と

CEFR を⤖ࡧけるかという点ですが、
Council of Europe が出している正ᘧな࣐
ࣗࢽ࣐がᏑᅾしています。このࣝࣗࢽ

ࣝの中では、全部で 10ಶのやり方で関㐃
けすることができると♧しています。 
 19 ページにヲ⣽をグ㍕しておりますが、
テストの✀ูによってその関㐃け方とい

うのはኚࢃってきます。GTEC であれば、
IRT を中ᚰにしたスコで出すやり方にな
りますので、受ಙᢏ⬟はこの Bookmark 
Methodというものをっておりますし、発
ಙᢏ⬟に関しては生ᚐの࢘トࣉットが当

↛ᚲ要になってきますので、この⿕験⪅中

ᚰというෆᐜでの Contrasting-Group 
Methodというものをっています。ここに
は検定試験によってⰍ々なやり方で、それ

れの検定の特㉁に合った方ἲを㑅んで進ࡒ

めているというᙧになります。 
 今申し上げた Listening、 Readingの受
ಙᢏ⬟は Bookmark Method、そして
Speaking 、 Writing に 関 し て は

Contrasting-Group Methodをいまして、
えば受ಙᢏ⬟だけ説明をしますと、まさ

に Bookmarkですので Bookletをつくりま
す。ࣜーࢹンࢢであればࣜーࢹンࢢの

問題、ࣜスࢽンࢢであればࣜスࢽンࢢの問

題を、⤯対ホ౯ᆺの IRTのテストですので、
1 つ 1 つの問題に㞴᫆ᗘがいていますか
ら、⡆༢な問題から㞴しい問題まで、このよ

うに୪べることができます。୪べていった

ときに、どこの問題をゎけるようなຊであ

ればそのCEFRのできることが保ドされる

のかというところを定めているのがこのや

り方になっています。 
 22ページになりますが、このようなᡭ⥆
きを、ポイントは」ᩘのࣝࢢーࣉでศ⛉

にศかれてࢹス࢝ッションをしながら定

めていくというᙧになります。これがある

特定のࣝࢢーࣉだけですと、それは೫った

ものになりますし、そこで有㆑⪅をえな

がら」ᩘでしっかり⥲合ⓗにぢていく、そ

して⿵正していくというところがポイント

になってくると思っております。 
 まとめますと、ෑ㢌、ɔ 成ᴫᛕのところで

申し上げましたとおり、Can-Doのࢹスࢡ
タがある⛬ᗘ学習の฿㐩目ᶆとしてのࣉࣜ

目Ᏻになる、そしていま申し上げたࡦも

けの中で、テスト⤖ᯝのࣇードࣂッࢡに

もなりᚓる。その学習฿㐩目ᶆになれば、当

↛学校の中でシラࣂス・ࣗ࢟ࣜ࢝ラムのస

成ですとか、ᩍᮦの࢞イドラインにもなる

ということで、この CEFRを活用すること
によって、1 つこの英語指導学習へのⰋい
Ἴཬຠᯝ、࢛࢘ッシࣗࣂッࢡというのがᮇ

ᚅできるということが、この CEFRの正し
いࢃれ方なのではないかとㄆ㆑をしてお

ります。 
 参⪃ですけれども、えば GTECであれ
ば、次の学習のືᶵ࡙けのためにライテ

ンࢢであればそれࡒれのCEFRの⟅を用
意して、ここまで᭩ければこの CEFRのレ
ベࣝがある⛬ᗘ⌮ゎできるという部ศを、

それࡒれのテスト⤖ᯝから参⪃に生ᚐたち

に♧しているものにもなります。 
 ここからは実施運営上の点になります。

大規模受検の対応ということで、GTEC、今
年ᗘは年ᗘ 2 回のテストにはなりましたが、
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2020年ᗘには年間 5回を今、ண定しており
ます。来年ᗘ、2018年ᗘに関しては᪤に 1
回ቑやして 3 回の検定を実施することにỴ
めておりまして、このように実施としては、

3ᢏ⬟は⣬で、ライテンࢢは࢚ッセイ・ラ
イテンࢢになりますので、⨦⥺で᭩かれ

ている⣬に⮬ศのペンで᭩いていくࢃけで

すが、スࣆー࢟ンࢢはタࣈレットで実施を

⾜います。この大規模受検の対応というこ

とで、やはりポイントになるのがෑ㢌説明

をᕪし上げた通り、学校の指導が今、ኚࢃり

つつある中で、スࣆー࢟ンࢢをやはり指導

とホ౯の୍యの原๎がᚲ要だと思ってお

ります。学校のᤵᴗの中でスࣆー࢟ンࢢを

やるのであれば、当↛ᤵᴗの中の定ᮇテス

トもそうですし、最⤊ⓗに入試でもスࣆー

のຊが られていくのがᬑ通ではなࢢン࢟

いかなと思っています。ただ、ポイントがあ

ります。全国୍ᩧの実施の中ではやはりタ

レット➃ᮎというᶵᲔを活用するというࣈ

ところ、それにకってゎ⟅㡢ኌのྲྀᚓです

とか、あとは場をどう担保するのか。ᡃ 々

としては、高➼学校の‽場の学校用と

いうところを࣓インで⪃えております。ま

た、先ほど申し上げたとおり、離島・へき地

での実施というところもあります。᪤に⚟

┴ですが、外部検定試験の⿵ຓᴗとい

うのをされていまして、1学年、あまり大き
くない┴ですので 7,000 人の┴ですが、そ
のうちの⣙ 90㸣がちࡻうど 1年๓にこのよ
うなᙧでタࣈレットでのスࣆー࢟ンࢢ実施、

ここに࣊ッドセットとイン࢝ムをつけてお

りますが、この୍ᩧ実施をྠ᪥・ྠ้・全

ဨで⾜っている実績があります。生ᚐ 1 人
につき 1 ྎのタࣈレット➃ᮎと࣐イࢡと࣊

ッドセットを、これはベネッセの㈨⏘とし

てᣢっていて、ᡃ々のほうで学校にそのと

きだけ㈚し出しているというᙧでぢていた

だければと思います。生ᚐはもちろん⮬校

のࢡラス、ᮘで実施をできますので、特にู

に通㈝とか検定௨外の出㈝がᚲ要という

ことはありません。この๓ᶵჾの正ᖖ✌

ാの☜ㄆについては、次に説明します。ポイ

ントなのは、タࣈレットはっていますが、

ネット࣡ーࢡの⎔ቃに౫Ꮡすることなく、

ラインでの実施をしています。そのたࣇ࢜

め、ᴟ➃な話、ネットがつながらない山ዟで

も、受けることができるのがポイントです。

⌧⾜のセンター試験でもࣜスࢽンࢢのᶵᲔ

のල合➼々がいつもྲྀりἋửされますけ

れども、GTEC に関しては実施๓、テスト
がጞまる๓にᚲず࣊ッドセットとᶵᲔを

けた中で、まずὶれる㡢ኌが聞こえるか、⮬

ศの㡢ኌを྿き込んで、それが⮬ศの⪥で

聞こえるかというところをインジࢣーター

をって๓に☜かめます。⌧に⚟┴の

中でも 7,000 人୍ᩧ実施をしたときに、こ
のᶵᲔのトラࣝࣈに関してはほとんどなく、

試験開ጞをすることができたという実績が

ございます。 
 その次、公平性・公正性の担保という中で

ご説明をいたしますと、まずは今回の参加

要件の要⥘に入っているものになりますが、

試験┘╩、学校‽場の場合、試験┘╩がᚲ

要となってくることに対して、全ての場

に共通で、ᡃ 々より┘╩⪅、㈐௵⪅を 1ྡ、
そしてྛᩍᐊごとに 1 ྡずつというところ
のὴ㐵を⪃慮しております。公開場、‽

場もそれに‽ずるということになりますの

で、ᡃ 々としましては、学校の先生、今は⮬
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校の先生でされているのが通かと思いま

すけれども、ᡃ々がᡭ配した試験┘╩⪅が

学校で運営をするということを⪃えており

ます。 
 もう 1 つ、᥇点です。ライテンࢢとス
るグ㏙ᘧのࡺࢃ୧方ですが、いࢢン࢟ーࣆ

᥇点をどうするかという観点に立ちますと、

ここでは、ライテンࢢのὶれを♧してい

ますが㐪いはここです。ライテンࢢは⣬

の⟅をスࣕ࢟ンしてࢹータする。スࣆ

ー࢟ンࢢは㡢ኌࢹータとしてᢳ出するとこ

ろが␗なります。2 人の᥇点⪅がྠࡌ⟅
をけまして、ずれがあった場合、➨୕⪅、

上᥇点⪅がけるということをᚭᗏをし

ております。こちらライテンࢢは、もちろ

んᡃ々の場合、つくってきた 20年間、最ึ
のときからこのライテンࢢを運用してお

りますので、この 20年間の✚の中でのࣀ
をしっかり生かして正しい᥇点をᘬ࢘ࣁ࢘

き⥆きけていきたいと思っております。 
 そして最後です。受検料の配慮または障

害⪅の方への対応ということで、まず受検

料の配慮に関しましては、この要⥘に᭩か

れている⤒῭ⓗにᅔ㞴な受検生ということ

になりますと、పᡤᚓ⪅ୡᖏの⪃え方によ

りますが、えば生活保ㆤを受⤥している

ୡᖏを対㇟にᘬを定しております。た

だ、⌧に先ほどの┘╩ὴ㐵ですとか、これか

らどのようなᙧでお㔠がかかっているのか

ス࢟ームがまだ定まりษっていないという

ところもありますので、今後の≧ἣに㚷ࡳ

て最⤊ⓗな☜定をしていきたいと思ってお

ります。 
 そして障害⪅の方々への対応になります

けれども、ポイントとしては、⌧⾜、大学入

試センター試験で⾜ࢃれているレベࣝをほ

、担保したいと思っております。にどぬࡰ

⫈ぬ、そして㣴ㆤ関係と 3 つศけられると
思いますが、えば 33ページ、どぬになり
ますが、センター試験にはないが GTECで
⾜う配慮㡯というところにὀ目ください。

もちろん今、センター試験の中では発ಙᢏ

⬟がございませんので、特にスࣆー࢟ンࢢ

であれば全┣の方に対しても点Ꮠ問題の

Ꮚをお配りして、また間⟶⌮が当↛ᚲ要

になりますので、この点も配慮して特ูな

タࣈレットを提供していくですとか、セン

ター試験とྠࡌレベࣝを担保するのですが、

᪂しいᢏ⬟についてもࣕࢳレンジをして、

しっかりいろんな方が受けられるテストと

して成立していきたいと思っております。 
 そして最後になります。38ページをご覧
ください。今、こと GTECの話、特に英語
の話で進めてきておりましたが、先ほど、∦

ᓠ先生からも話があったようにやはり高大

᥋⥆システムᨵ㠉の中のこの大学入試。こ

こ᫇の言い方ですけれども、今の大学入学

共通テストの中での、そして英語の話であ

るということを私はᙉくㄆ㆑したいと思っ

ております。ここにも᭩いてあります通り、

今回はあくまで高大᥋⥆はその 1 つの⤖⠇
点。ポイントとしてはやはり中➼ᩍ⫱がよ

りⰋくなること。高校生のᩍ⫱です。そし

て、高➼ᩍ⫱がⰋくなること。そのはざまに

ある高大᥋⥆をしっかりしたものにしてい

く。特に今の⌧⾜の学習指導要領でも言ࢃ

れている▱㆑・ᢏ⬟、思⪃・ุ᩿・⾲⌧、そ

してయⓗに、⮬ศのຊをᣢって⪃えるຊ

というところをしっかり担保しながら 定

するということでẚ㍑すると、ෑ㢌申し上
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げたとおり、GTEC のᵓ成ᴫᛕはしっかり
それに合致して進んでいけるのではないか

と思っております。 
 そして最後です。᪂学習指導要領の中で、

ෑ㢌も申し上げましたఱができるかという

のはこの学ຊの 3 要⣲が入っていますが、
これ௨外にఱを学ࡪのか、そしてどのよう

に学ࡪのか。それは୍言ࢡテࣈ・ラーࢽ

ンࢢと言ࢃれておりますが、どのように学

のか、そして最⤊ⓗにఱがࡪのか、ఱを学ࡪ

できるようになるのかをしっかり⪃えなが

らᡃ々としても、今後の方ྥ性をぢᤣえな

がら英語検定として◊㛑していきたいと思

っております。 
 ᑡしでもご参⪃になったのであればᖾい

です。ごΎ⫈ありがとうございました。㸦ᢿ

ᡭ㸧 
 
南風原： 
込山さん、どうもありがとうございまし

た。 
 それでは、ここで 10ศほどఇ᠁をとって、
2 55ศから開したいと思います。๓༙
部ศへの㉁問ございましたら、ỈⰍの㉁問

用⣬にお᭩きいただいて、スタッࣇが回

しますので、よろしくお願いします。 
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スピーキングテストの開発・運営から見えてきたもの 
 

京都工芸繊維大学教授 
羽藤 由美 

 
南風原： 
それでは、これから後半に移りたいと思

います。後半は、大学、高校の現役の先生方

ということになります。最初に羽藤先生、よ

ろしくお願いします。 
 
羽藤： 
よろしくお願いいたします。今回の入試

改革に反対される方には、そもそも「英語 4
技能の統合育成」や「スピーキングテストの

入試導入」自体に反対される方が多いです

が、私はどちらにも賛成する者として、大学

や高校で、スピーキングテストを開発し、運

営してまいりました。本日は、その経験に基

づいて、今回の大学入試改革の問題点や改

善点について考えたいと思います。 
 私たちは、リンガフランカとして英語を

使う能力を測るテストを開発し、大学や大

学院の入試に導入することを目標としてい

ます。具体的には、京都工芸繊維大学では、

コンピュータ方式のスピーキングテストを、

京都工学院高校では、テレビ電話で生徒と

フィリピンの面接官を結ぶスピーキングテ

ストを、開発・運営してまいりました。大学

の方の取り組みは、「教育再生実行会議」等

の提言で、大学入試の 4 技能化がクローズ
アップされる前から取り組んできたもので

す。小規模なパイロットテストに加えて、

2014年度からは、毎年 1回、1年生全員に

テストを実施しています。また、昨年 12月
には、このスピーキングテストが大学の AO
入試に導入されました。 
 高校での取り組みは、大学での実践を通

して、スピーキングテストを普段から実施

する必要があると強く感じたことが発端で

した。これまでに 4回、「英語表現」という
科目の学期末考査として実施しました。大

学も高校も、まだ「波及効果」について説得

力のあるデータはありません。それでも、ス

ライド 8 ページのように大学のテストの受
験後アンケートでは、毎年多くの学生が、

「自分の英語のスピーキング力の課題が見

つかった」とか、「テストを受けて、スピー

キング力を伸ばす意欲が湧いた」などと答

えています。高校のテストでも、9ページは
昨年 9月に、京都市立の全高校の 2年生が
GTEC を受けたときのスピーキングの得点
分布です。工業高校でありながら、特に下位

層が少ないという結果が出ました。ですか

ら、スピーキングテスト導入の波及効果に
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期ᚅすること自体に大きな問題があるとは

思えません。 
 しかし、今回の入試改革はあまりにもᣋ

㏿で↓ㅛです。特に、これまでの大学入試で

最大㝈に㔜どされてきた「බṇᛶ」や「බᖹ

ᛶ」がᢸಖできなくなるということが、ᅜẸ

や受験者に▱らされていないことは῝้な

問題だと思います、 
 えば、ࢭンター試験では、「┘╩要㡿」

に基づいて、全ᅜの試験会ሙで、ྠ ้に全

くྠじことが行ࢃれ、受験者に㰯⾑が出た

ときの対ᛂまで୍ᚊであることがồࡵられ

ます。受験生のᏊどもをᣢつ大学教員は、入

試運営には㛵ࢃりませんし、テストの༳ๅ

や運ᦙも௦㘒ㄗかと思ࢃれるどཝṇに

行ࢃれています。そして、ࡦとたࡧ㛫㐪いが

あればあらࡺるゅ度から㠀㞴をᾎࡧ、年度

をさかのࡰって㏣加合᱁者を出したり、経

῭的ಖドをしたりということになります。

現≧がⰋいᝏいはูにして、これが、これま

での大学入試の現実です。 
 ところが、2020年度からは」ᩘのẸ㛫試
験が導入されることによって、そのබṇᛶ

やබᖹᛶがᢸಖできなくなり、それが大き

なΰや入試ไ度の◚⥢そのものにつなが

るྍ能ᛶもあると思います。最大のබᖹ

は、ᵓ成ᴫᛕ、つまり、「ఱを測るか」が㐪

うテストがే⏝されることです。試しに、

13ページに「体᱁ CEFR対↷表」をసって
みました。௬に、㌟㛗と CEFR、体㔜と
CEFR の対ᛂづけはそれなりにṇᙜᛶがあ
るとしても、「Cmで測られる㌟㛗」と、「Kg
で測られる体㔜」をẚて、170と 65はྠ
じ体᱁だとは言えません。ちなみに、私は、

㌟㛗は B1レࣝ࣋で体㔜は B2レࣝ࣋です。 

 しかし、これとྠᵝのことがこのᅜの大

学入試で行ࢃれようとしています。「英語運

⏝能力」という実体があるࢃけではありま

せんから、テストによって測る能力はそれ

↷れに㐪います。そもそも、このスコア対ࡒ

表はよく᭦᪂されます。えば、ᩥ 科┬のᒣ

⏣さまがスライドの 30 ページにୖࡆられ
た対↷表と私の 14 ページの対↷表は、
GTECと GTEC CBTのᩘᏐが㐪います。 
 また英᳨は、CEFR ができるఱ༑年も前
から実施されている、標‽化されたテスト

であるはࡎですが、それࡒれの⣭が CEFR
のᯟ組みにすっࡱり入るという思議なこ

とが㉳こっています。 
 このように、Ẹ㛫試験と CEFRの対ᛂづ
け自体が、テスト業者の言いなりのもので

す。そのୖに、測るものが㐪うテストを対ᛂ

づけるのですから、スコア対↷表に科学的

なṇᙜᛶはありません。 
 さらに、スコア対↷表には、୰㛫層の㑅ᢤ

ができないというḞ㝗があります。えば、

15 ページのᗈᓥ大学や㮵ඣᓥ大学のよう
に、「B2௨ୖ」という高いレࣝ࣋や「A1௨
下」というపいレࣝ࣋で⥺をᘬいて、「みな

し」や「㊊ษり」に使うことはできるかもし

れません。しかし、16ページの表のように、
私がࡵる京都工芸繊維大学をはじࡵ、多

くの大学で㑅ᢤしなければならないのは、

A2、B1レࣝ࣋の受験者です。だからといっ
て、そもそもṇᙜᛶのない対ᛂ表を、さらに

ṇᙜᛶのない基‽で⣽分化するようなこと

を、大学たるものがするきではありませ

ん。 
 「大学入試英語成⦼提౪ࢩステ࣒」には、

18ページのように、24✀㢮ものテストから
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の⏦し㎸みがあったそうです。テストのᩘ

がቑえることで、対ᛂ表が㍯をかけていい

加ῶなものになることが༴されます。 
えば、ᾏእからの␃学生を㑅ᢤする㝿

に、それࡒれのᅜやᆅᇦで受験できるテス

トを受けてもらうしかないというሙ合もあ

るでしࡻう。そういうときには、方なくᩘ

✀㢮のテストの対ᛂ表が使ࢃれます。また、

日本の大学でも、༢位ㄆᐃなどには、教員が

け↝きลでసったスコア対ᛂ表が使ࢃれ

てきました。しかし、「㡹ᙇった生徒には༢

位をあࡆよう」というไ度と、「୍ேが通れ

ば୍ேがⴠちる」という入学試験を୍⥴に

することはできません。 
 ␗なるᵓ成ᴫᛕのテストをే⏝する点

で、入試ไ度として◚⥢しているというこ

とは、多くのテスト◊✲者がᣦしていま

す。にもかかࢃらࡎ、このហ⟇がどんどん㐍

られているのは、今回の入試改革の目的ࡵ

が、生徒の୰で育っている能力をཝṇに測

ることではなく、育っていない能力を大学

のテストの波及効果で育てることだからで

す。ならば、なおさら期ᚅされる波及効果を

生み出すテストをసったり、㑅んだりしな

ければいけないはࡎです。しかし、今回の入

試ไ度では、そのような᳨ドは全く行ࢃれ

ていません。 
 えば、20ページはࢿ࣋ッࢭのࢧࣈ࢙࢘
イトでGTECの問題として⤂されてい
るものです。先どⓏቭされた㎸ᒣさまが

⤂された意見ᒎ開の問題がྠじࢧンプࣝ

テストの Part Dで、こちらが Part Bの
問題です。受験者はこのスケジューࣝᖒを

見て、͆ What are you doing this Saturday?”
という㉁問に 15⛊で答えます。ᅵ᭙日のḍ

には、͆ grandparent’s house と͇͆ gym͇と
᭩いてありますので、͆ I'm going to my 
grandparent’s house and gym と͇いうよう

に答えれば、‶点がもらえるのかもしれま

せん。 
 もし、GTEC を入試に導入するのなら、
また、大きな波及効果を期ᚅするのなら、な

おさら、この問題が┿に㉁問を⪺いて対ᛂ

する能力を測っているのか。ゎ答が、どのよ

うな᥇点基‽で、どのような᥇点者に、どの

ようなプロࢭスで᥇点されているのか㸽最

⤊スコアが、どう⟬出され、受験者にどのよ

うなフィードࣂックがなされるのか㸽そう

いうことをៅ㔜に᳨ウする必要があると思

います。 
 これは、ఱのドᣐもない私のಶே的な感

ですが、この問題の回答を 2 ேの英語話
者で୪行᥇点する必要はないと思います。

͆、しろࡴ grandparent’s house と͇͆ gym”

という 2 語をキー࣡ードとして、ᶵᲔ᥇点
されていても思議ではありません。もし

そうだとしても、それがᝏいと言っている

のではありません。ᅜとして大学として、必

要な㏱᫂ᛶを☜ಖし、すき᳨ドをしてい

ないことに問題があると思います。 
現に、高校の先生方の㛫では、「GTECの
パート Bは全ṇ答かも」というような᠈
測が㣕ࡧっています。本ᙜかどうかはู

にして、そのことが教育にどのような波及

効果を及ࡰすかを、ᅜとして大学として、᳨

ドしてからこういうテストを使うきだと

思います。 
 スピーキングテストは、㛫や᥇点コス

トのたࡵに多くの問題を出せません。問題

ᩘが少なくなれば、必↛的にጇᙜᛶのᢸಖ
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は㞴しくなります。Ṕྐのὸいテストが、▷

㛫で多ᩘのテストࣂージࣙンをసろうと

思えば、༑分なパイロットを経ていないᛶ

能のᝏい問題が出されることもあります。

ᶵᲔ᥇点が導入されているሙ合には、測り

やすさをඃ先した問題が出るྍ能ᛶもあり

ます。 
Ẹ㛫のテスト業者が営を㏣ồするのは

ᙜ↛のことです。しかし、こと大学入試です

から、ᅜや大学は、それを㋃まえて必要な᳨

ドをしなければなりません。ᏳἙෆ先生の

お言ⴥには反しますが、私は、ᠱᛕ点があれ

ばᡶᣔすることをඃ先すきだと思います。

また、どのテストを使うかはᴟࡵて㔜要な

問題だと思います。 
 」ᩘのẸ㛫テストを使うことで、入試ไ

度がෆ㒊で◚⥢するྍ能ᛶはかにもあり

ます。受験者が、合᱁ラインに฿㐩しやすい

テストに㉮るのは必↛です。୍ 方、テスト業

者はそういう༳㇟をసり出すことで、自♫

テストの受験者をቑやすことができる立ሙ

にあります。えば、B2レࣝ࣋に少しだけ
㊊りない受験者のスコアをỈቑしし、࣎ー

てࡆー࿘㎶ではない受験者のスコアを下ࢲ

おけば、ᖹᆒ点や標‽೫ᕪは維ᣢできます

し、ࣄストグラ࣒を見ても分かりません。実

㝿にそういうことが行ࢃれると言っている

のではありません。ᅜや大学は、そういうྍ

能ᛶを㋃まえて㐺ษな対ᛂをしなければな

らない、そういうことを⏦しୖࡆています。 
 ᥇点についてもᏳな点があります。ス

ピーキングテストの᥇点は㞴しいと言ࢃれ

ますが、ᡭ㛫をかければ、⣡得できる᥇点結

果を得ることはできます。えば、私たちが

開発したテストは、昨年 12月の京都工芸繊

維大学の AO 入試に使ࢃれました。受験者
は、୍ ḟ試験に合᱁した 10ྡで、᥇点のࢩ
ンだけにࣙࢩュレー࣑ 5 ேの教員が୍日
かけました。このテストは、25ページに♧
したようにリンガフランカ、つまり、ẕ語の

㐪うものྠኈが「ඹ通語」として英語を使う

ሙ面で、「ఏえなければならないこと」をఏ

える能力を測るテストです。問題は 45⛊あ
るいは 60⛊で答える全 9問です。ホᐃ基‽
は、えられた課題をどれど効果的に㐩

成したかを見る Task Achievementと、ど
れどὶᬸに㐙行したかを見る Task 
Deliveryです。 

AO入試の᥇点࣑ࢩュレーࣙࢩンは、パイ
ロット受験者 10ྡの回答㡢ኌを⏝意し、3
つの␗なるẕ語をᣢつ 5 ேの教員がཧ加し
ました。毎回、最初の 1 問は᥇点基‽を合
➨、に使いࡵせるたࢃ 2 問௨㝆をྛ᥇点者
が᥇点しました。最⤊スコアは、5ேの᥇点
者がけたスコアの最高点と最ప点を㝖い

て、┿ん୰の 3 つのスコアのᖹᆒを取りま
した。 
ると、私たちがࡡンを㔜ࣙࢩュレー࣑ࢩ

⫙で感じる受験者の「ఏえる力」の㐪いを、

ᩘᏐで㐺ษに表すホᐃ結果が出るようにな

りました。つまり、10ྡの受験者に対して、
5 ேの大学の英語教員が୍日かければ⣡
得のいく᥇点はできます。しかし、通ᖖのス

ピーキングテストでは、それだけのᡭ㛫や

㛫をかけることができません。 
27ページの表の୕ゅ༳は、࣑ࢩュレーࢩ
ࣙンで 5ேの᥇点者がけたスコアに、「እ
れ್」㸦つまり、の᥇点者から大きくእれ

る᥇点㸧があったሙ合を♧します。እれ್の

多さやホ౯ほ点㛫の೫りが、「話す力」を測
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ることの㞴しさや༴うさを表していると思

います。 
毎年、京都工芸繊維大学の 1 年生に課し
ているのも、ྠじᵝのテストです。しか

し、こちらは࢜ンラインの᥇点ࢩステ࣒を

⏝して、合ィで 6000から 7000㞟まる回
答㡢ኌの୍つ୍つを、日本にいる英語をẕ

語とする᥇点者と、フィリピンの英会話学

校にࡵる᥇点者が୪行᥇点しています。6
段㝵の᥇点で、୧者のスコアの㝸たりが 1
段㝵だけのときはᖹᆒを᥇⏝し、2 段㝵௨
ୖのときには、ୖ⣭᥇点者が᥇点し┤しま

す。 
29 ページの表は、┤㏆ 3 回のテストで、

2 段㝵௨ୖの㝸たりが出たホᐃの合を♧
すものです。᥇点者カ⦎の改善もあって、

୍⮴⋡は年ࠎ下がってきました。それでも、

全体で7.3パーࢭントの୍⮴があります。 
30ページの表は、今年度の᥇点の㝸たり

を、テストࣂージࣙンとホ౯ほ点ูに見た

ものです。㟷が、2ேの᥇点者がけたスコ
アが全に୍⮴した合です。୍⮴⋡が

50㸣をษるケースがあることもお分かりい
ただけると思います。�
 IRT で分ᯒすると、私たちのテストのಙ
㢗ᛶに大きな問題はありません。しかし、᥇

点者カ⦎で᥇点のࡎれを強ㄪしたたࡵに、

ペア᥇点者とのࡎれをᜍれて、୰㛫、3です
よࡡ、୰㛫段㝵のスコアを多く出す᥇点者

が出るなど、いろいろな問題が⯙ྎでは

㉳こります。 
 このように、スピーキングテストの᥇点

の㉁の維ᣢは、かけた㛫とᡭ㛫、テスト業

者から見れば、かけた㈝⏝ḟ➨という面が

あります。そもそも、スピーキングテストは

㈝⏝対効果がᝏく、そのたࡵに TOEFL な
どもスピーキングの導入が㐜れました。 
 31ページに、京都工繊大の 1年生対㇟テ
ストの運営㈝をあࡆました。ここから㈝⏝

を๐るとしたら、テスト実施にྍḞな㈝

⏝を๐るࢃけにはいきませんので、᥇点の

㉁や、テストのᛶ能維ᣢにかかる経㈝をῶ

らすしかありません。 
今回の入試改革では、Ẹ㛫テストの受験

ᩱにᕪがあるとよく問題にされます。しか

し、受験ᩱが高いうがಙ㢗できるテスト

であるྍ能ᛶもあります。スピーキングテ

ストを導入しさえすればⰋいというのなら

話はูですが、ṇ☜な能力測ᐃや波及効果

に期ᚅするのなら、受験ᩱのᕪがఱを意

しているのかを᳨ドする必要があります。 
 受験者が、スピーキングテストを受ける

㝿のබᖹ感をチᐜできるかも、Ᏻᮦᩱ

です。多くの受験者は、テスト୰に自分୍ே

が話す≧ἣになるのを᎘います。その୍方

で、32ページのように受験後アンケートで
は、「の受験者の回答㡢ኌが、自分の回答

のጉࡆになった」とか、「意ᅗすれば、の

受験者の回答を┿ఝすることができた」な

どと答えます。回答㡢ኌの᥇点をしていて

も、ᙜヱ受験者の回答が、大きなኌで話す

の受験者のᙳ㡪を受けていることにẼく

ことがあります。 
 㦁㡢については、ࣀイズキࣕンࢭラーの

いた࣊ッドࢭットを使うこともできます

が、㐽㡢が༑分でないୖに、コストがかさみ

ます。私たちは、カンࢽングを㜵ࡄたࡵに、

ᗙᖍが㏆い受験者には、␗なるࣂージࣙン

のテストを㓄ಙするࢩステ࣒のᵓ⠏を考え

たこともあります。しかし、そうなると、ྛ
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問題の開ጞや⤊をྠにしなければなら

ないという㞴題が発生します。それで、結ᒁ

は、୍つの会ሙではྠじࣂージࣙンを使う

ことにして、受験者がྠにテストをጞࡵ

ることに⣽ᚰのὀ意をᡶいます。先ど㎸

ᒣさまのお話をఛって、GTEC もྠじこと
をされていることが分かりました。 
 受験後アンケートからは、බᖹ感の要

ᅉについて᫂☜な結ㄽを導くことはできま

せん。もしかしたら、受験者の感じ方のᙳ㡪

のうが大きいのかもしれません。それで

も、33ページのように、ྠじ㒊ᒇでもᖍの
㓄⨨ḟ➨でබᖹ感は㐪います。また、会ሙ

ににࡂやかな受験者が୍ேいると、の受

験者のබᖹ感は୍ᣲにቑします。どのス

ピーキングテストにも、このようなබᖹ

感やカンࢽングのྍ能ᛶはつきまといます

が、これまではインターࢿット等でささや

かれるだけでした。しかし、それが入試とな

ると、「┘╩者ྠኈの話がうるさかった」と

か、「イビキが⪺こえた」というⱞがくる

もともとの風ᅵがありますから、受験者が

どのような反ᛂをするかはணができませ

ん。業者やᅜにⱞがẅ฿するྍ能ᛶもྵ

て、༑分な対⟇を取っておく必要があるࡵ

と思います。 
ングとྠᵝに、ᶵࢽンター試験のリスࢭ 

ჾを⏝したテストにはトラࣝࣈもきも

のです。えば、GTEC はタࣈレット、私
たちは PC を使ったテストですが、先ど
PC を使ࢃれることもあるとおっしࡷって
いましたが、先どの㎸ᒣさまのお話をఛ

うと、テスト前の㡢㔞☜ㄆや回答㡢ኌの㘓

㡢࢙ࢳックは、ࡰ私たちとྠじᡭ㡰でさ

れているようです。私たちは、回答㡢ኌの回

についても、学生のಶேフࢲ࢛ࣝから、」

ᩘの୰⥅ࢧーࣂを経由して回するととも

に、USB࣓ࣔリにもࣂックアップを取るな
ど全を期しています。それでも、35ペー
ジにᣲࡆたようなトラࣝࣈを㑊けることは

できませんでした。 
 とりࢃけ、受験者の回答㡢ኌが回でき

ないというのは、あってはならないことで

す。しかし、これはスピーキングテストには

㢖発するトラࣝࣈで、テスト業者の୰では、

もがษれてㄡのものか分からなくなったࡦ

回答㡢ኌが͆orphan㸦Ꮩඣ㸧͇ とばれてい

たりもします。 

 私たちも、イタࡈࢳっこのように問題ゎ

Ỵにᙜたっていますが、タࣈレットであれ

PCであれ、ƫ ჾを使えばこのようなトラࣈ

ࣝはᙜ↛㉳こります。しかし、テスト業者は

このようなトラࣝࣈにどう対ᛂしたか、ど

うやってスコアを出したかを開♧してはい

ません。 
これまでの入試ไ度では、問題స成の࣑

スで㏣加合᱁者を出すことまでしてきたࢃ

けですから、Ẹ㛫テストのトラࣝࣈについ

ても、これまでとྠᵝの㏱᫂ᛶをᢸಖする

か、あるいは、Ẹ㛫試験についてのみ特ูな

対ᛂを取るかを、ᅜや大学として考え、受験

者やᅜẸに᫂らかにする必要があると思い

ます。 
 Ẹ㛫試験の⏝によって生じうる問題は

改革が☜実に実行、ࡎかにもあります。ま

できることがᢸಖされていません。受験者

は、50ே�2回の 100ேではありませ
ん。「成⦼提౪ࢩステ࣒」に提出できるのが

2 回というだけですから、経῭的にవ⿱の
ある受験者がఱ度受験するかは分かりませ
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ん。また、ㄡでも受けられるテストが大学入

試に使ࢃれるのですから、小学生から高校

生まで、受験者ᩘはቑ大することでしࡻう。

ᅜには、これらを㋃まえて、2020年度௨㝆
の入試がに㐙行できることをᢸಖする

㈐௵があるはࡎです。 
 今、ᅜのហ⟇のたࡵに、テスト業者はṇ☜

な受験者ᩘをㄞࡵないままでᢞ㈨を㏕られ

ています。このままでは、受けたいのに受け

られないというようなΰが㉳こるྍ能ᛶ

もありますが、そのときの対ᛂは᳨ウされ

ていません。そのかにも、2020年度௨㝆
は入試の問題をసるே、᥇点するே、試験運

営に㛵ࢃるேが、ୡ⏺、また日本୰のあちこ

ちにいることになり、ṇや問題₃えいの

ྍ能ᛶは୍ᣲにቑします。 
また、現ᅾ、TOEIC等のᅋ体実施のスコ

アはබ式スコアとㄆࡵられないことが多い

ですが、高校の教ᐊで、先生がᅾして行ࢃ

れるテストが入試に使ࢃれることになるこ

とで、これまでになかった問題が発生する

ことも考えられます。さらに、テストのస成

業者が、テスト対⟇の࣏ࢧートをするのも

これまでの入試にはなかったことです。 
ればษりࡆかにも㉳こりうる問題をᣲ

がありませんが、┈もリスクも業者に

ᢞࡆするというのでは、ᅜや大学が、受験者

やᅜẸに対して果たすき㈐௵を果たして

いるとは思ࢃれません。 
今回の問題は、㈈⏺からのプレッࣕࢩー

がある୰、ண⟬をかけࡎにスピーキングテ

ストを導入するには、Ẹ㛫にᢞࡆするし

かなかったというࢩンプࣝな話なのだろう

と、私は思っています。しかし、もしそうな

ら、先行をቑやすことではなく、ไ度の

維ᣢに必要な㏱᫂ᛶをᢸಖするᡭ段を考え

るきです。「どうか、受験者や教育㛵ಀ者、

テスト業者をり回すのはやࡵて、ᅜが本

᮶果たすきことを果たしてください」と

お願いしたいです。 
 イࢠリスでは、TOEFLのṇが㉳こり、
ビࢨ⏦ㄳには TOEFL が使えなくなってい
ます。Ẹ㛫試験のྡ前と「ṇ」という言ⴥ

で᳨⣴をかければ、୰ᅜや㡑ᅜだけでなく、

日本でもいろいろながあることが分か

ります。୍ 点้みの入試はやࡵて、この୰に

㋃み㎸んでいくなら、それでも入試ไ度の

維ᣢができるだけの‽ഛが必要なはࡎです。

‽ഛをᛰれば、⁛ࡧるのはこのᅜの入試ไ

度のうかもしれません。 
 38ページには、今回の入試改革のࣝ࢜タ
。てみましたࡆとして⛶ᣋなをᣲࣈティࢼ

でも、今日は㛫の都合がありますので、

ឡさせていただきます。端的に言うなら、

「2020年度にこだࢃらࡎ、もっとᰂ㌾な発
で、ሀ実なやり方でスピーキングテスト

を導入しましࡻう」ということです。 
 最後に、今日お㉺しくださった୰でも特

に大学㛵ಀのⓙさま、今、࣎ーࣝは私たちの

ᡭにあります。私たちが、大学という最も

well-informed であるき組⧊をᨭえるも
のとして、受験者やᅜẸに対して㈐௵のあ

るỴ᩿をしなければいけないと思います。

どうもありがとうࡊࡈいました。㸦ᢿᡭ㸧 
 
南風原： 
羽藤先生、どうもありがとうࡊࡈいまし

た。今、GTEC のテスト㡯目の言及があ
りましたが、たくさんある英語試験の୰で、

なࡐ今日 GTEC、ࢿ࣋ッࢭだけが㑅ばれた
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のかとお思いの方もあるかもしれません。

それは、ูにたたくたࡵに㑅んだࢃけでも

なく、ᣢちୖࡆるたࡵに㑅んだࢃけでもな

く、本日の私とྠじように全くࢽュートラ

ࣝであります。特ูにᮾ京大学のおቚき

というようなことでは全くありませんので、

そこは୍言お᩿りしておきたいと思います。 
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スピーキング入試でスピーキング力は上がるか 
 

東京大学准教授 
阿部 公彦 

 
南風原： 
続けて阿部先生、お願いします。 

 
阿部： 
阿部です。よろしくお願いします。多分、

皆さんお疲れですよね、そろそろ。いつもの

ことながら発表となるとつい原稿をがむし

ゃらに書いてしまい、原稿用紙 50枚ぐらい
になったので、とても時間内に収まらない

と思います。なので、原稿そのものと要点を

パワーポイントにしたものを紙で配っても

あります。足りない、喋れなかった分は後で

読んでいただければと思います。今の、羽藤

先生のお話があまりに強烈だったので、も

はや私が言うことは何もないかというくら

いなのですが、ちょっと気分転換に音を少

しだけ聞いていただきたいと思います。 
（音声１）（音声２）（音声３） 
南風原先生には、こんなもん使うなと言

われたんですけれども、ちょっと流しちゃ

いました。何で、これをわざわざ今流したの

かは、後でご説明します。これを、ちょっと

今、一端、にぎやかしに流したところで本論

に入りたいと思いますけれども。あらため

てよろしくお願いします。 
本日は、どうなんですかね。たくさんの方

にお越しいただいて、多分、賛成派、反対派

ともに殺気立っているんじゃないかと思っ

てドキドキして来たんですけど、そうでも 

ないようなので、ちょっと安心したような

物足りないような感じですけれども。本日

の私の報告のタイトルは、『スピーキングテ

ストでスピーキング力は上がるか』となっ

ています。もともとは、『スピーキングテス

トでスピーキング力が落ちるのはなぜか』

としてありました。ただ、こういうタイトル

にしたところ、周囲からまあまあと言われ

て少しトーンダウンしたという次第です。 
 このタイトルからもお分かりだと思いま

すけれども、私は、スピーキングそのものが

不必要だと思っているわけでは決してあり

ません。ペラペラ喋れるようになりたいと

思っている方もいらっしゃると思いますし、

そういう方は、是非、お望み通りペラペラし

ゃべれるようになっていただければとも思

っています。また、今の英語教育は役に立た

ないのではないかとか、役に立つ英語を教

えろとか、英語は使えないとか、そういうふ

うに産業界の方々が声を上げてしまう気持

ちも分からないではないです、賛成するか
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どうかはูとして。ただ、業⪅さんのスピー

キングテストをᑟ入しても、むしろ、スピー

キング力も、役に立つ英語の力も落ちると

いうのが私の持論です。もちろん *7(&さ
んをはじめ、業⪅試㦂そのものがຎᝏだと

思っているわけではありません。㐺ษな使

われ方をすれば、日本♫の୰で一ᐃの役

をᯝたしますし、今、⌧ᅾ、᪤に大学でも

用されているところが多いということで

すから、ពはあると思います。ただ、᪤に

それだけ用されているのに、何で、じゃ

あ、英語力が上がらないのかということが

あまり⪃えられていないのは少し不‶です。

たとえば 72(,&、72(,& というけれど、
72(,& のཷ㦂生がୡ界で一␒多いのは日
本なのに、どうして日本の英語力がୡ界一

にならないんだろう㸽という⣲ᮔな㆟論が

ฟてこないのか。どうして 72(,& をཷけ
れば日本ேの学生の英語力は上がるってい

う㆟論になるのかがよく分かりません。ま

あ、それは、ᐇ㝿にㄡも᳨ドしていないこと

ですから、今、あまり言ってもしょうがない

ことです。 
 ただ、私が今、ၥ㢟にしたいのは、業⪅試

㦂を大学入試に流用するっていう⪃え方が

やっࡥりおかしいんじゃないかと。そこで

すね。そこをやっࡥりၥ㢟にしたいと思い

ます。 
 そういうពでは、きわめて非⌧ᐇⓗな

ᨻ⟇に⩻ᘝされている業⪅の方々も、⿕ᐖ

⪅の一部ではないかと私は思います。業⪅

の方だってイࢣイࢣのところもあると思い

ますけれども、ただ、こういうᙧで業⪅試㦂

が使われるとなると、それにらなければ

。スが成り立たなくなるのは明ⓑですࢿࢪࣅ

つまり、ᅜのおቚきがえられたところ

とえられていないところっていう、今ま

でなかった⥺ᘬきがされてしまう。これは、

どうにもおかしいことじゃないかと私は思

っています。それࡒれの業⪅試㦂さんの࣓

トはあると思いますし、役ࢵ࣓ࣜࢹ、トࢵࣜ

がそれࡒれ㐪うと思います。それを、一⥴

くたにして入試に使うっていうことのព

が、↛᳨ウされていないというふうに⪃

えています。 
 そういうわけですので、本日の私の報告

は、今の、ペラペラ喋れるようになりたいと

か役に立つ英語を教えろっていうၥいにも、

そんなのはどうでもいいࠕ 㯲れࠖっていࠕࠖ

うふうに✺っࡥねるのではなく、なるべく

ྥきྜいつつも、じゃあ、どうしたらいいか

ということも⪃えるとこまでいきたいとは

思っていますが、多分、時間ⓗには、๓༙の

ၥ㢟点ᣦで⤊わってしまうのじゃないで

しょうか。 
 それで、今までのお話で、ᩥ ⛉┬のᒣ⏣さ

んをはじめ、皆さんすごくよく⪃えられた

ᨻ⟇というか、よく⪃えられたご発表と言

ったうがいいですかね。いろいろと、私も

なるどと思うところもなきにしもあらࡎ

でした。とྠ時に、どうなんだろうと思うと

ころもあります。ྲྀ りあえࡎ、今のẁ㝵で一

つつだけそこにゐれておきたいと思いま

す。 
これは᭷ྡな⤒῭学⪅が言ってたことだ

と思うんですけれどもே間のࢩステ࣒はど

っちみち⎍なものにはなりえないので、

うまくいっているというᗁをふりまくよ

りは、うまくいっていないところをきちん

とぢつけฟすことが大になります。今ま
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でのご発表を聞いていて、⣲ᬕらしい⣲ᬕ

らしいという話がとんどだったんですけ

ど、⣲ᬕらし㐣ぎて、私は何かኚだなという

気がするんですね。⤯対ၥ㢟があるはࡎな

のに、ၥ㢟点が↛ゐれられていない。ある

いは、ၥ㢟点があったとしても、何かそこは

語られないっていうのが、私は非ᖖにいか

がわしいと思っています。 
 それで、これは是非、えば、*7(& さ
んであれば、さっきこれも羽藤先生が᪤に

ゐれたことですが、スピーキングの᥇点を

していて、どういうᨾがあったのか、どう

いうところがうまくいかなかったのか、っ

ていうところを言ってもらえないと、く

ಙ用できない感じがします。うまくいった

ことばかり言うのは、おかしいんじゃない

かということです。 
 それからもう一つ。今、�᭶ �0日ですか
ら、試㦂の┿っただ୰なのですね、私の周囲

は㠃᥋試㦂ウイーࢡなんです。日も、一ே

� 時間༙ぐらいかけてಟኈ論ᩥの㠃᥋をし
たばかり、その๓には、ಟኈㄢ⛬の入学試㦂

で一日 �0 ேくらいの㠃᥋してもうࢡタࢡ
タでした。㠃᥋となると、もう �0ேもやる
とんとࢡタࢡタになるんですね。ሙに

もご⤒㦂のある方が多いのではないかと思

います。そのときのことを、今、生々しく思

いฟすんですけれども、㠃᥋ሙに入って

くる学生さんというのは、どのேもものす

ごく⥭ᙇしていて、こっちの┦ᵔをᡴつタ

イ࣑ング一つで、しゃべり方が↛ኚわっ

たりします。スピーキングっていうのはそ

ういうものだということです。㏫に言えば、

それだけしなければ、スピーキングの試㦂

としてもពがないのじゃないかというこ

とでもあります。それだけࢣࣜࢹートじゃ

なきゃពがないし、㠃᥋の⌧ሙでは、そう

いうことをᐇ㝿にやっていくわけです。ྥ

こうがすごい⥭ᙇしてやってきて、こっち

も、その⥭ᙇがり⛣って、యにྲྀりいて

何かよく分かんない⃦だか࿚いだかみたい

なものになって、今でも何か疲れがྲྀれな

いです。 
私が言いたいのは、ཷ㦂生の一ே一ேの

㢦っていうのが、㠃᥋試㦂っていうのはぢ

えてくるんだけれども、その話がとんど

聞かれなかったというのが、ちょっと物足

りない。つまり、おおまかなࢩステ࣒のこと

は話㢟にฟたんですけれども、ಶ々の対ᛂ

がどういうふうになっていくかっていうイ

࣓ーࢪが↛ぢえてこないっていう༳㇟を

私は持ちました。それࡒれのཷ㦂生のಶᛶ

がもろにでるのがスピーキング試㦂なのだ

けれども、それࡒれをどうしたいのか。今の

ままだと、ฟ来る生ᚐにも、スピーキングが

ᚓពでない生ᚐにも、不ᖾなࢩステ࣒とな

るように感じています。これは、ࡦょっとし

たら、まだいろいろとお話をお持ちの方も

いらっしゃるかもしれないので、ලయⓗな

ᐇ感がわくようなᙧで是非それをおうかが

いしたいです 
 それで、ᐇ㝿に私が用ពした話のうに

⛣っていきたいと思いますけれども。スラ

イドの � ペーࢪで♧した公ᖹᛶのၥ㢟は、
羽藤先生が大యお話になるだろうと思って、

あんまりしゃべらないつもりでしたし、ᐇ

㝿ឡするつもりです。 
ただ一つだけ。業⪅試㦂のၥ㢟⟶⌮のこ

とは今まであまりゐれられていないように

思うので、話㢟にしておきたいと思います。
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業⪅さんによってはၥ㢟を持ちᖐり⚗Ṇに

しているところもあるようです。その⌮⏤

のࡦとつは、ၥ㢟の一部を用している

からでしょう。またྠじ業⪅がそうした㐣

ཤၥをၥ㢟㞟として㈍していることとも

㛵ಀしているかもしれない。あるいは、テス

トとテスト対⟇をࢵࢭトでႠ業用してい

るということもあるかもしれません。でも、

もし入試で使うのであれば、ての㐣ཤၥ

を㛤♧しなければいけないのではないでし

ょうか。今の㜰大や京大でၥ㢟になってい

るように、入試は᳨ドの┠にさらされます。

いろんなேが⾑║になってラを᥈して、

これはおかしいとᩥྃをつけたりする。 
 なぜ㛤♧しないといけないかというと、

もし非㛤♧にしたとしても、かならࡎሿな

どの対⟇業⪅はၥ㢟をᡭに入れようとする

からです。業⪅試㦂はㄡもが⮬⏤にཷ㦂で

きますから、㐣ཤၥの持ちฟしなど、その気

になればいくらでもできる。そうすると、㐣

ཤၥにࢭࢡスできるேとできないேとの

間に、明らかに不公ᖹさが生ࡎる。 
 ところで、さっきಶูのཷ㦂生の㢦がぢ

えないっていう話をしたときにࡦとつゐれ

ておきたかったことがあるので、今のうち

に⿵足しておきます。すごく大なのは、上

、୰、ୗというᒙをそれࡒれどうした

いのか、ということだと思います。さっき音

を流したのが、ここでつながってくるんで

すけれども。みなさん、さっきの音を聞いて

いかがだったでしょう。音声のၥ㢟もある

と思いますけれども、よく分かんないとい

う方が多かったと思います。私だって、✺↛

あれを聞かされたらよく分かんなかったと

思います。でも、多分、あのࣞ࣋ルの音声が

聞こえるようにならなければ、ࠕで使え

る英語ࠖというふうにはならないと思いま

す。あれ何だったかというと、一つ┠が、ス

ターウ࢛ーࢬですね。࢛ࣇࠕースのぬ㓰ࠖで

す。つ┠が、ラグࣅーのࢡࢵࢩス࣭ࢿーࢩ

ࣙンࢬ。イタࣜがイングランドからトラ

イをዣった▐間ですね。私は、この時ᮇ、い

つも ス࣭ࢡࢵࢩ᭶だけZRZRZに入って࢝�
をぢるという、ちょっとࣔンࢬンࣙࢩーࢿ

スター࢝スタ࣐ーみたいなே間なんですけ

れども。そこから᥇ྲྀしました。୕ つ┠は、

%%&の 5DGLR�という␒⤌の ,Q 2XU 7LPH
っていうやつで、これすごく㠃ⓑいし授業

でも使いやすいのでもしごᏑじなかったら

おすすめです。ẖ㐌テー࣐をኚえてかなり

㦵ኴな㆟論をする␒⤌です。このᅇのテー

。FLFHURですね、英語で言うと。ࣟࢣはキ࣐
これは、内ᐜⓗにはそれなりに㦵があるも

のでした。では、どうしたらいいか。私とし

てはࠕあれが聞けるようになるには何をす

るべきか とࠖいうところから㏫⟬してࠕ

で使える英語ࠖってものを⪃えたらいいん

じゃないかと思っています。ᐇはああいう

ものでも、ࢥンテࢡストの୰で聞くとけっ

こう聞けるんですね。ᫎ⏬をぢながらあの

部分がฟてくれば分かるし、ラグࣅーぢな

がら、ᫎീが流れてれば分かったりする。も

ちろん、キࣟࢣはちょっと㞴しいかもしれ

ない。でも、キࣟࢣの話だって分かっていれ

ばもっと分かるかもしれない。だから、ࢥン

テࢡストとか⫼後の物語というのが大な

わけです。そもそも日本語のスイࢳࢵを英

語のスイࢳࢵにษり᭰えるというところか

らࢥンテࢡスト࡙くりはጞまっています。

さっき日本語の୰でᛴに聞いてわからなく
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ても、もともと英語ⓗな⎔ቃにいたらもっ

とわかるかもしれない。 
ただ私がྠ時に言いたいのは、⌧ᐇの英

語は、ࢥンテࢡストからษり㞳されている

ሙྜが非ᖖに多いってことでもあります。

たとえば、パーテーでワイワイ喋りたい

とかいうேがいましたけれども、パーテ

ーでワイワイとかっていうのは、大యㄡか

の話にᶓから入っていったりするわけです

ね。ということは、ࠕで使える英語ࠖで

大になるのは、⮬分がどういう≧ἣに⨨

かれていて、その≧ἣと、⮬分がどうྲྀり⤌

むかということを▷時間にᢕᥱする⬟力だ

ということです。それがわかっていなけれ

ば話なんてできない。ࢥンテࢡストとい

うことを言えば、たとえば⮬分にどういう

ことがᮇᚅされているかっていうのが分か

らないでしゃべってもពが↓い。私が今、

このࢩンポでࠕ持ち時間 �0分 とࠖ決まって

いるのに、ᘏ々� 時間喋ったら▼が㣕んで
くると思います。そういうこともྵめての

 。ストなのですࢡンテࢥ
ということは、ࠕで使える英語ࠖとい

うことでスピーキング⬟力、スピーキング

⬟力って、やたらと発声としての英語がᮇ

ᚅされてるみたいですけれども、そもそも、

日本語⬟力でそういうことが試されるᶵ

が非ᖖに少ないのですね、われわれは。だか

ら、まࡎは日本語でそういう⬟力を㘫える

べきではないかと思うわけです。それも༢

なるᙧᘧⓗなࢮࣞࣉンテーࣙࢩンとかࢹ

ートではなくて、きちんとものを読んで࣋

⪃え、それを言ⴥにするというࢭࣟࣉスを

るべきだと私は思います。そのᘏ㛗で、英

語でもそれをやろう、というのが㐺ษな㡰

␒ではないでしょうか。ᙧだけࢮࣞࣉンテ

ーࣙࢩン英語でやりますとか、࣋ࢹート

英語でやりますとか言ってもく㌟にか

ないですし、そもそもࣔ࣋ࢳーࣙࢩンもな

いですし、㐨は㐲いと思いますね。だから、

で英語をっていうேがいらっしゃるの

であれば、もうちょっとその㎶のところを

⪃えないといけない。なぜだか英語の⾜ᨻ

にかかわっている方は英語というᅵಥの୰

でࢣࢽ࣑ࣗࢥࠕーࣙࢩン とࠖいうをふるの

がおዲきなようですが、それがࡺがみにつ

ながっていると私には感じられます。 
 もうあまり時間がなくなったので、なぜ

スピーキング試㦂でスピーキング力がቒࠕ

ちるのか とࠖいう点、᭱ 後にもうちょっとゐ

れておきます。まࡎ、スピーキングのᅔ㞴の

大きな原ᅉであるࠕ心⌮ⓗなᢠ感 がࠖテス

トでむしろ㧗まると私は言いたい。これ

は、私も『ྐ上᭱ᝏの英語ᨻ⟇』という本で

も書いてますけれども、要するに、日本ேが

英語をしゃべろうとするときに、何よりࣁ

ードルになるのは気持ちのၥ㢟だというこ

とです。さっき、これも羽藤先生がちらっと

おっしゃってましたけれども、ே๓で喋る

っていうのにすごくᢠ感を持つᏊが⤖ᵓ

いるんですね。⮬分の声がேに聞こえるこ

と⮬యが᎘らしい。気持ちが分からなくも

ないですが。ということは、んとうはその

ᢠ感をྲྀり㝖くことが大なのに、テス

トで᥇点するとなったら、多分、さっきࢿ࣋

、さんの説明でもありましたけれどもࢭࢵ

音を一つ一つࢡࢵ࢙ࢳしたりするわけです

ね。 
今、͆ V 言͇わなかったねとか、今、͆ D と͇

͆WKH͇を間㐪えたねとか、༢語の⌧ᅾᙧと
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㐣ཤᙧ㐪ったねっていうのを、多分、᥇点す

ることになるのではないでしょうか。後で、

じゃあ、ࢭࢵࢿ࣋さんにご説明をいただき

ましょう。ちがうのですか㸽 ただ、&()5
のグࣞード分けをぢても、いࡎれは᥇点す

ることになってきますよね。 
いࡎれにしても、⮬分の言ⴥが᥇点され

ているということをព㆑した㏵端に、◳く

なるということはㄡもが感じる。私だって

そうです。今、᥇点されているとしたら、多

分、◳くなると思います。本来、生ᚐに英語

を発声するためのຬ気をもたせるためには、

ኚな⥭ᙇ感やᢠ感をとりのࡒくべきなの

に、どうしてࠕテストをㄢせばできるように

なる㸟 とࠖいう方ྥにいくのか、私はどうし

ても⣡ᚓできません。 
 それからもう一つ、とても大なၥ㢟が

あります。さっき㞀ᐖ⪅の話がฟたにもか

かわらࡎ、このポイントがゐれられなかっ

たのは㦫きです。何しろ発声をకう試㦂が

これど一ᚊに大つᶍなࣞ࣋ルで⾜われる

のは今までになかったことです。日本語で

すら、今まで⾜われたことがないんです。そ

のことから生じうるၥ㢟がとんど語られ

ていない。聞こえないという話だけではな

くて、しゃべることにᅔ㞴があるேは非ᖖ

に多いです。まࡎは音がはっきり言えない

っていうࣞ࣋ルとか、えば、方言が気にな

るとかそういうࣞ࣋ルからጞまって、もう

ちょっと῝้な⥸㯲とかですね、⮬㛢、

ྚ音、それからᵓ音㞀ᐖというのもありま

す。ᵓ音㞀ᐖというのはჾ㉁ⓗなၥ㢟であ

る✀の音がうまく言えないというです。 
つまり、発声をめぐる㞀ᐖだけでもさま

ざまなࣞ࣋ルのものがあるのですが、それ

にຍえて、もっとᚤጁなၥ㢟もある。言語㞀

ᐖというᙧで࢝ࢽࣜࢡルにㄆᐃされなくて

も、えばスライドの � ペーࢪに書いてあ
るように、対ேᜍᛧとか強㏕⚄⤒、⥭ᙇ

とか、試㦂ᐁとの┦ᛶとか、うつとかᢚ

うつ≧ែとかさまざまな要ᅉでうまくしゃ

べれない、発声できないということがある。

ᐇ㝿に㠃᥋をすると、そういうでうま

くしゃべれないというேはとても多いです。

われわれのሙྜは、たとえ多少の心⌮ⓗな

ードルがあっても、⮬分のᑓᨷに来る㐺ࣁ

ᛶがあるかどうかというࣞ࣋ルでぢている

ので、おまけしてぢることもできるし、その

ྥこうの⬟力をぢればいいという⪃え方も

できるけれど、スピーキングそのものをテ

ストするとなったら、ุ᩿ができなくなる

と思います。いったいどうしたらいいので

しょう。気の部分をなしにしてホ౯する

のか、そもそも、࢝ࢽࣜࢡルなㄆᐃがあるே

はちょっと上げᗏにするのかとか。そんな

ことがྍ⬟なのか、とか。いࡎれにしてもそ

のあたりがく⪃えられていないと思いま

すね。ここは是非㆟論していただきたいと

思います。 
 ともかくᐇ㝿にཷ㦂にまきこまれるぶや

ཷ㦂生の୰で、業⪅試㦂ᑟ入ですよ、という

話を聞いて႐んでるேはとんどいないで

す。ࠕスピーキングができるようになります

よࠖって言われて႐ࡪேはいるのかもしれ

ないけど、業⪅試㦂がጞまりますよという

話で、ࠕわーいࠖというேはいない。とん

どのேは㟷ざめてたし、そもそもとんど

のேがをよく▱らないんです。これも

大ၥ㢟だと思います。いつの間にかするす

るっと決めちゃった。 
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 それもこれも、やはりࠕ発声 をࠖテストさ

れることに対するᣄ⤯反ᛂが強いというこ

とでしょう。さっきのような࢝ࢽࣜࢡルな

ではなくとも、日本語話⪅でたとえば͆ WK”
の音がうまく言えないっていうேは、とて

も多いです。多分、日本語の発音の≉ᛶとの

㛵ಀだと思います。それから、これもよく皆

さんごᏑじだと思いますが͆ VHH と͇͆ VKH” 
͆スー と͇͆ ーࢩ の͇㐪いが言えないとい

うのもよくありますね。あと ͆I の͇音って
みんなちゃんと言ってないんですね。͆ IXOO”
とか͆ IXOILOO っ͇ていうのは、͆ࣇル と͇か͆ ࣇ

ルࣇル͇じゃないんですね。͆ IXO͇とか
͆IXOILOO 。͇そう言わないと、⤖ᵓ、通じない。 
 じゃあ、それをဨにやらせるようにす

るのか。でも、えば、読み書きのࣞ࣋ルが

すごく㧗いேでも、そういう音が言えなか

ったりするっていうことがあるわけですね。

そういうேは、おそらく必Ṛになって何と

か言えるようにしたいということになるか

もしれない。でも、ດ力してもពእと言える

ようにならないんですね。では、そのために

語学学ᰯに通うとか、࢝ࢽࣜࢡルな⒪を

ཷけるとか、そういうことまでする必要が

あるのか。⒪をཷけても、どうなるかわか

りません。でも、そういうことがありうるわ

けです。 
 そうなると、そうした発声の部分の点ᩘ

と、読み書きの部分の点ᩘのẚ㔜をどうす

るかという話になってくる。もし読み書き

の⬟力がものすごく㧗いேがいたとしても、

WKの音がうまく言えないせいで⮬ಙがなく
なってࠕスピーキングテスト ࠖ⯡の点がప

い。で⥲ྜ点だけみると、せっかく読み書き

のࣞ࣋ルが㧗いのに、その⬟力が反ᫎされ

ていないようにぢえてしまう。今ᅇのᨻ⟇

の୰でࠕ�ᢏ⬟ᆒ➼ とࠖかࠕ㸲ᢏ⬟をࣂラン

スよくࠖという話がさも⨾しいことのよう

に㐃されてますが、このேたちはこのこ

とのពをんとうに⪃えてるのかなあと

私はࡎっとၥに思っています。ᆒ➼って

何なのでしょう㸽 授業の時間ᩘ㸽 教⛉

書のペーᩘࢪ㸽 ༢に試㦂の配点㸽 で、

あなたはちょっと読ゎࣞ࣋ルが㧗すぎるか

ら、もうちょっと読ゎをపくして、スピーキ

ングのపいࣞ࣋ルにそろえようね、とか言

うのでしょうか㸽 そもそも、ࠕ�ᢏ⬟ࠖと
いうࣞࣇーࢬをさもⰋきことであるかのよ

うに言い続ける感ぬが、私にはよく分から

ない。㸲つにわけるのは、༢に౽ᐅ上༊ูし

てるだけですよね。ูに⬻の୰が㸲つにわ

かれてるわけではないし、ᇶᗏにある英語

の㐠用⬟力、たとえば語ᙡ力とかᵓᩥ⌮ゎ

力とかはどのᢏ⬟でもඹ通して必要になる

ものです。ࠕ㸲ࠖというのは༢に⬟力のࠕあ

らわれ のࠖၥ㢟です。本㉁ⓗにわかれていな

いものを、↓⌮して㸲つにわけても↓㥏な

ᙧᘧ⩏に㝗るだけです。何でࠕ�ᢏ⬟ なࠖ

どという┳ᯈがイࢠࣟ࢜ࢹーになるのかが、

私はいまだに、㢌がᝏいせいかよく分から

ないのです。とにかくࠕ�ᢏ⬟ ┳ࠖᯈという

のは、何だかᩥྃのいいようがないၿきこ

とのようにかかげられて、ࢭࢵࢿ࣋さんも、

ᮅ日᪂聞の大きなᗈ告で、ࢭンター試㦂の

日に、『これから � ᢏ⬟』って書いてある。
でも、� ᢏ⬟が何㸽 どうするの㸽 って

ことがよく分かんなかった、ṇ┤。そこは是

非、またおఛいしたいです。ᆒ➼っていうの

は、ࢭࢵࢿ࣋さんのお⪃えかどうか分かり

ませんけれども。 
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ᨻ⟇᥎㐍⪅の⌮ᒅとしては、テストを �
つに分けて⾜っている試㦂を᥇用するだけ

で � ᢏ⬟できるようになるとかいう話なん
ですけれども、まったくおかしなことです。

えば、じゃあ、『&()5のᶆ‽に༶してま
す』っていうお⟅えが㏉ってくるかもしれ

ませんけれども。日本ேの㧗ᰯ生で、え

ば、ࢿイテࣈスピー࢝ーの㧗ᰯ大学ࣞ࣋

ルのものが読めますというேは一ᐃᩘいる

と思いますけれども、方で、そのேたちは

スピーキングとなるとᑠ学生ࣞ࣋ルかもし

れない。その⌧ᐇの୰で、ࠕᆒ➼ࠖってこと

を言ってどういうពがあるのでしょう。

それだったら、できるとこఙばしたうが

いいじゃんと、私は思います。まさに、

で使える英語ということであれば、読ゎ力

とか書く⬟力が㧗くなければくពがな

いですし、そういう⬟力の೫りのおもしろ

さを↓どして �ᢏ⬟ �ᢏ⬟って言ⴥだけが
一ேṌきしている。 
もう一つだけ。ࠕ㸲ᢏ⬟ࠖ㐃の⤖ᯝ、ス

ピーキングのことばかりがὀ┠され、時間

のதዣᡓになって、かのᢏ⬟にく時間

がなくなるྍ⬟ᛶがあります。英語㐠用⬟

力のᇶᗏの部分がおろそかになるわけです。

さっきの音を流したのは、ああいうࣜスࢽ

ングを┠ᶆᆅ点にすえるためには、༢語の

▱㆑とか、ɔ ᩥの▱㆑がなければ、く㥏┠

だということも♧したかったからです。英

語っていうのは、皆さんごᏑじだと思いま

すけれども、しばしば、ྰ ᐃするものと⫯ᐃ

するものを୪べていって、こっちは㥏┠だ

けどこっちはいいんですっていう言い方を

するんです。ところが、ɔ ᩥや話の方ྥのྲྀ

り㐪いをやると、㏫のពにྲྀっちゃうこ

とがいくらでもある。だから、生༙ྍな英語

の▱㆑で、ྡモのពだけᣠっておけば大

య言っていることが分かるなんていうのは、

く間㐪いですね。▱ⓗな㆟論であればあ

るど、㆟論の方ྥᛶを⌮ゎしないと、とん

でもない⮴ⓗな຺㐪いをしてしまうこと

がある。そういうことを㢌に入れないで、ど

うやってに使える英語を࣐スターする

んだろうというのが、私のᙇです。 
 やはり時間が足りなかったのですが原稿

にして書いてありますので、もしお時間が

あれば、後で═めていただければと思いま

す。ありがとうございます。（ᢿᡭ） 
 
南風原： 
どうもありがとうございました。私もい

ろいろなሙでពぢ表明してきましたけれど

も、その㒔ᗘ、私のពぢは、大学ேとしては

うだと言ってきたんですけれイルドな࣐

ども、それが今、よくお分かりになったかと

思います。 
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これからの大学入学者選抜に望むこと 
 

東京都立西高等学校長 全国高等学校長協会長 
  宮本 久也 

 
南風原： 
それでは、最後に、実際に受験生、高校生

と常に接しておられる宮本先生、どうぞよ

ろしくお願いします。 
 
宮本： 
 東京都立西高等学校の宮本でございます。

私だけが高校の関係者ということです。私

は、高校の校長ですが、専門は歴史でして、

英語ではございません。都立高校の校長で

はありますけれども、最初にご紹介があり

ましたように、3 年前から全国の高等学校
長協会の会長をさせていただいておりまし

て、南風原先生や片峰先生と一緒に、システ

ム改革会議から、ずっと高大接続の議論に

加わっております。また、いろんな県を実際

に回りまして、全国の高等学校がどういう

状況なのか、今、何を考えているのかという

ことを、情報を取りながらいろんな形で発

言をさせていただいております。今日は、そ

ういったところをベースにこれからの大学

入試に望むことということで、英語の 4 技
能についてしぼってお話をしたいと思いま

す。 
 最初に、山田室長さんのほうからお話が

あったように、今の高等学校の英語の現状

は、必ずしも十分とは言えないところもあ

るのではないか。特に、書くことや話すこと

については、ほかの技能に比べると、やや劣 

 
っているのではないかという指摘があるこ

とは事実です。そういう中で、高等学校で

は、これからこの 4 つの技能をしっかりと
育成をするということ、この取組みを、もっ

と熱心に取り組んでいかなければいけない

という共通認識は、しっかり今、持っていま

すし、またそれを、大学入試で評価するとい

う全体の方向性については、このこと自体

を否定するというものでは全くありません。

むしろ、やはりこれからの時代、高等学校に

おいても、もっと英語の力を付けていかな

ければいけない、そのことについての理解

は進んでいると思っています。 
 しかしながら、今、ここでも話題になって

いますけれども、その 4 技能の評価を民間
の資格や検定を使って行うということにつ

いては大変心配をしている、そういう声が

多いというのは事実であります。 
 この不安の理由は、いくつかあるわけで
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すけれども、まず一つは、学⩦指ᑟせ㡿との

ᩚྜ性㸦スࣛࢻ 㸧。と言いましてࢪー࣌3
も、英語の学⩦指ᑟせ㡿は、ほかのᩍ⛉に比

べるとかなりࢺ࢘ࣂで、ࢺーࣝࢱでいけ

ば、4 技能を育成するというࡩうになって
いることは間㐪いありません。ですから、学

⩦指ᑟせ㡿のᩚྜ性と言いますけれども、

実際は、今、高等学校の英語のᤵᴗで行われ

ているෆᐜとのᩚྜ性というࡩうに、考え

ていただࡁたいと思います。 
 前に、ࢣࣥーࢺの⤖ᯝをᣲࡆておりま

す。全国のᬑ通⛉の校長会の中には、いくつ

かの◊✲ጤဨ会がありますが、その中の大

学入試について◊✲をするጤဨ会が、ཤ年

の 7 ᭶に、全国のྛ都㐨ᗓ県の中で学校を
ᢳฟをして、いくつかࢣࣥーࢺを取りま

した。その中の一つの㡯┠です。民間の英語

の検定と、今、ྛ 学校で行われています、英

語のᩍ育のᩚྜ性についてどう思いますか

と。また、どういうࡩうに᪂しい組みをస

って入試の改革の中で実すればいいです

かというタၥについては、᪂しい検定試験

をసってもらって、それで一本して、この

4技能を ってもらいたいという声が 6、
それがでࡁないのであれば、今ある認定試

験と共通テスࢺを୧方ㄢすというのも方

がないのではないかという声が16.8ࣃーࢭ
ということで、4技能を、民間の検定試ࢺࣥ
験だけで評価をしてもらいたいと考えてい

る校長先生はほとんどいらっしࡷらないと

いうのが、このࢣࣥーࢺの⤖ᯝでありま

す。つまり、4技能を るのであれば、ᩥ 㒊

⛉学┬が᪂たな検定試験を㛤発して実を

してほしいというのが、高等学校の本㡢で

す。 

 このࢣࣥーࢺは、A Bがࡻࡕうど
ᥦ♧された時ᮇに取りましたので、民間の

資格࣭検定試験を使うということであれば、

ᖹ成 36年ᗘ௨㝆も、共通テスࢺとのే⏝を
⥅続すべࡁである。民間の検定試験に一本

するということはとんでもないというの

が、高等学校の多くの声であります。全国高

等学校校長協会でも、この᪨をពぢ⾲᫂し

ています。 
 もう一つは、ᐙᗞの⤒῭力にᑐするᙳ㡪

ということです㸦スࣛࢻ 、↛㸧。ᙜࢪー࣌4
検定試験を受けるとなれば、お㔠がかかり

ます。いくらࡄらいがいいですかという㡯

┠では、1,000から 3,000が 7。3,000
から5,000が、27.9㸣という⤖ᯝです。
今、一␒安い 4技能検定でも 5,000を㉸
えてるんですよ。それでいいと⟅えている

は 3㸣しかないのです。やはりどうせやる
のであれば、でࡁるだけ್ẁをᢚえてもら

いたいということです。⤒῭ⓗな㈇ᢸとい

うのは、ものすごく大ࡁなၥ題です。これが

本㡢です。今ᗘ 3 ᭶に、大学入試ࢱࣥࢭー
から認定の⤖ᯝがฟてࡁてその際検定ᩱの

情報もฟるのでしࡻうけれども、どうなる

のか、われわれはὀ┠をしております。 
 そして、୕ つ┠です。ᆅᇦ格ᕪによるᙳ㡪

㸦スࣛࢻ ー試験は、あࢱࣥࢭ。㸧ࢪー࣌5
るពබᖹです。ྠ 会ሙでࡌ日に、全国ྠࡌ

᮲௳で試験が行われます。しかし、民間ࡌྠ

の検定はどうでしࡻうか。✀㢮によって、会

ሙのᩘも㐪います。ሙྜによっては、そこに

行くのに┦ᙜな通㈝と時間をかけて行か

なければいけないという、そういうᡤにఫ

んでいる高校生もいます。よく、がᆅ方に

行ってこういう話をすると、宮本先生のと
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こはいいですよࡡって言われます。ࣃスࣔ

で、すࡄどこの会ሙでも行けますから。うࡕ

の学校の生ᚐは、県ᗇᡤᅾᆅまで行くのに、

ྠ、スで㟁㌴で何時間ですよと。これࣂ とࡌ

言えますかと言われて、は、⏦しヂありま

せんとしか言えないですよࡡ。現実でもそ

うなんです。そこを、ࡷࡌあ、どうするのか

っていうことですࡡ。つまり、試験を受ける

っていうことにさえ、これだけᕪがある。こ

れが現実なんですࡡ。そういうࡩうなとこ

ろを、どのようにしてもらえるんだろうか

ということ、ここはすごく大ࡁなၥ題だと

思います。 
 そしてᅄつ┠。高校の先生方の心配はこ

こですࡡ。高等学校における英語のᩍ育が

変わってしまうのではないか㸦スࣛࢻ 6
㸧。つまり、民間の資格検定で、いいࢪー࣌

スࢥを取るということが大学にྜ格する

たࡵの、大ࡁなせ⣲となったሙྜですࡡ、高

校の英語のᤵᴗが、ともすれば民間の資格

検定ᑐ⟇になっࡷࡕうのではないか。先ほ

どもありましたけれども、Ⰽࠎなテ࢟スࢺ

みたいなものが民間のᴗ者の方からᥦ౪さ

れるとなると、ᩍ⛉書で、あるいはᩍဨがస

ったᩍᮦで英語のᤵᴗをするよりは、その

࣡ーࢡシーࢺを使ってຮᙉさせたほうが検

定には受かりやすいのではないか。それが、

あ、ᯝたして本ᙜに、高等学校の英語のࡷࡌ

ᩍ育と言えるのかということなのですࡡ。 
 そして、実際の大学入試は検定の試験だ

けではありません。共通テスࢺもあります

し、ྛ 大学のಶู選抜もあります。それぞれ

にᛂࡌた‽ഛをしなくてはならなくなりま

すから、高等学校は大変ですよ。まずは検定

のことをやって、一方では共通テスࢺの‽

ഛをやって、そしてಶูの大学入試のᑐ⟇

もしなくてはならないです。 
 こういった状況になると高等学校におけ

る英語ᩍ育というのは、ものすごく❓ᒅに

ならざるをᚓないと思います。今でさえ多

ᛁと言われています。いろんなことを学校

でやっている中で、でも、こういうᑐᛂをࡁ

っࡕりしなくてはいけないです。でも、ࡷࡌ

あ、学校が十分でࡁるのか。もし、十分でࡁ

ないとなればどうなるかというと、学校እ

のᩍ育ᶵ関に౫Ꮡするというഴ向がṧᛕな

がらᙉくなるのではないかと。検定ᑐ⟇を

行ってる学校እのᩍ育ᶵ関に行ったほうが、

これはもう、᫂らかにຠᯝがฟるのではな

いかという風₻がᙉまるᠱᛕがあります。

そういうところに行けるᏊどもはいいです

よࡡ。また、そういうሙᡤが㏆くにあるᏊど

もはいいですよ。そうࡷࡌないᏊどもはど

うなるのでしࡻう。 
 そういう心配があるし、もっと᰿※ⓗに

は、先ほどからもいろんなお話がありまし

たように、大学ᩍ育で必せとされる英語力

というのは何なのかということ。それを、ࡌ

あ、本ᙜにどういったことで㌟に付けるࡷ

ことがでࡁるのかということなのですࡡ。

ここのところにᑐしても、どうなのだろう

か、大ኵかなというのがṇ┤なẼ持ࡕで

あります。 
 そしてもう一つは、ࡷࡌあ、この検定を、

今のẁ㝵で大学入試においてどう使うかっ

ていうことが、全く᫂☜になってない㸦スࣛ

ࢻ 㸧。これは、今、ྛ大学がこれࢪー࣌7
からお考えになるわけですが、現ᅾでも᥎

⸀や AO でいろんな形で使われています。
ᛂເ資格として使っている大学もあれば、
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その資格によっては、加Ⅼをしていくとい

うࡩうになってࡁて、それぞれの大学で㐪

ってࡁています。この㎶も、᪂しい入試にお

いてྛ大学がどうするかが分からないから

高校としてもどうしていいか分からない。

そして、そもそも大学入試っていうのは、大

学ᩍ育を受けるに㊊りるྛᩍ⛉の力をぢる

ものが大学の入試です。つまり、そもそも大

学ᩍ育を受けるにᙜたって、英語の 4 技能
のうࡕ、どの能力がどれࡄらい必せなのか

ということが、全く議論されていないので

すよ。なのに、とにかく 4 技能が必せだっ
て言われて、どうなんだろうというところ

が、やっࡥりよく分からない。そういう中

で、今、いろんなことが進んでいるわけであ

ります。 
 そして、最大のၥ題は、今、私が言ったよ

うな民間検定ά⏝についてのᠱᛕは、もう

2 年༙ࡄらい前ですか、この英語の 4 技能
をእ㒊で検定で使うという話がฟたところ

から、ずっとྠࡌ話をしています㸦スࣛࢻ

㸧。こういうᠱᛕがありますよ、こࢪー࣌8
ういうᠱᛕがありますよ、こういうᠱᛕが

ありますよと。 
⤒῭格ᕪのၥ題、ᆅᇦ格ᕪのၥ題、中㌟の

ၥ題、ずっともう、これは 2 年༙௨ୖ言い
続けています。しかし、ᩥ⛉┬は検ウしま

す、検ウします、検ウしますと⟅えるばかり

でいまだに分からない。᪂ไᗘで使われま

す民間の資格࣭検定試験のෆᐜも、3᭶まで
分かりません。どういうሙᡤで、どういう形

で、いくらでやるのか、これはまだ分からな

いし、大学がどう使うのかもまだ分からな

い。ずっと分からないまま、今、ここまで᮶

ているのです。初ࡵから、このᠱᛕはずっと

われわれは指摘をし続けているのですけれ

ども、一向にその⟅えがฟてこない。これで

はしࡻうがないですよࡡ。実際、ᡃ のᠱᛕࠎ

にᑐする⟅えは民間がいろいろと考えてฟ

すわけですから。㠀常にわれわれとしては

不安です。 
 そのୖで、大学の入試における 4 技能に
向けたᥦ言ということで、何Ⅼかお話をさ

せていただࡁたいと思います。一Ⅼ┠は、こ

れもう本ᙜにᙜたり前のことですが、高等

学校での学⩦実ែを㋃まえた形で、㠀、入

試をお願いしたいと思います㸦スࣛࢻ 9
㸧。大学入試は、先ほども⏦しましたࢪー࣌

ように、高等学校の学ࡧの成ᯝを評価する

ものだと思います。これは、高大接続改革で

も、今回もそういうࡩうに言っています。だ

から、高校の多ᵝな学ࡧを評価しようと言

っているわけです。ですから、そこのところ

をやっࡥりእしていただࡁたくない。ᑡな

くとも、高等学校のᤵᴗが検定ᑐ⟇になっ

てしまったのでは、高等学校のᩍ育が変㉁

するだけではなくて受け入れる大学のほう

も多分ᅔると思いますよ。 
 そういうពで、われわれは、現ᅾのࣥࢭ

ー試験は、よく考えられた試験だと思っࢱ

ています。おそらく、それをᘬࡄ⥅ࡁ大学入

学共通テスࢺも、これもやはりྠࡌように、

高等学校の学⩦の成ᯝを㋃まえたものにな

るだろうと思っていますから、㠀、これ

は、⥅続ⓗにά⏝していただࡁたいと思い

ます。また、ಶู選抜においても、高等学校

の学⩦実ែを㋃まえたෆᐜにしていただࡁ

たいと思っています。 
 そして、つ┠です㸦スࣛࢻ 。㸧ࢪー࣌10
今日は、大学の方がたくさんいらっしࡷい
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ますので、ここを私、今日一␒言いたかった

のですけど、もう、今さら 4 技能をやࡵる
ってことはないと思います。本ᙜはࡻࡕっ

と立ࡕṆまってほしいんですけどࡡ。でも、

ここまで᮶てますからしࡻうがない。であ

るならば、まずは、4技能を定╔させるとい
うことをඃ先するしかないでしࡻうと。そ

のୖで、ྛ 大学にお願いしたいのは、民間の

資格検定のࣁーࣝࢻはపく、ࢺ࢚࢘はᑠ

さくです。初ࡵから、うࡕは B1 ௨ୖ、B2
௨ୖ。B1、B2なら加Ⅼしますよ、といった
ような高いࣁーࣝࢻをタ定されてしまうと、

その高いࣁーࣝࢻを㉺えるたࡵのᩍ育を、

高等学校でやらざるをᚓなくなってくる。

まさに検定ᑐ⟇になってࡁてしまいます。

ですから、もう A1とか A2でいいんࡷࡌな
いですか。ᬑ通に高校のᤵᴗを受けて、ᬑ通

に高校の英語をやっていればでࡁるࡄらい

のࣁーࣝࢻにしてもらえれば、ᤵᴗで検定

ᑐ⟇なんかやらなくたっていいわけですよ。

その分、ほかの、本ᙜに大学ᩍ育で必せな英

語のいろんな力を付けることがでࡁるわけ

です。これを、大学がࣁーࣝࢻをୖࡆてしま

うと、㏫行するんࡷࡌないのかなとは思

います。ࢺ࢚࢘もྠࡌです。ᴟ力ᑠさくし

ていただࡁたい。もう 10㸣ࡄらいとか。も
う、受けてればいいんࡷࡌないのࡄらいの

ところから、はጞࡵてもらいたいと思い

ます。だって、後は、ྛ 大学でぢればいいん

ですから。そうでしࡻう。後は、ྛ 大学が自

分のところでぢてくれればいいわけですか

ら、一ᛂ、ࡷࡕんと 4 技能もやってるんだ
てもらわࡵらいのところからጞࡄというࡡ

ないと、ここが、今言ったみたいにࢺ࢚࢘

が㔜くなる、大ࡁくなる、ࣁーࣝࢻが高くな

っࡷࡕうと、本ᙜにこれはおかしくなって

しまうと思います。 
 なࡐなのかと言うと、今、前に書いてある

ように、今の高校生の英語の力っていうの

は、やっࡥり A2 ࣞベࣝのᏊが らࡄ36.4%
いなんですよ。これが、ここᩘ年でいࡁなり

ୖがるわけがないし、今、ྛ 都㐨ᗓ県のᩍ育

ጤဨ会の中でも、英語のᩍဨの資㉁能力を

ていこうとか、英語のᤵᴗをⰋくするࡆୖ

たࡵのいろんな◊ಟが、ጞまっているとこ

ろです。それを受けたᩍဨが、今、英語のᤵ

ᴗ改ၿを、一生ᠱ、ጞࡵようとしていま

す。また、᪂しい学⩦指ᑟせ㡿では、ᑠ学校

3 年生から英語をࡕࡁっとやろうとしてい
ます。そのᏊたࡕが、大学を受ける㡭に考え

ればいいわけで、今ᗘ 4 ᭶から中学校から
高校入ってくるᏊたࡕは、そういうᩍ育

を受けていないんですよ。なのに、いࡁなり

、るっていうのはࡆをୖࣝࢻーࣁーࣥとࢻ

これは、本ᙜには高校の英語ᩍ育がおか

しくなるのかなと思います。㠀、そこのと

ころは大学の先生方にお考えいただࡁたい。

そのたࡵには、大学とやっࡥり高校がࡷࡕ

んとពぢをすべࡁだと思います。そこ

がないと、せっかく 4 技能使わなࡷࡁいけ
ないのだから、やっࡥりこれは、ある⛬ᗘࣁ

ーࣝࢻをୖࡆようかなと大学ഃが考えてし

まうとおかしくなると思います。 
 3 つ┠です㸦スࣛࢻ 11 㸧。安心ࢪー࣌
して、この民間の資格検定をά⏝でࡁると

いう᮲௳ᩚഛを、㠀していただࡁたい。最

初も言いましたように、⤒῭格ᕪやᆅᇦ格

ᕪ、この不安は౫↛として大ࡁいわけです。

これ௨እにも、大学入試改革にకって、高校

生の㈇ᢸは☜実にቑ加します。学ࡧのᇶ♏
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デ᩿、これも、民間の試験を使いますからお

㔠がかかります。あるいは、共通テスࢺも、

グ㏙試験が入ったら受験ᩱがୖがるのかな

と思ったりします。つまり、今回の改革は、

⤖ᒁ高校生やಖㆤ者にᑐして㈇ᢸが大ࡁく

なることではないですかということです。 
先ほどもおっしࡷっていましたように、2
回受けられるっていったって、⤖ᒁ、ࣇ࢜

シࣕࣝなものが 2回なわけですから、ᙜ↛、
高 1高 2から検定試験を受けるということ
になってくると、この受験ᩱは༙➃な㢠で

はありません。┦ᙜ大ࡁくなってࡁます。そ

ういうようなことが、何十ேという大学

を受けようとする高校生の㈇ᢸに、これか

らずっとなっていくってことです。ᙜ↛、こ

れはᨭの方⟇をしっかりとやっていただ

 。たいࡁ
これは、⤒῭ⓗなᅔ❓者だけのၥ題では

ありません。全ての高校生にᑐするᨭが、

は必せだと思います。高等ᩍ育の↓ൾか

とかいろいろ言っていますけれども、高等

ᩍ育に入る前のẁ㝵でこれだけ㈇ᢸが大ࡁ

くなるってことにᑐして何等かのᨭは

㠀お願いをしたいと思います。 
 そしてᅄつ┠は、ྛ大学がồࡵる英語の

能力や、大学での英語能力の育成ィ⏬です

㸦スࣛࢻ 12 㸧。つまり、大学ではࢪー࣌
これだけ英語の力をఙばすから、せࡵて高

校では、これࡄらいのとこまでしてもらい

たいってことを、やっࡥりฟしてもらいた

い。それをわれわれも受けṆࡵて、ࡷࡌあ、

高校では、ここまでこういうことをやりま

しࡻうというようになると思います。この

たࡵには、やっࡥり高校と大学がしっかり

と話をして、おい共通理解をᅗることだ

と思います。 
 そして最後です。ᙜ㠃 4 年間は、共通テ
スࢺと民間の検定試験のేᏑを行う。その

間に、十分検ドを行うと書いてありますの

で、㠀、ここのところを、しっかりと検ド

をしていくべࡁだと思います。十分な検ド

を行ったୖで、その後どうするのかという

ようなところは、㠀、やっていただࡁた

い。 
 さまざまなㄢ題がある中で、とにかく今、

改革をしようという方向があって、一Ṍ㋃

みฟそうとしているわけですけれども、し

っかりと㋃みฟしていくたࡵには、やっࡥ

り、まずはไᗘの定╔をしっかりᅗるよう

に、さまざまな配៖をするということと、そ

して、十分な検ドをしたୖで、その後のこと

を考えること。このことを、㠀、お願いを

したいと思います。どうもありがとうござ

いました。㸦ᢿᡭ㸧 
 
南風原： 
 どうもありがとうございました。最後の

ほうは、いかに改革による࣓ࢲーࢪをᑡな

くするか、というษ実なお話で、立ࡕṆまっ

てほしいというせ望もありましたけれども、

その前に大学ഃからも、立ࡕṆまるべࡁと

いうពぢがあり、ពぢが一⮴しているんࡌ

ࢹないかと思いますが、その㎶り、後༙のࡷ

てみたいと思いࡆシࣙࣥで᥀りୗࢵ࢝ス

ます。 
 ここでఇ᠁を取ります。後༙㒊分の㉁ၥ

も、ࢡࣥࣆⰍの⣬に書いていただいて、スࢱ

にΏしていただければと思います。4時ࣇࢵ
15分をࡵどにおᡠりください。 
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討論 ―パネルディスカッション― 

 

 

南風原： 

それでは、これから全体討論に移りたい

と思います。討論の前半は登壇者の間での

意見交換、そして討論の後半に皆様から頂

いた質問、全部は無理だと思いますけども、

一部紹介してお答えいただくというふうに

したいと思います。 

 それでは、ここまでのご講演を聞かれて、

こういう質問をしたい、こういう意見があ

るということがありましたらどうぞ。 

 

阿部： 

いろいろあるんですけど、忘れないうち

に。さっき聞くのを忘れちゃったので、まず

山田さんに。山田さんになんの恨みもない

んですけれども、山田さんのご担当の箇所

だと思うので。 

 そのプレテストのお話で、共通試験に関

してアクセントと語順整序と発音の問題が

廃止、まあ取りあえずやめるというお話だ

ったと思うんですけれども、実際の音を聞

かなきゃいけないよっていう議論は分かる

んですね。つまり、発音記号とかアクセント

の位置だけで完了すると誤解する生徒がい

ると良くないと。ただ実際の、例えばリスニ

ング問題でアクセントの位置を確認するっ

ていう問題はたぶんないですし、たぶんこ

れからも出ないでしょうし、そもそもああ

いうアクセントとか発音っていうのをやる

のは、日本語と違う英語のシステムに目を

向けるための非常に有効な方法だと私は思

っているんですね。もし発音記号は「実際の

音」とは違うから害悪だ、という理屈をつき

つめると例えば実際の音楽を聞かなきゃい

けないから楽譜は廃止しようとか、将棋は

実際の駒でやんなきゃいけないから棋譜は

要らないとか、そういう話にもつながって

くるように私は思います。安河内さんあた

りは、発音記号の位置を覚えている学生が

いるから弊害になるっていうような理屈で、

この発音問題廃止案を推進されていたよう

な気がしますけれども、その辺のことにつ

いてのお考えを、もし何かあればお聞かせ

願いたいと。 

 

山田： 

ありがとうございます。さっき、ちょっと

ご紹介しましたけれども、来週からセンタ
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࣮が実する共通テストなんですね、プレ

テスト、ごᣦのように実をしてます。

ᅇ、まだ問題はもちろんබ⾲ࡌゃないんで

すけど、その問題からは発音問題だとか୪

えの問題はⴠちてます、なくなってま᭰

す。これはᖺᗘプレテストをやって来ᖺ

ᗘ、来ᖺᗘといってもᖺのもう 11᭶です

けれども、さらにプレテストをもっと本␒

に㏆いᙧでやって 32 ᖺᗘの本␒に⤖ࡧ

ける、そういうス࣮ࣗࢪࢣルなんですけど

も。 

 ᅇ、ᖺ 11᭶にやったのも、この 2᭶

にやるのもかなり英語に㝈らず、᪂しい意

ᅗで出題してみる問題をከくྵんでいて、

いろいろ᳨ドをさせていただこうと思って

いる୰で、ごᣦあったような発音です

とか語順のものは取っていると。᭱⤊ⓗに

来ᖺᗘ、これを㋃まえてどうするかという

ことは᳨討はいたしますけれども、一方で

ඛどご紹介したように 4 ᢏ⬟のテストも

୪⾜してセンタ࣮からᡂ⦼をごᥦ౪すると

いう୰で、リ࣮ディングとリスニングに≉

してお聞きしたうがいいんではないか

という考えでᅇのプレテストはそういっ

た問題をⴠとしている。 

 ᑐ⟇の話、いろいろ出ました。私もඛ週ᮎ

らい本ᒇをぶらぶらしてて、いろんな英ࡄ

語の本を見ましたけど、やっࡥりセンタ࣮

のᑐ⟇本っていうのもあって、当たり前で

すけど、発音記号はこういう ion、何とかシ

ョンとかいうときはここら辺にアクセント

があるよみたいな、記᠈問題のようなᙧで

れているような本もあったのは実なࢃᢅ

ので、プレテストということを実してみ

て分ᯒをしてみたいと思ってます。 

 

阿部： 

ちょっとよく分かんなかったんですけど

も、ionのときはここに来るよっていうのを

覚えてはいけないんですかね。実際に音を

聞くのがᙺに❧つというのはもちろんだと

は思いますけれども、だからといってか

の᥋ゐ方法を㛢ざすᚲ要はないのではない

か。あらࡺるሗ、あらࡺるᶵをᤊえてᑡ

しでも英語に័れるっていうことが何より

ྜ理ⓗだと思うのです。アクセントのとこ

ろに記号をふるっていうのは、私⮬㌟で

もやってます。見たことのないことばがで

てきたときに、アクセントの位置を忘れな

いように༳をつけておく。これはまったく

問題ないことのような気がするんですけど。 

 もう 1 つ、とんがった問題にしようとい

うことだったࢃりには、ࡴしろ問題をㄞ解

とリスニングに、要するに㝈ᐃするという

ことなんですよね。ඛどからࠎ話題に

出てますけど 4 ᢏ⬟といったときに、その

問題を本気で考えていらっしゃる方は㐃ಀ

というか、ྛᢏ⬟をどうやって⤌みྜࢃせ

るかっていうことにὀ意をᡶってると思う

んです。それにẚると、なんかセンタ࣮試

験をࢃざࢃざㄞ解とリスニングに㝈ᐃして

ຎさせるというか、そࡂⴠとしてスリム

するっていうのは、㏫の方向に向かって

いるように私には思えるんですけれども、

その 2 Ⅼ、ちょっとᛕとしてᾋかࡧま

した。 

 

山田： 

いや、おっしゃるとおりで、センタ࣮もい

ろいろᕤኵをしているので、だからこそそ

のアクセント問題とか୪᭰え問題も出し

てきて、いい問題もྵまれているとは思う
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んですけども。で、アクセントってんとに

で、そこがない日本語と一␒違うとこ

ろなんで、それを⊂❧して聞くっていうの

はኚ意⩏あることだと思うんですけれど

も、これからẸ間の試験を、しかも 4 ᢏ⬟

の試験をㄢしていく୰でス࣮࢟ࣆングのテ

ストもする。どういうリࢬムでス࣮࢟ࣆン

グをしているのかということもテストをし

ている୰で、この㝈られた間はアクセン

トの問題ࡌゃなくて、ㄞ解の問題を୰ᚰに

してはどうかという、ᅇプレテストを実

しているということです。 

 

南風原： 

山田さんは英語のᑓ㛛っていうࢃけでも

ないのに、英語学者とこういうアクセント

の問題とかを議論しなくちゃいけないとい

うのは非常にな❧ሙですよね。なので、

日は私、山田さんにඃしく᥋するという

ことにỴめています㸦➗㸧。 

 。か、いかがでしょうか 

 

⩚⸨： 

ඃしく᥋してあࡆようと思ࢃれたかもし

れませんけども㸦➗㸧。まず山田さん、それ

から∦ᓠඛ生にもおఛいしたいです。 

 それぞれのテストがどんなテストかはご

Ꮡࡌですか。、ೃ⿵になっている、ᑟධさ

れるテスト、それぞれですね、ල体ⓗに。例

えば、ᑂᰝというのは⮬ᕫ⏦ㄳにᇶ࡙くᑂ

ᰝですよね。そこから㋃み㎸まないんです

よね。 

 私がお話ししたことは、㏱᫂ᛶをもうᑡ

しᅜとして担ಖするきࡌゃないかという

ことですけれども。ここで㎸山さんにさっ

きゝったんですよ、「࣋ネッセを㈐めたんࡌ

ゃないですからね」って。そうࡌゃなくて、

Ẹ間テストっていうのはそういうもんだと

いうことを前ᥦにᅜとしてᑐ⟇を、ࡴしろ

非㞴したとしたらᅜを非㞴したつもりでい

たんですけれども。そういうところに❧っ

て、それぞれの問題を、テストを見る、᳨ ド

するというようなことはされているのか、

それとも、ධれたらいいのか。何でもいいか

らス࣮࢟ࣆングテストが⮬ᕫ⏦ㄳでセンタ

࣮が出しているᇶ‽に฿㐩すれば、もうそ

れで OKと。 

 その後、➨୕者ᑂᰝもࢃりとẸ間のᴗ者

を⫱てようというようなᑂᰝが⾜ࢃれると

聞いてますけれども、その辺の㏱᫂ᛶの担

ಖとか、あるいはᑂᰝのཝṇさとか、そうい

うことについてはどういうふうに思ࢃれて

ますか。 

 

山田： 

日本には、もちろん私もᑓ㛛ᐙではあり

ませんけれども、いろんなテストがごᏑࡌ

のように実されています。それは、いろん

な目ⓗで実されててࢪࣅネス⣔がᙉいと

ころ、␃学にᙉいところ、あるいは日本の学

⩦ᣦᑟ要㡿をᴟめてᙉく意㆑してやってい

るところ、いろんなテストがございます。ඛ

生のごᣦのとおりです。それは、当↛≉ᛶ

がもちろん違って、それぞれに㔜Ⅼを置い

ているところ、目ⓗが違うので、そうࡌゃな

ければ 1 つのテストでいいࢃけですから、

いろいろなものがある。 

 で、ࢃれࢃれがしようと思っているのは、

いろんなテストがあります。私は、例えばၟ

学部に⾜きたいと。ၟ学部に⾜くのでࢪࣅ

ネス⣔のᙉい、例えば TOEIC さんの 4 ᢏ⬟

のをཷけてみようかなというような生徒さ
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んもいるかもしれない。いや、うちは学ᰯで

実してくれる GTEC とか英᳨で学ධ試

に⮫みたいっていう生徒さんもいるかもし

れない。いろんな㑅ᢥ⫥がある୰で、ࢃれࢃ

れのうとして、「いや、これは㥏目です」

っていう㑅ᢥ⫥をつぶすんではなくて、い

ろんなものをごά⏝いただけるような方⟇

を取りたい。で、なるくඛ生がおっしゃっ

た㏱᫂ᛶってኚ㔜要なࢻ࣮࣮࣡࢟だと思

うんですけれども、この要௳をごぴいただ

くと、こういうことをබ⾲しているとか、こ

ういうことをබ⾲しているっていう要௳を

いっࡥい᭩いて、ࡴしろ皆さんがごぴいた

だけるような≧ែにして、どれを㑅ࡰうか

なっていうことをཷ験生が考えられる。

学もそれをά⏝するときに、どういう試験

かっていうのをᢕᥱしてά⏝できるように

する。そのୖでセンタ࣮がそのスࢥアをᅋ

体から学にごᥦ౪をすると、それが㔜要

かと思って、そういうᑂᰝをしています。み

んなྠࡌ問題をసるきというᙧでᑂᰝは

していません。 

 

⩚⸨： 

ネッセさんが、あるいはテスト関ಀど࣋

なたもそうですけれども、බ⾲されている

ものでཷ験生がテストを㑅んだり、あるは

学でもそのሗをᇶに㑅んだりというこ

とはできないと思います。ᑓ㛛ᐙࡌゃない

とሗを見ても分からない。「බ⾲してます

よ」っていうのも、ṇ┤本当のሗかどうか

も分からない、そこも㏱᫂ᛶがないࢃけで

す。何でもゝえるࢃけですよ、んとに。、

ルスࣈࢲネッセさんが「全問英語話者で࣋

、アリングしてます」ってゝったら、「ああࢥ

そうですか」ってゝうしかないࢃけですよ。

それは、そうなのかもしれないし、そうࡌゃ

ないのかもしれないけれども、そういう≧

ែにᅜがධ試ไᗘを置いておくこと⮬体に、

んとにや、ネッセさんにも気のẘだし࣋

ってるのにね㸦➗㸧。 

 でも、私がこうやってうような᮲௳。ู

にᶵᲔ᥇Ⅼしててもいいࢃけです、のὶ

れなんですよ、それは。ƫ Ე᥇Ⅼしててもい

いんですけれども、ただ、やっࡥりもっと㏱

᫂ᛶをᣢたないと、は日本୰のみんなが、

だいたいテスト࣭ ル࣭࣮ࢥ リティとࢯ࣮࢜

思っているࢃけです。そこが◚⥢したとき

には、ධ試ไᗘ⮬㌟が◚⥢するんࡌゃない

か。要するにテストをうっていうことを

あんまりみんなしないですから、テストに

向かってດຊするࢃけです。テストはỴし

てࢯ࣮࢜リティではないですから、ேⓗに

సっているものですから、そこの内部をᅜ

としてちゃんとᑂᰝするっていうのがᴗ者

のためでもあるし、ཷ験生のためでもある

し、あるいはᩍဨのためでもあるというふ

うに私は思うんですけれども。 

 

山田： 

半分ࡄらい私が話してますけど、前ᥦ

にしているのが、もう᪤にᮾさんもྵめ

ていろんなᴗ者の試験、」ᩘのᴗ者の試験

をごά⏝されているということと、私、この

ᖺ᫂けからずっとධ試の࣑スの問題にかか

るをከくしてるんですけれども、日ࢃ

本の皆さまが試験をすごくಙࡌているとい

うࢃけではないなということを実ឤしてい

ます。それは、もちろん CEFRのᑐ↷⾲のず

るをしてスࢥアࢲンࣆングをするようなこ

とがんとに㉳これば、もちろん学でも

そういったものの౯್をୗࡆるってことも
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あるでしょうし、ࢃれࢃれもそんなテスト

はセンタ࣮がᥦ౪するに್しないというこ

とで、ᑐ㇟からእすってことは当↛あると

思ってます。 

 

⩚⸨： 

そういうことが㉳こらないのを担ಖして

おくのがᅜのᙺࡌゃないかと思うんです

けれども。 

 

㎸山： 

のබᖹᛶ࣭බṇᛶというところですが、

ᅇの認ᐃの要௳の୰に➨୕者ホ౯という

ところが᭩かれています。ࢃれࢃれ GTECと

しても全ᅜ᳨ᐃ⯆ᶵᵓというところにも

ཧ⏬をしておりまして、来ᖺᗘはそのᶵᵓ

が┘ᰝをするというところもᴗとして考

えておられるというところもあろうかと思

いますので、そこである意、㏱᫂ᛶをᡃࠎ

としては出したいと思っておりますし、ඛ

ど⩚⸨ඛ生がおっしゃられた CEFR のと

ころですが、あれも、ᡃ 、もྵめてですがࠎ

ྛ᳨ᐃᴗ者でඛど私がごㄝ᫂⏦しୖࡆた

スタンࢻ࣭࣮ࢲ セッティング、要はḢᕞホ議

がṇᘧにやろうとしている࣐ニࣗアルに

ᇶ࡙いて関㐃࡙けるというところが、ま

さにసᴗして、その⤖ᯝでᅇ 3 ᭶までの

୰でᑂᰝされているはずです。 

れࢃれࢃ  GTECとしても、もともとは⿕験

者、ྲཱྀ 験者の Can-Doのアン࣮ࢣトを取りな

がら、その⮬ᕫ⏦࿌のᅇ答とスࢥアをクࣟ

スさせたデ࣮タでまでも CEFR と関㐃࡙

けをさせていたのですが、ᅇこのような

学ධ試のືきになる୰で、やはり CEFRに

関してはࢬࣛࢯ࣮࢜されたようなᙧでの

出し方というのが、ࢃれࢃれもྛ᳨ᐃᴗ者

も⤯ᑐᚲ要だということで、GTECはᖺᗘ

にᑐᛂけを⤊えていますし、もまさ

に取り⤌んでるところもあると聞いていま

す。 

 もし、ただ、ඛどの話にᡠします通り、

これからኚえるようなことがあったとした

ら、その➨୕者ホ౯とか、それこそᩥ⛉┬、

または学ධ試センタ࣮の方でしっかりᑂ

ᰝしていただいて、それがおかしな話なの

であれば、そのᇶ‽から例えばእすとか、そ

ういったところもྵめてᡃࠎにᑐしては、

いい意でのཝしさをしっかりᣢって取り

⤌んでいきたいなと思っているところです。 

 

⩚⸨： 

これでやめようと思いますけども、᳨ᐃ

「⯆」ᶵᵓの➨୕者ホ౯は㥏目だと思い

ます㸦➗㸧。すみません。 

 

∦ᓠ： 

20分ࡌゃゝい㊊りなかったこともあるの

で、それもྵめてなんですけど。まず、ᅜ

༠から⮬⏤の㌟になってますので、ᅜ༠

௦⾲としてではなくてಶேⓗな話として聞

いていただければと思いますが。 

 ඛど⏦しましたようにᅇのᨵ㠉って

いうのはᴟめてきなᨵ㠉なんですよね。

このᨵ㠉を一Ṍ前に㋃み出すためには、1つ

は楽ほ論が⤯ᑐᚲ要なんだと思います。将

来にᑐする、ᨵ㠉のそのඛにあるものにᑐ

する楽ほ論ですよね。この㔜要なものは⩚

⸨ඛ生もゝࢃれたけど、᪂しいධ試、とくに

英語の 4 ᢏ⬟のホ౯には解Ỵすき問題は

あるかもしれませんけど、ᑟධすること⮬

体のἼཬ効ᯝ、㧗➼学ᰯ➼ࠎに。これは⤯ᑐ

あると思いますね。実際にもデ࣮タで♧
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しましたけども、それは᪤に部分ⓗにも

学ධ学者の㈨質というᙧで⌧れつつあるん

だろうと思うんですね。これが 1 つ、㔜要

なところ。 

 もう 1 つは、やっࡥりきなᨵ㠉はスࣆ

ឤをᣢってやるっていうのがあると思ࢻ࣮

ってる。その୰で、ただ、問題は議論にな

っていますけど、一方でスࢻ࣮ࣆឤをᣢっ

て、楽ほ論をᣢってᨵ㠉を進めるんだけど、

そこには༴ᶵ⟶理が⤯ᑐᚲ要なんですよ。

そういった意では、ඛどからゝࢃれて

いるようにいろんな問題があるࢃけですか

ら、やっࡥりそこにシステムが要るんだろ

うとಶேは思ってます。 

 その୰で、デ࣮タを㞟して、ಟṇする

きことはಟṇするし、ᩥ⛉┬とᴗ者の間の

やりとり➼ࠎあると思うんですけど、やっ

、れたようにࢃストは⩚⸨ඛ生がゝ࣋りࡥ

将来ⓗにはやはりᩥ⛉┬なりセンタ࣮なり

ᅜ༠なりが⊂⮬の試験をసることを目ᶆ

としてᥖࡆるっていうのは、はあっても

いいんではないかなと。そういうシステム

があってこそ、ึ めて PDCAࢧクルもᅇる

し、きちっとした༴ᶵ⟶理もできるし、これ

は理ᙧですよね。 

 ただ、スࢻ࣮ࣆឤというほⅬでゝえば、ඛ

、ど、日もものすごい議論になったけど

やっࡥりまだまだሗが㊊らないですよね、

それをやるためには。そのためにᅇは、32

ᖺᗘからはᴗ者の皆さんの試験をᶓ୪ࡧで、

どういう認ᐃ⤖ᯝになるか分かりませんけ

ど、ᑟධしようということなんだろうと思

います。しかしながら、その୰でやっࡥりᩥ

⛉┬がᑟする、あるいはそれができなけ

ればᅜ༠が㡹ᙇるとかでሗを㞟して

ᨵၿするシステムをきちっとసる、あるい

は༴ᶵ⟶理のシステムをやっࡥりどっかが

㈐௵をᣢって❧ちୖࡆるᚲ要がやはりある

と思うんですね。そこはどうするか、၏一の

山田さんの方なんであれなんだけど㸦➗㸧、

そこはやっࡥりᩥ⛉┬にも考えていただき

たいなっていうのがのឤですね。 

 

南風原： 

ありがとうございます。かに質問やࢥ

࣓ントなどありますか。 

 

阿部： 

の∦ᓠඛ生のお話のὶれで、私も、だか

らス࣮࢟ࣆングができるようになること⮬

体は悪くないと思ってますね。ࡦࡐ、皆さん

にもᶵがあればやってしいと。ただ、例

えばさっきちょっとゝいษれなかったよう

な気がするんですけども、リスニングはຮ

ᙉした分にẚ例してⅬᩘが✚される分㔝

で、やって意があるところだと思うんで

すね。で、ス࣮࢟ࣆングのうっていうの

は、皆さん常㆑で考えれば分かると思いま

すけども、࣮ࣔ࣋ࢳションがないと全く㌟

にかない。無理やりやっても無理です。ス

ングを一ᚊに無理やりやらせるなん࣮࢟ࣆ

て全くࢼンセンスな話です。 

 で、୰㧗生っていうのは、私の୰㧗生௦

をり㏉っても、してゝいたいこともな

いし、⮬分がそういう≧ἣに置かれてもい

ないからス࣮࢟ࣆングがᚲ要な≧ἣにᑐす

るീຊっていうのがあんまりാかない。

ス࣮࢟ࣆング、ス࣮࢟ࣆングって㦁ࡄのは、

⤒῭効⋡が悪いんです。私の通った学ᰯは、

週に 7間も英語があって、LLᩍᐊとかも

あって、全く私は┿㠃目にやってなかった

ですね、んとに。やる気がなくて。それは
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⮬៏するࢃけࡌゃなんですけども。まあ当

の⮬分の気ᣢちは分からなくもないです

ね。なんでス࣮࢟ࣆングなんてやらなきゃ

いけないの、ࣂカࣂカしいっていう気分で

した。 

 、ඛ生もおっしゃったことと関㐃࡙け

てゝうと、ධ試のẁ㝵でもおそらくまだ⮬

発ⓗなス࣮࢟ࣆングに向けた気ᣢちってい

うのは⫱ってないேがከいんࡌゃないかと。

ただ、すでにそこが⫱っているேのⱆを

࣮࢟ࣆᚲ要はないと思うので、例えばスࡴ

ングは㑅ᢥไにするのはどうだろうと思っ

ています。ṇ┤ゝって࣋ネッセさんには⏦

しヂないですけども、のᴗ者試験の

ᢞࡆっていうのは私はᑐなのですが、も

しセンタ࣮試験でそれをどうしてもス࣮ࣆ

、ングをやるっていうことになったሙྜは࢟

ス࣮࢟ࣆングをやりたくないேはリ࣮ディ

ング、もしくはかのテストをもってそれ

を௦えるっていうシステムにしてもいいん

 。ゃないでしょうかࡌ

 というのは、さっきも⏦しୖࡆたように、

いろいろな理⏤でス࣮࢟ࣆングのⅬᩘが⬟

ຊやດຊにᛂࡌてୖがらないேっているの

はかなりいるんですね。この問題について

。ネッセさんにもఛいたいと思います࣋ࡦࡐ

そういう㡿ᇦを学ධ試にᑟධするのはあ

まりྜ理ⓗなุ᩿とはゝえないのではない

でしょうか。 

りに೫ᕪ್が㧗い᯾学の᯾学部の話ࢃ 

なのですが、その学の་学部のඛ生によ

ると半分ࡄらいᙼらは発㐩㞀害だってゝう

んですね。ᑐே᥋ゐがⱞᡭで、┦ᡭにྜࢃせ

られない。すごくཱྀୗᡭ。まあ、Ⲕ㣧み話の

୰でうかがった話なので、ᩘᏐはそれど

ཝᐦではないと思います。発㐩㞀害ってい

うのは⬟ຊのపい࣭㧗いではなくてࣛࣂン

スの問題なので、一部の⬟ຊが㧗いேど

全体のࣛࣂンスがᔂれてある✀の≧が出

やすいഴ向があるそうです。そうしたとき

に、ス࣮࢟ࣆングにあまり㧗い㓄Ⅼをあࡆ

ると、そういうேの⬟ຊをṇしくホ౯でき

なくなるྍ⬟ᛶがあるような気がするんで

すね。まで 100 ᖺ௨ୖ、そうしたテスト

が⾜ࢃれてこなかったのは、ᬯ㯲のうちに

そういうことが分かっていたからࡌゃない

かと思うんです。 

 もちろんス࣮࢟ࣆングዲき㸟というே

にはどんどんやってもらえばいいし、スࣆ

つもりのࡴングがᚲ要となる分㔝に進࣮࢟

ேはおおいに㘫えればいいと思うんですけ

ども、一ᚊにㄢすっていうのは⤯ᑐおかし

いと私は思ってます。 

 

∦ᓠ： 

確かには講演の୰で、ᅜ❧学の୰で、

のẸ間試験、ス࣮࢟ࣆングテストもྵめ

ましてね、それをධ試にうことに関して

は一ᐃのྜ理ᛶがあるっていうことは、あ

る⛬ᗘ共通認㆑であるっていうことを⏦し

ましたよね。これは、⣽かい話ではなくࡆୖ

て、ス࣮࢟ࣆングテストのホ౯なんてどこ

にもまだありませんから。全体の要するに

Ⅼᩘやスࢥアと、≉にୖ位の部分というこ

とになると思うんですけど。ධ学してから

の英語ຊ、これはᴟめてよく┦関するって

いう実ឤをみんなᣢってるんですよね。そ

ういった部分でやっࡥりྜ理ᛶっていうの

があるんで、ゝࢃれたように、ࡌゃあ、ス

、ングのテストの部分はどうなのか࣮࢟ࣆ

そこら辺はからなんだと思うんですね、

確かにね。 
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 それと、ඛど英語 4ᢏ⬟、4ᢏ⬟ってい

うことにᑐする弊害っていうことをゝࢃれ

ましたけど、⮬㌟、⮬分⮬㌟の⤒験からゝ

っても、やっࡥりᚲ要に㥑られてしゃる

ことになるࢃけですね。のሙྜは␃学し

たり、プレࢮンテ࣮ションしたりっていう

ことで。それをやると、㏫にᗘ、語ᙡຊの

㊊をឤࡌるࢃけですよ。そこにᡠるࢃけ

ですよね。そういったこともྵめて、4つの

ᢏ⬟っていうのはูಶにあるもんではなく

て、おいにやっࡥり関㐃しながら向ୖし

ていくもんだと思うんですね。だから、何が

ඛで、何が後でっていうことではなくて、そ

ういった意ではまでの英語ᩍ⫱ってい

うのは、ⱝᖸス࣮࢟ࣆングとかࣛティン

グっていうとこにあまり㔜きが置かれてな

かったんࡌゃないか。それには、ධ試のあり

ようっていうのが非常にきなᙳをⴠとし

てたんではないかという問題意㆑ですよね。 

 だから、要するに何かをᤞてるっていう

話ではなくて、ࣛࣂンス良く学んでしい、

ᩍえてしいということなんだろうと思う

んだけど、そこら辺に関してはいかがです

か。 

 

南風原： 

ちょっと私もᑡしゝいたいことがあるん

ですけど㸦➗㸧。᭱ึの▼理の㛤のᣵ

ᣜの୰で、学㛗議などでは、ධ試ᨵ㠉が

どうしてこうなったんだろう、というふう

な問のኌがከいと。私が学㛗だったと

きの学㛗議もྠࡌム࣮ࢻだったんです

ね。ᐑ本ඛ生のㄪᰝでも、とんどのேが

ᑐだと。だけどᅜ༠の、∦ᓠඛ生がሗ࿌さ

れたのは「㈶ᡂከᩘ」ということで、ㄪᰝの

ᑓ㛛として非常に思議に思うところなん

ですね。いったいㄡが㈶ᡂしているのか、ど

ういう学が㈶ᡂしているのか、ちょっと

ᩍえてもらえますか㸽 

 

∦ᓠ： 

これは、いま、ちょっと答えられないで

すね。前アン࣮ࢣトㄪᰝの⤖ᯝ、60何パ

࣮セントがᴫね㈶ᡂとか、33㸣がಖ␃とそ

のと、このデ࣮タはබ⾲していいという

チྍをᅜ༠からいただいています。ただ

どの学がどういう意見だったかというの

は、出さないでしいということだったん

で、いまの質問はちょっと຺ᘚしてくださ

い。 

 

南風原： 

私、この質問だけᣢってきたんですけど

㸦➗㸧。え࣮と、ᅜ❧学というと、⩚⸨ඛ

生、ி㒔ᕤⱁはどんなᅇ答されたんでしょ

うか。 

 

⩚⸨： 

私はそのアン࣮ࢣトを全↛▱らなくて。

ᅜ༠の理のሗ࿌、ሗ㐨がされました

よね、⥲の前に。ᅜ༠は 6 ᭶に意見᭩

を出されていて、ᩥ⛉┬がちゃんと答えて

ないのに、前に進ࡴみたいな話でࡧっくり

して、ධ試ㄢに問ྜせに⾜きました。こちら

のうから聞きに⾜きました。「こういうア

ン࣮ࢣトがありまして」というのがධ試ㄢ

から出てきて、ṇ┤、そのアン࣮ࢣトを見

て、ࡧっくりしたのは、「ᑐ」の㑅ᢥ⫥が

ないんですよね。3つ「㈶ᡂ」というのがあ

って㸦➗㸧、「その」というのが㸯つ。うち

の学は「その」にࠐをして、「センタ࣮

試験の⥅⥆について考すきだ」って᭩
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いてありました。私ಶேはその意見に㈶ᡂ

ですが、せめて┦ㄯしてよっ㸦➗㸧ていうឤ

はありました。で、ධ試ㄢにゝいましたけࡌ

ど、「とりあえず間がなかった」と、「࣓࣮

ルが来てから㸯週間とか、その辺で㏉を

ồめられたので、すみませんでした」という

ことでした。 

 

∦ᓠ： 

ᡭ⥆きⓗにはですね、᭱⤊ⓗには⥲で

のᑂ議࣭ Ỵ議ということなんですけど、要す

るに౯್ほとしては、ඛ生ゝࢃれたように、

いろんなリスク、あるいは効ᯝというのを

᳨ドしたうえで、さらにはල体ⓗにどうά

⏝するか、ということまで議論して、㸯つの

⤖論を出すと。それは㸯つの見㆑だと思い

ますね。確かに。ただᅇのᅜ༠の⤖論は

ですね、ᇶ本ⓗな方㔪をあのẁ㝵でබ⾲し

ないと、ḟのステップがືいていかないん

ですよね。それはᐑ本ඛ生もゝࢃれました

けど、᭱⤊ⓗには来ᖺᗘのかなり᪩いẁ㝵

で、ྛ 学が 33ᖺᗘのධ試のண࿌をするこ

とになっていますので、それに向けて、とい

うことです。ᑡなくとも、いまの≧ἣの୰で

ᅜ༠としては、どういうά⏝方法をとる

かというのは、後にᘏばすとしてもです

ね、一体ⓗなᑐᛂとして 2 つの試験をᑡな

くとも一⯡ධ試ではㄢしましょう、という

そのẁ㝵でのྜ意だったと思います。確か

に」ᩘの␗なる試験をྠࡌ 1 つのまなᯈの

ୖでẚ㍑するࢃけですよね。そこはですね、

おのずからබṇᛶ、完⎍なබṇᛶというの

はものすごいやっࡥり㞴しい㠃はあると思

うんです。ただしですね、㔜要なことは、き

ちっとሗを出す。たとえばᅇ、ᴗ者さ

ん、きちっとሗを出す。そのうえでཷ験生

のㅖྩに㑅ᢥし、‽ഛする間をきちっと

えるというのは㸯つの㔜要なබṇᛶだと

思うんですね。そういったことで、あのタ

ングで、ᅜ༠としてはああいうỴ᩿を࣑

したということであって、おそらくḟの山

はඛど⏦しましたように、それをどうい

う㔜み࡙けで、どうά⏝して、どの⛬ᗘ学

の⮬⏤ᗘを担ಖし、どの⛬ᗘやっࡥり一体

ⓗにᑐᛂするのかというところにあり、そ

の議論がいま⾜ࢃれているはずです。 

 

南風原： 

はい、ありがとうございます。いま、⩚⸨

ඛ生の୰で、間がなかったという、ධ試ㄢ

が。これ私がᅇ答に関ࢃったときも本当に

▷間でのᅇ答をồめられた。だから英語

のඛ生方に話を聞く間もとんどなかっ

たというのは、ᮾி学でもྠࡌでした。ඛ

ឤというこࢻ࣮ࣆど∦ᓠඛ生の୰で、ス

とがありました。この間というのがいま

きな問題だと思っているんですね。ᖺ

の㸴᭶にᅜ༠から、ඛど∦ᓠඛ生から

も出されましたし、本日のཧ考㈨ᩱにもあ

りますけど、㸴᭶にはᅜ༠から、こういう

ことが答えられないとุ᩿できないという、

∦ᓠඛ生がጤဨ㛗のときの⏦し出があるࢃ

けです。それは私たちもその通りだと思っ

ていたんですけども、そのᅇ答が来ないの

に、ᅜ༠が㈶ᡂとか、㸰つㄢしますという

ふうにゝってしまったんですね。で、その理

⏤が、ྲཱྀ 験生があࢃてないように、もうタ

ムリ࣑ットだからと。そのタムというの

は何なのかということなんですね。ㄡもồ

めてもいないものを 2020 ᖺにᡭにタᐃ

して。࣭ ࣭࣭いまちょっとྖとして⮬ไし

なくちゃいけないとࣈレ࣮࢟がാきました
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㸦➗㸧。そういうᛴいでやるようなものࡌゃ

ないんࡌゃないか、非常に㔜要なきなこ

とをやろうとしているので、ᑡなくとも、ඛ

どのㄪᰝ⤖ᯝがですね、このような間

のない୰で、⩚⸨ඛ生のようにまさに取り

⤌んでいる方にも聞く間もなく答えられた

⤖ᯝが「㈶ᡂከᩘ」だという、ここは㔜要な

実だと思うんですね。なので、この後もᅜ

༠からいろいろアン࣮ࢣトあると思いま

すけども、ඛど⩚⸨ඛ生のスࣛࢻで

“well-informed decision͇と出ました。

informされて、༑分な㈨ᩱ࣭ ሗをもとに、

༑分なディスカッションをしてᅇ答する、

㈐௵をもってᅇ答する、ᑡなくともその

間はᚲ要だと思うんですね。᭱ ㏆、私がᩥ⛉

┬にᩥྃをゝࢃないのはですね、┦ᡭはᩥ

⛉┬ではなくなって、学⮬㌟だと思うよ

うになったからなんです。私たちが༑分な

ディスカッションをしているか、༑分な

ሗをồめて、⣡ᚓのいくᅇ答なり、答えをし

ているかと。㸴᭶に⏦し出をしながら、ᅇ答

がないまま、いいですとゝってしまう、そこ

のところに無㈐௵なែᗘが出ているࡌゃな

いかということで、学⮬㌟をいま問題だ

と思っているところです。 

 

∦ᓠ： 

ඛ生のゝࢃれることࢃかるんだけど、ㄞ

んでいただくとࢃかるんですけどね、ᅜ

༠の意見᭩。認ᐃのᇶ‽、බṇᛶの担ಖ、そ

れから᱁ᕪ問題ですね、㈝⏝➼ࠎの問題

り᫂確にしてくださいࡥに関してやっࠎ➼

と、当↛の要ồとして᭩いたࢃけです。᪩ᛴ

に。だけどですね、おそらくあのẁ㝵でᩥ部

⛉学┬としてもそれにᑐする᫂確な答えを

出すということは⤖ᵓᅔ㞴だったんだと思

います。一␒の࣏ントの㸯つは、そういっ

たこともないままに、要するに᪤Ꮡのセン

タ࣮英語を廃止するということをỴ᩿する

のはᴟめておかしいだろうという㸰つめの

論Ⅼですね。ඛど⏦しୖࡆた通り。そうい

った意ではですね、ᩥ⛉┬もなかなかそ

ういうふうにはゝってくれないんですけど、

ᅜ༠としては、ඛど♧しましたけど、ᩥ

ゝがᤄධされたࢃけですよね。その認ᐃ試

験の㐠⏝࣭ά⏝≧ἣを᳨討しながらபࠎと。

その一ゝがࢃれࢃれの意見᭩にᑐᛂするか

たちでいたということはですね、やはり

そのセンタ࣮試験廃止、ではなくて、Ꮡ⥆の

ྍ⬟ᛶはṧしたというふうにᤊえたࢃけで

す。そういった意ではですね、もう 32ᖺ

ᗘに᪂しい共通試験が、システムがືき出

すというのはࡰ確ᐃしたような≧ἣでし

た。ඛどゝったような議論の୰で、᭱ ⤊ⓗ

には⥲のᑂ議を⤒て、あの方㔪が確ᐃし

たという≧ἣです。 

 

南風原： 

はい、ありがとうございます。間がだい

たい討論の間の半分くらい来ましたので、

この後はࣟࣇアの皆様からのご質問などを

取りୖࡆて、お答えいただきたいと思いま

す。質問の整理とㄞみୖࡆは、㧗᥋⥆◊✲

㛤発センタ࣮ධ試⏬部㛛ᩍᤵの℈୰῟Ꮚ

と㏣㊧ㄪᰝ部㛛ᩍᤵのᏱబ⨾្が担当し

ます。お願いします。 

 

℈୰： 

℈୰でございます。私からは、まず山田ᐊ

㛗と∦ᓠඛ生にᑐしての質問を㐃⥆してご

ㄝ᫂⏦しୖࡆたいと思います。 

 まず、山田ᐊ㛗に来た質問で、」ᩘᐤせら
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れていますのは、බᖹᛶ関㐃のものです。⤒

῭ⓗな理⏤による᱁ᕪに関して、ດຊする

というようなことはおっしゃられているん

だけども、やっࡥりそれだけではㄝᚓຊが

ない。⣡ᚓのいく答えがḧしいんだけども、

そのⅬについてᩥ⛉┬はどう考えてるのか、

ᩍえてしいということ。 

 あとは、阿部ඛ生もおっしゃっていまし

たけども、ス࣮࢟ࣆングなど、࣓ ンタル㠃で

にാくேたちにᑐしていったいどうい

う㓄៖をするのかということ。බᖹとかᆒ

➼というࢻ࣮࣮࣡࢟に⤖ࡧけますと、そ

もそもなࡐ 4 ᢏ⬟ᆒ➼なのかというような

ことに関しても、㏣ຍでㄝ᫂をしてしい

という要ᮃが来ております。 

 ⥆きまして、センタ࣮試験とẚたとき

の࣓リットが見えないという質問です。セ

ンタ࣮試験はいったいどこが㥏目だったの

か。これまで㧗ᰯのඛ生方の間でẚ㍑ⓗ㧗

いホ౯をཷけてきたセンタ࣮試験がなࡐᖹ

気でᤞてられるのか。ࣛ ࣮ࣆティング、ス

れないということが理⏤だっࢃングが問࢟

たと௬にすれば、リ࣮ディング、リスニング

のまでᇵってきた㧗い࢘ࣁ࢘ࣀをᯝたし

てᤞててもいいものなのか。Ẹ間の試験に

なることによって、この 2 ᢏ⬟に問題が生

るྍ⬟ᛶというものは意㆑されていないࡌ

のか。センタ࣮試験どのセࣗ࢟リティ࣮

のಖドに関してᅜはどう考えているのか。

このⅬに関してセンタ࣮試験とのẚ㍑とい

うⅬでᐤせられています。 

 やはり、もう 1つከいのが CEFRのことで

す。ホ౯ᑻᗘであるものを฿㐩目ᶆにする

こと、これにᑐしてやはりㄝ᫂が㞴しいと

思うのだが、そのⅬに関してどう考えてい

らっしゃるのか。CEFRの㏱᫂さとか⢒さ、

その༴㝤ᛶに関して、㋃み㎸んだㄝ᫂が

しいというようなことも来ております。 

 山田ᐊ㛗にᑐして、たくさん来ているん

ですけども、あと 1 つだけご紹介⏦しୖࡆ

れば、試験の一本について質問が来てい

ます。なࡐ試験の一本をㅉめたのか、実は

ㅉめていないのか。ᖹᡂ 32 ᖺᗘ㹼35 ᖺᗘ

の間はే⏝されることになるが、どっちが

どうというようなことを᳨ドするプࣛンは

あるのか。そのようなことをご質問でཷけ

ておりますので、ごሗ࿌⏦しୖࡆます。 

 ⥆きまして、私のうから∦ᓠඛ生の

質問についてごㄝ᫂を⏦しୖࡆます。 

 まず、1Ⅼ目なんですけれども、ྲཱྀ 験生が

見通しをᣢち、安ᚰにというようなことで

⾲᫂を出されているとのことですが、その

安ᚰという意に関して、やはりちょっと

問に思うということ。のᅜ༠の方㔪

というのは、ࡴしろ安を㧗めているとこ

ろはないのかというようなこと。そういっ

たことに関して、ごㄝ᫂をఛいたいという

ことです。 

 2Ⅼ目なんですけれども、ᅜ❧学が一体

ⓗにᑐᛂするということに関して、それを

༴㝤だというような見方もできるのではな

いか。というのは、ᨵ㠉の方向ᛶが間違って

いるとすれば、ᅜ❧学がみんなでಽれる

ことになってしまう。ᅜ༠として、ಶู

学それぞれのุ᩿を推ዡし、リスク分ᩓを

ねらうというようにືけないのか、そのよ

うなご質問が来ております。 

 そして、3Ⅼ目なんですけれども、᭱ 後の

ඛ生のスࣛࢻのところで学ഃのດຊの

話が出てまいりました。ධ試ᨵ㠉にどうᑐ

ᛂするのか、㏆ᮍ来の学ධ学者の㈨質

ኚᐜのീຊ、学ᩍ⫱ᨵ㠉のさらなる
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推進というようなࢻ࣮࣮࣡࢟が出ておりま

したが、一方で学ேはもうᨵ㠉⑂れでい

っࡥいいっࡥいというኌもよく聞かれます。

そうした୰、まだ、ດຊができるవᆅがある

というふうにお考えなのかどうなのかとい

うことをᩍえていただきたいということと、

あとవᆅがあるにしても、きっとそのవᆅ

はᑡない、ᑠさいので、そのᑠさいవᆅでධ

試というきな問題に取り⤌ࡴ、そのこと

のうが無㈐௵ではないだろうかというよ

うな質問が来ております。 

 ここでいったん、Ᏹబ⨾に௦ࢃります。 

 

Ᏹబ⨾： 

Ᏹబ⨾です。たくさんのご意見を頂ᡝし

ましたが、≉に㎸山さまの、まず᭱ึከくい

ただいたんですけれども、ちょっと⡆₩に

ᗄつか⏦しୖࡆたいと思います。一␒ከか

ったものが方法論ⓗなところ、ᡭ⥆きⓗな

ところになります。 

 1Ⅼ目が、᥇Ⅼですとかスࢥアに関する、

⢭ᗘに関するご質問をከくいただきました。

GTECさんに㝈られたことではないのかと思

いますけれども、≉にス࣮࢟ࣆング、ࣛ テ

ィングを ᐃするっていうときの⢭ᗘの問

題です。≉に出題ྍ⬟な問題ᩘに㝈りがあ

ります。GTECさんのሙྜは 1つと、きな

問が 1 つということだったと思いますけ

れども、ということはその問題の違いによ

って非常にぶれが生ࡌると、ホ౯⤖ᯝが

きくኚࢃるということで、その ᐃ⢭ᗘに

ついてずばりということですけど、問題が

ないとゝえるのですかというのがありまし

た。 

 関㐃しまして、阿部ඛ生のᙇの୰にも

ありましたけれども、そういった⢭ᗘの୰

で೫りがありᚓる୰で、4ᢏ⬟のᚓⅬをᆒ➼

にᢅうということの理ᛕ௨前の方法論ⓗな

ጇ当ᛶはあるとゝえるのかというご意見も

ありました。ここら辺の⢭ᗘのことは、CEFR

のᑐᛂスࢥアのことですとか、ᑐ↷スࢥア

のことですとかにも関ࢃってくるところで

ご意見がありました。 

 ⩚⸨ඛ生のご意見にもあったところです

けれども、そもそもそれぞれのẸ間試験に

おいて␗なるᵓᡂᴫᛕ、ࢥンストࣛクトを

 ᐃする試験をそもそもẚ㍑するというこ

とが方法論ⓗに無理だというご意見はたく

さんありますけれども、それについてどう

いうお考えかということです。 

 それにకって㧗ᰯ⌧ሙに関ࢃることです

けれども、᥇Ⅼᇶ‽がそもそも᫂確にされ

ていないということと、ࢥンストࣛクトが

違うことにకって࣮࢚࢘トを置くほⅬが当

↛ኚࢃってくる、試験によってኚࢃってく

るということがᐃされるࢃけですけれど

も、ᩍ⫱⌧ሙではどのようにᣦᑟすればよ

いのかが分からないといった、そのⅬにつ

いてどうお考えなのかということもご質問

としてありました。 

 あとは、阿部ඛ生のごᣦにもあったこ

とですけれども、ᑐேᜍᛧですとか、いࡺࢃ

るゝ語㞀害௨እの理⏤でᨭや㓄៖がᚲ要

なཷ験生のᑐ⟇としては、ල体ⓗに何を考

えているのかといったところです。ここら

辺については、⩚⸨ඛ生についてもご質問

がありましたのでちょっと㔜」しておりま

す。 

 あとは、⩚⸨ඛ生もሗとして日お話

しされていましたけども、試験をཷけての

ཷ験生の‶ですとか安ですね、ኌのう

るささについて、ཷ験生のኌというものを
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㞟めているのかということです。これは

GTECさんのうですね。そういうご意見で

す。 

 ௨ୖ GTEC の㎸山さまのうですけれど

も、ᐑ本ඛ生。ᑠ୰㧗のඛ生方からከく頂い

た意見で、いろいろなご意見がありまして、

そもそも㧗ᰯの୰にス࣮࢟ࣆングがᚲ要な

のかどうかというところでいろいろなご意

見があるということが、まずこのアン࣮ࢣ

トから分かったんですけれども、そもそも

英語を話すことにたけているඛ生がゝ語⩦

ᚓ論に通ࡌているとは㝈らない。そもそも、

ですからᣦᑟ体ไとして無理があるのでは

ないかという、そういう意で㞴しいので

はないかと。 

 その一方で、ただᐑ本ඛ生のうでもࣁ

けࢃルをపくしたらという話もあったࢻ࣮

なんですけども、それではᩍ⫱ᨵ㠉⮬体が

なされないのではないか。⬺ධ試೫㔜ᆺの

ᩍ⫱をṇするという意では、実する

こと⮬体にࢪ࣏ティࣈな意があるのでは

ないかといった、そのように㈶ᡂ࣭ ᑐとい

うようなさまざまなご意見があったࢃけで

すけれども、きくゝいますと、要は⌧≧の

ままで良いとお考えなのかということと、

あとᐑ本ඛ生がご講演の୰でされていた㧗

ᰯが⫱てたい英語の⬟ຊというのは、ල体

ⓗにࡌゃあ何なのかと。㏫に⩚⸨ඛ生にも

関ಀしてきますけども、学がồめる英語

の⬟ຊはどうなのか。もっとゝえば、このẸ

間試験を⏝するとか、しないかに㝈らず、

このス࣮࢟ࣆングの⦎⩦、またはテストと

いうのが㧗ᰯのᩍ⫱の⌧ሙでそもそもᚲ要

なのかどうか。そういったᑡしきな問い

になりますけれども、そういったご質問も

すごくཷけました。 

 あとはල体ⓗなᑐᛂ⟇は何かということ

がᑡし意見としてஈしいのではないかとい

うこともついでに、ᐑ本ඛ生または⩚⸨ඛ

生にᑐしてありました。こういったᢏ⾡ⓗ

またはセࣗ࢟リティ࣮の問題があるときに

どのようなᙧでの、では⏝方ᘧですね、み

なし‶Ⅼにするとかຍ⟬ですとかいろいろ

あったと思いますけれども、ල体ⓗなᑐᛂ

⟇としてどういうものがあるとお考えなの

か。 

 そして、これは⩚⸨ඛ生にということで

すけれども、もしご⮬㌟がᨻ⟇をỴめるこ

とができる❧ሙにいらっしゃるとすれば、

後 10ᖺ、センタ࣮試験のような共通テス

トを⥆けるきかどうか、それ௨እのやり

方があるのかどうかということをᩍえてい

ただければと思います。 

 あとはᑡし⣽かいところですが、⩚⸨ඛ

生の㛤発実㊶の୰でス࣮࢟ࣆングධ試をさ

れたときに、そのධ試を⤒て᥇った学生さ

んと、それ௨እの通常の英語のテストを⤒

て᥇った学生さん、または、そういうような

ᩍ⫱をཷけている学生さんとはどのような

違いがあるかということを実ឤとしてཷけ

ていられるかと、そういったご質問があり

ました。 

 

℈୰： 

私のうから᭱後、阿部ඛ生の質問に

ついてㄞみୖࡆたいと思います。3Ⅼどに

きくまとめたいと思うんですけれども。 

 まず 1Ⅼ目が 4ᢏ⬟のᆒ➼について。4ᢏ

⬟のᆒ➼やࣛࣂンスというゝⴥは、私⮬㌟

もとても気になっていました。そこで、この

問題にᑐしてᢈุⓗに᳨討されている阿部

ඛ生にࡦࡐご意見をఛいたいんですけれど
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も、このᆒ➼やࣛࣂンスというものをどう

いうふうに考えればいいのか、ඛ生のご意

見をもうᑡしఛいたいというのが 1 Ⅼ目に

なります。 

 2Ⅼ目は、ඛどᐑ本ඛ生のご講演のとき

に、ちょっとᢿᡭも㉳きました᪂しい試験

の 4 ᢏ⬟試験のά⏝方法についてなんです

けれども、阿部ඛ生はಶேⓗにどうά⏝す

ればいいと思ࢃれますか。ご質問が、「ᮾ

のά⏝について」と᭩いてあるんですけれ

ども、㞴しいようであれば、もうᑡし一⯡

してお答えになっていただければと思いま

す。 

 そして 3 ␒目なんですけれども、やはり

これからのᏊどもたちは実際に英語をっ

て、いろんなᅜのேたちと関ࢃっていくᚲ

要は出てくるんだろうと思いますと。です

が、やはりධ試にㄢさなければ話すことに

取り⤌ࡴということはやはりしないのでは

ないかと思うのですが、そのⅬについてど

うお考えですか。阿部ඛ生ⓗ英語のධ試デ

ン、そういったもࢨン、英語ᩍ⫱のデࢨ

のを▱りたいですという質問です。 

 これに関しましては、これから AIの௦

になることを㋃まえた意見をうかがいたい

というኌもᐤせられています。AI௦にな

りますと、英語をᕠる⎔ቃもきくኚࢃっ

てきますので、そのⅬについてもちょっと

㏣ຍしながらご意見がḧしいということで

す。௨ୖです。 

 

 

南風原： 

ムが࢘ࢪ࣏アの質問者だけでもシンࣟࣇ

できそうな、ኚ⣲ᬕらしい内ᐜで、ࡦࡐこ

れは整理して、のは一部だと思いますの

で、全部をඛ生方におΏししたいと思いま

す。また、ྍ ⬟であれば、皆さんともシ࢙ア

したいと思います。 

 それでは、質問の一部とはいえ、それでも

ኚたくさんの質問がありましたので、そ

れぞれ、答えられるもの、答えたいものをᇶ

本 3分ずつࡄらいでお願いします。 

 

山田： 

なるくいただいたものを全て答えたい

と思いますけれども、⤒῭ⓗなᨭ、ごもっ

ともだと思います。ࢃれࢃれも、もちろんඛ

たᑵ学ᨭ㔠だとかዡ学⤥ࡆど⏦しୖ

㔠だとか、㧗ᰯ生の⤒῭ⓗなᨭ、これまで

も実してます。᪂しい⤒῭パッࢪ࣮ࢣで

も学のཷ験ᩱというᥐ置をさせていただ

きたいというふうに考えてます。ᅋ体の

ാきけ、またはᅜができること全てのこ

とについて取り⤌んでいきたいと思います。 

 で、࣓ンタルにかかࢃらず㞀害をᣢたれ

ている方、私も⥭ᙇでス࣮࢟ࣆングに㞀

害がありますけど、学でࡦࡐご㓄៖いた

だく部分もあるのかなと思っています。4ᢏ

⬟、やっࡥりᢏ⬟ᩘがቑえればቑえるど

㞀害のᙳ㡪をཷけるሙྜがありますので、

そういったところを຺ࡦࡐ案して、そのᡂ

ᯝを一ᚊではなくて、㞀害のある方につい

てはᑀに聞き取って学のうでά⏝の

際、㓄៖をいただけるとありがたいなと思

ってます。 

 ᆒ➼については、ᚲずしもࢃれࢃれの

うはᆒ➼とゝったことはたぶんなくって、

ᴟ➃な೫りがないようにということを⏦し

、ています。間ⓗにはどんなテストもࡆୖ

たぶんス࣮࢟ࣆングの間は▷くって、リ

࣮ディングの間は㛗いっていうような≧
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ἣがあると思います。それが༶、悪いという

ふうに思っておりません。試験の≉ᛶでそ

ういうሙྜがከいとは思いますけど、⤯ᑐ

のᆒ➼ᛶをồめるということはしていない

かなと思っております。 

 センタ࣮のㄢ題はඛど⏦しୖࡆたとお

りで、センタ࣮はいろいろᕤኵをしており

ますけれども、ඛど⏦しୖࡆたように 2

ᢏ⬟しかホ౯ができてない、それが㧗ᰯの

英語ᩍ⫱の㊊をᘬっᙇってるんではないか

という認㆑をしております。A案、B案を୪

たり、4ᖺ間しか共通テストの後⥅をの

ところ᫂ゝしてなかったりというのは、ど

ちらかというとࡴしろ㧗ᰯ生が୧方にᑐ⟇

しなくちゃいけないというようなことから、

そういう方㔪を出しているということです。

2ᢏ⬟のリ࣮ディング、リスニングのຊがⴠ

ちる、4 ᢏ⬟をやると 2 ᢏ⬟のຊがⴠちる

という⤖ᯝは、私は」ᩘの英語のᑓ㛛ᐙか

らお聞きしてますけれどもࡴしろ㏫で、ス

ティングにຊをධれるングとか࣮ࣛ࢟ࣆ

といろんなᙧで英語にゐれるので、ࡴしろ

全体ⓗにຊがఙࡧるという話も聞いており

ます。もしかしたら㎸山さんに、なんかゝཬ

していただけるといいのかもしれませんけ

れども、そういう話もあります。 

 セࣗ࢟リティ࣮については、ᇶ‽のう

で確認をしております。P࣮࣐クの取ᚓです

とか、そういったところを確認してᑂᰝを

しております。 

 試験の一本については、∦ᓠඛ生から

もゝཬがありましたし、ሙからもご質問

をいただきました。んとはி㒔ᕤ⧄み

たいに、ࢃれࢃれも⊂⮬で⮬分の試験がで

きればいいというふうに思っていましたし、

将来ⓗにもちろんできれば、それはそれで

理なのかもしれませんけれども、その᮲

௳を整ഛするのに┦当な間がかかること、

リスニングを見ていただければ分かると思

いますけれども、リスニングですらあれだ

けのㄢ題があったものを、一気にス࣮࢟ࣆ

ングをᅜが 60 ே一㐢にできるというこ

とをクリアできる見通しが❧ってないの

で、それは将来ⓗなᐟ題とさせていただき

たいなと思っております。 

 4ᖺ間、センタ࣮試験、共通テストとこの

Ẹ間のᴗはేᏑして、ᅜ༠からもᙉい

ご要ㄳをいただいて、㧗ᰯからもᙉいご要

ㄳをいただいて、4ᖺ間はᑡなくともేᏑを

させます。ㄢ題について᳨ドして、どういっ

たᙧでẸ間の試験⤖ᯝをά⏝できるのか、

学の方たちとも㢌を✺きྜࢃせて᳨討を

させていただきたいなと思っております。 

 

∦ᓠ： 

ご質問にᑐする答えになるかどうか、も

うちょっと⥲論ⓗな話をさせていただきま

すけど。 

 ᅇのᅜ༠のᑐᛂは、⤖ᵓ㞴しかった

と思います。からも㞴しいと思う。Ṕྐⓗ

に共通試験、センタ࣮試験のスタ࣮トはᅜ

❧学がദする試験であった。これが

⾗してきたたࢃけですね、あるẁ㝵で。そ

してᅇの᪂しい共通試験には日本のᩍ⫱

ᨵ㠉全体を担うという᪂しいは࣑ッショ

ンがຍࢃった。 

 その一方で日本の学、ᅜ❧学も法ே

௨㝆、いࡺࢃるಶᛶ、あるいはᶵ⬟分

、ᶵ⬟ᙉっていう୰で非常にከ様を

しጞめているࢃけですよね。その୰で、やっ

ࢬる要ồ、ニ࣮ࡺࢃりධ学生にᑐするいࡥ

っていうのがそれぞれの学でやっࡥりከ
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様してるんだろうと思います。その୰で

ᅜ༠としてどういうᑐᛂをするかと、そ

こが非常に㞴しかった、あるいは㞴しいと

ころだろうと思うんですね。 

 ⤖ᒁは、⤖論はඛど⏦しましたけど、ᇶ

本ⓗにはそういうಶᛶ、ከ様ᛶというと

こは、やはりಶูධ試でそれぞれの学が

ᕤኵして、やっࡥりそこはやると。要ồのレ

 。ルも違うでしょうし࣋

 だけど、もう 1 つ、日本のᩍ⫱全体にᑐ

するᅜ❧学の㈐௵というほⅬもあります。

これから日本の 18 ṓேཱྀはどんどんどん

どんῶってくるࢃけですよ。の㧗ᰯ生の

ᖹᆒレ࣋ルがのままだったら、ᮾி学

といえどもᅜ❧学にධってくる学生たち

のレ࣋ルもおのずから、ᐃဨがྠࡌだった

とすればですね、ୗがっていくࢃけですよ

ね。そういった意でᅜ❧学にとっても

全体のᗏୖࡆっていうのはᚲ要だし、ඛ

ど⏦しましたように。しかも、その୰で▱㆑

やᢏ⬟のレ࣋ルだけではなくて、ࢥンࣆテ

ンシ࣮であったり༠ാᛶであったり、ある

いはもっと、ᬯ㯲▱みたいなことであった

り、そういった᪂しいものが要ồされてく

るࢃけですよね。 

 そういった୰で、共通試験にᑐしては、非

常にከ様ᛶのあるᅜ❧学なんだけど、ᅜ

༠として一体ⓗにᑐᛂすることが要する

にබ┈にも㈨するし、きな目でいえば、そ

れぞれのᅜ❧学にも㈨するんだというの

がᇶ本ⓗな考え方だったと思います。その

୰でᅇのスࢻ࣮ࣆឤ➼ࠎでいろいろ問題

はあったのかもしれませんけど、までは

ごᏑࡌのとおりのᑐᛂでここまで来たとい

うことかなと思ってます。 

 

㎸山： 

それでは、私よりᩘⅬ、ご㏉答させていた

だこうと思っております。 

 ᥇Ⅼそして ᐃの⢭ᗘというところです

が、まず ᐃの⢭ᗘというところでごㄝ᫂

いたしますと、ᡃࠎをྵめてのእ部᳨ᐃ

試験ᴗ者もスࢥアで出す⤯ᑐホ౯ᆺのテス

トは IRT、㡯目ᛂ答理論をっておりますが、

それに関しては 1 つ 1 つの問題にᅔ㞴ᗘ、

㞴しさというところがᐃめられていまして、

それをỴめるのに前のテストがᚲ要にな

ります。その前テストがいかにཷ験者の

⬟ຊの分ᕸをṇしくᫎしているかという

ところで、そのẕ㞟ᅋが本≀のẕ㞟ᅋとど

れだけ㏆いのか、このようなㄝ᫂を南風原

ඛ生の前でするのは何なんですが、こうい

う ᐃの、いࡺࢃるセ࢜リ࣮に๎ったᙧで

ᡃࠎは常に、この 20ᖺ間 ᐃをするために

取り⤌んできたというところが 1 Ⅼ目です。 

 もう 1つは、᥇Ⅼの⢭ᗘについてですが、

⩚⸨ඛ生は英語ᩍ⫱のᑓ㛛ᐙですので、ま

たヲしくあるかもしれませんが、➨ゝ語

⩦ᚓの୰では、この発話、そして᭩くことを

ྵめたホ౯に関しましては、」㞧ᛶとṇ確

さとὶᬸさ、この 3 つを ᐃするきとい

う原๎があります。ඛど私がごㄝ᫂ᕪし

た意見㝞㏙の問題に関して、この᥇Ⅼࡆୖ

ᇶ‽をごㄝ᫂しますと、まず、その」㞧ᛶと

いうところであれば、࣮ࢦル࣭ ア࣓ࣈ࣮ࢳン

トというᙧで意見と理⏤を᭩かせます。そ

して一方でリングスティック࣭ࢥンࣆテ

ンシ࣮とゝっていますが、それを効ᯝⓗに

ఏえるຊというⅬで、語ᙡ、ὶᬸさ、ᩥ 法、

発音の 4 つのほⅬでけています。そこの

᭱ึの❧⬮Ⅼ、」㞧ᛶ࣭ṇ確ᛶ࣭ὶᬸさとい

うところを意㆑することでṇしい᥇Ⅼᇶ‽
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になると思いますし、㏫に᥇Ⅼᇶ‽をసっ

たときに、その᥇ⅬほⅬの全てにしっかり

ཷ験生がᏑᅾしていないと、それは᥇Ⅼほ

Ⅼの意がありませんから、それが ᐃの

部分でに関ࢃってくると思いますが、そ

のようなことを常にࣔニタリングしながら

実際の⿕験者にྜった問題సᡂをしている

というところです。 

 ඛど阿部ඛ生からありました thと sの

発音についてのホ౯ですけれども、そこは

私たちパ࣮トの A の音ㄞからパ࣮トの Dの

意見㝞㏙、㞴しさに分けて、4パタ࣮ンに分

けていますが、パ࣮ト A、パ࣮ト Bのそれ

ど㧗い英語ຊ、ス࣮࢟ࣆングຊを らない

ところに関しては、きちんと意がఏࢃって

いるかということで、英語話者の᥇Ⅼ者が

けるときに、それは意を㜼害するもの

でなければ、そこは問ࢃないというᙧにし

ていますので、㏫に⣽かく見られるからࣔ

、ションがୖがりにくいというⅬは࣮࣋ࢳ

GTECの᥇ⅬほⅬに関していえば、そのよう

なものはないというᙧで見ていただければ

と思っているところです。 

 2つ目のご質問、4ᢏ⬟ᆒ➼論、方法論に

関して、これもⰍࠎな方で意見があると思

いますが、私は 1 つ、ティ࣮ࢳングとテス

ティングをきく分けて考えるᚲ要がある

のではないかと思っています。ティ࣮ࢳン

グに関しては、学⩦ᣦᑟ要㡿にも᭩かれて

おります通り、ᢏ⬟は⥲ྜⓗに、⤫ྜⓗなά

ືを通して⫱ࡴというᙧになっています。

そうなると、例えばあるᤵᴗの୰で、⪥で聞

いて生徒が話をするというάືをᣦᑟィ⏬

としてỴめてたᤵᴗがあったとします。学

ᰯのᤵᴗであれば、まずඛ生が発話し、聞か

せたことにᑐして生徒が理解しているかど

うかというのを全ဨがきちんと理解してい

るかどうかを確かめます。その確かめると

きには日本語もいます。学⩦ᣦᑟ要㡿の

୰では原๎英語でάືすることをᇶ本とす

るのですが、日本語をってはいけないと

いうことは、Ỵして㥏目だとゝっているࢃ

けではないと思います。そのẁ㝵で、みんな

が理解したୖで、ᗘはࡌゃあ話すάືを

というのがᤵᴗ、ティ࣮ࢳングのスタル

だと思います。 

 ただ、一方でテスティングに関しては、生

徒が話したときに、話せなかった原ᅉが何

だったのか、そもそも᭱ึに聞いたンプ

ットのሗが分からなかったから答えられ

なかったのか、それとも質問は聞けて分か

ったんだけれども内ᐜが分からなくて答え

られなかったのかというのはきな違いだ

と思います。アセス࣓ントに関しては、アセ

ス࣓ント࣭࣮ࣛニングというゝⴥがあるよ

うに、やはり࢛࢘ッシࣗࣂックの୰でその

デ᩿⤖ᯝからḟの学⩦者、ḟのᣦᑟ者がど

のようなᙧで取り⤌んだうがいいかって

いうところに♧၀をえるのがアセス࣓ン

トだと思っていますので、そのほⅬからや

はりスࢥアをᢏ⬟ごとに分けるというのは

すごくリ࣮ࣈࢼࢬルだと私は考えています。 

 あと、᭱後にス࣮࢟ࣆングᣦᑟが⌧ሙで

ᚲ要かという話がありましたが、これも➨

ゝ語⩦ᚓの୰では 1980 ᖺ௦にス࢙࢘

ンがア࢘トプット௬ㄝというᙧで、ア࢘ト

プットをすることによって、よりンプッ

トの質も㧗まっていくということをカࢲࢼ

の例で実ドしていることもあります。また

その後、࢚リスという◊✲者、またはࣟング

という◊✲者がタスク࣮࣋ス、ඛど講演

で学⩦ᣦᑟ要㡿のㄝ᫂で⏦しୖࡆましたが、
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その୰で、まさにス࣮パ࣮グ࣮ࣟࣂルࣁ

スク࣮ルでは≉に CLIL㸦Content and 

Language Integrated Learning㸧といࢃれ

るようなやり方で、ᑡしでも英語だけです

が、どれだけゝ語άືを当者意㆑をᣢっ

てඛどの࣮࢜センティック࣭本≀に生徒

がゐれるような⣲ᮦの୰で⾜うようにᣦᑟ

していき┦効ᯝを㧗めていくかという理

論にᇶ࡙いて、の⌧ሙの英語ᩍ⫱になり

つつあると認㆑しております。いったん、ᅇ

答としてはここで⤊ࢃらせていただきます。 

 

⩚⸨： 

、㎸山さんがおっしゃったことで、ま

た、ここでごめんなさい。 

 まず、᥇Ⅼᇶ‽ですけれども、例えば

complexity、fluency、accuracyっておっし

ゃって、それを 5つに分けて 15とかで、そ

んなのでは見れません㸦➗㸧。᥇⟬ྜࢃない

です。例えば TOEFL なんかはすごく」㞧な

のを出してて、「බ⾲⏝」ってᑠさく᭩いて

あります。⌧実には、ᑡなくとも私たちがや

ってるところでは、そんなに⣽かく見れな

いです。だから、何を見ているか、それを୰

にධってㄡかが見ればいいだけで、全部出

すᚲ要はなくって、そこのところはやっࡥ

りᅜの㈐௵ࡌゃないのかなと私は思います。

で、そうしたうがᴗ者さんにとっても⤯

ᑐいいと思います。 

 まず、私にご質問をいただいたものです

けれども、ࢥンストࣛクト、ɔ ᡂᴫᛕの違う

ものをධ試にうことについてどう思うか

は、もうお話ししたとおりでア࢘トです。テ

ストは一本するしかないと思います。あ

るいは、「බᖹです」と皆さんに分かって

もらうດຊをする、あるいは「බᖹだけれ

ども、それをࢻ࣮ࣛࣂ࣮࢜するこういう

ものがあります」ということをちゃんとᅜ

Ẹにㄝ᫂しないと、あたかもබᖹなように

まやかしのᑐ↷⾲をసって⣡ᚓさせるのは

⤯ᑐよくないと思います。これは、違うもの

を ってるんですから方がないと思いま

す。だから、「බᖹです。でもこういう

Ⅼがあります」とか、そこまでᅜẸを⣡ᚓさ

せるのであれば、そうされたらいいと思い

ます。 

 それから、බᖹᛶについてኌを㞟めて

いるのかっていうのは、もちろん日発⾲

させていただいたのは、私たちが 1 ᖺ目は

⛶ᣋなアン࣮ࢣトしかできなかったんです

が、そこから 3 ᖺ間は確実にྠࡌもので㞟

めているアン࣮ࢣトの㞟ィを出させていた

だきました。講演㈨ᩱ㸦⩚⸨スࣛࢻ 33࣭

34 。ト⤖ᯝが出てます࣮ࢣ㸧にアンࢪ࣮࣌

ただ、見ていただいたら分かるんですけど、

半はኵなんです。要するに「ᅇ答がጉ

になったか」とか、「⮬分のᅇ答がᙳ㡪さࡆ

れたか」とか、「┿ఝできる⎔ቃだったか」

とかって、半はኵなんです。だけど、

アン࣮ࢣトには⮬⏤記㏙のところもあるࢃ

けです。もうࡰろࡰろに᭩いてます。「カン

ニングをしてた」とかなんとかとか。要する

に、ᑡᩘὴがࡦどい意見を᭩いてくるࢃけ

です。だから、さっきお話ししたように、も

しかしたらಶேの気質によるんࡌゃないか

と思うっていうのは、そういうことです。 

 は、うちの Interactive Englishって

いう⛉目のᡂ⦼の 10㸣になるんです。それ

、とか「んにしろࡆいいか」、らいだったらࡄ

「カンニングするやつがいる」とかで῭ࡴ

かも分からないけど、ධ試になったらどう

なのかなっていうのはീがつかないです
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というのをお話しさせていただきました。

確実にデ࣮タにᇶ࡙いたお話です。 

 それから、3␒目の私にᩥ⛉⮧させてく

れたらというのですけれども、まず「一ᚊ」

というのをやめたらいいと思います。さっ

きᅜ༠のアン࣮ࢣトで、ከくの学が「一

ᚊにしてしい」とᅇ答したというふうに

おっしゃられてましたけど、それは分から

ないからですよね。どうしていいか分から

ないから、みんななんか目安がḧしいとい

うふうに、それも▷ᮇ間ですから、答えたん

だと思うんですけれども。もうᑡし、さっき

もゝいましたけどᰂ㌾な発でሀ実に、要

するにᛴに 4 ᢏ⬟をᆒ➼に㓄Ⅼする、さっ

きᐑ本ඛ生がおっしゃってましたけれども、

✺↛そうするとか、✺↛一ᚊとか、そんなん

ゃなくて、ᑡしずつやることもできるだࡌ

ろうって思うんですけれども。テストとい

うのは、ᅾる⬟ຊを るものですから、ない

⬟ຊを ってどうするんですかって。だか

ら、⬟ຊがないとか、ᕪがないとかって分か

っているのに、そこを ってどうするんで

すかっていうឤࡌだから、ᆒ➼㓄Ⅼではな

くって、ᑡしずつቑやしていくというよう

なことができる᮲௳を担ಖすることがᚲ要

かなと思います。 

 それは、ᅜ❧学もྠࡌで、「一ᚊにみん

なに」っていうのは、あたかもබᖹなように

聞こえるけど、ちっともබᖹࡌゃなくって、

例えば、そこの࢜ルタࢼティࣈのとこに᭩

きましたけれども、これは全↛どうにもな

らない案かもしれないけれども、例えば、

「どこの学も 30㸣だけ 4ᢏ⬟テストを⤒

たேをධれましょう」みたいなᯟ⤌みで、

「あとはྛ学でしてね」っていう⮬⏤さ

もあっていいと思うんですよね。そうした

ら、さっきもゝいました学⩦㞀害のேも、あ

るいは⫈覚㞀害のேもかの㐨を㑅るし、

あるいはᮾがこのテストだから、⤯ᑐこ

のテストཷけなきゃいけないっていうよう

なこともない、かの㐨を㑅ばいいࢃけ

ですから。もうちょっとࣇレ࢟シࣈルに㢌

をാかせてやることはできるんࡌゃないか

と、私がᩥ⛉⮧になったらしたいなと思

います。 

 それを見ると、やっࡥりᅇのは「Ẹ間あ

りき」だったんࡌゃないのか。᭱ ึからもう

Ỵまってた、「Ẹ間ありき」やから、こんな

に㢌ᅛいんやろうと。┿㠃目に順␒に考え

ていったら、こんなことには⤯ᑐならん

かったやろうと私は思います。それだけで

す。 

 

阿部： 

だいたい私がゝおうとすることは、いつ

も⩚⸨ඛ生がゝっちゃうので、もうゝࢃな

くてもいいんですけども、᭱後のところか

ら࣮࢛ࣟࣇすると、その 4 ᢏ⬟ᆺをどうす

ればいいですかっていうご質問があったの

で、間のࡺるす⠊ᅖでお話できればと思

います。 

 おっしゃるとおり、何で 4 ᢏ⬟っていう

、が⊂りṌきしてるのかࢬレ࣮ࣇࢳッࣕ࢟

どうも分かんないんですね。で、1つの答え

としてはẸ間試験、࣋ネッセさんがいると

きで⏦しヂないですけど、Ẹ間試験が 4 ᢏ

⬟ᆺにしてるから 4 ᢏ⬟ってゝࢃないと話

が通らなくなっちゃうという話かなってい

う気もするんです。༢に「発ኌもしましょう

よ」とか、「しゃりもやりましょうよ」と

ゝったって何のኚࢃりもないと思うんです

よね、実際には。何で 4 ᢏ⬟なんですかっ
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ていうときに、こんどはそれをṇ当する

ために、「ᆒ➼」とか「ࣛࣂンスよく」って

いうࣕ࢟ッࣇࢳレ࣮ࢬが出てきたんࡌゃな

いでしょうか。ᆒ➼ってゝࢃないと、ู に

もセンタ࣮試験で間᥋ⓗに 4 つやってます

よ、とゝࢃれてしまう。たとえばセンタ࣮試

験のテストでは半分௨ୖは話ᩥなどを

っている。たぶん学⩦ᣦᑟ要㡿の࣮ࣛ࢜ル

ション㔜どのスタンスをなる࣮ࢣニ࣑ࣗࢥ

くᫎさせようとして話ⓗな要⣲を取

りධれようと問題సᡂ者が考えてああいう

問題になっているんだと思います。 

 ඛど私が山田さんにずいぶん⣽かいこ

とで質問したと思ࢃれたேもいるかもしれ

ませんけども、なんかこう、ࢃざࢃざセンタ

࣮試験をຎさせて 2ᢏ⬟にして、「センタ

࣮試験は 2 ᢏ⬟だからいかん」という理屈

を❧てるのはどういうことなんでしょう。

まさに᯾ᩥ⛉⮧のᙇがそうでしたね。

センタ࣮試験は 1 ᢏ⬟だとかってゝってる

ゃないのに、違うࡌけです。実際にはそうࢃ

っていう意見をᑒずるためにࢃざと 2 ᢏ⬟

にしている。これはんとにしょうもない

レ࣋ルのロᘚめいた問題のような気がしま

す。それとはูに、なんか英語ᩍ⫱っていう

のがかの⛉目にẚてどうしてもࣕ࢟ッ

ᆺになりやすいということも確ࢬレ࣮ࣇࢳ

認しておきたいです。「㸲ᢏ⬟」とか「࣑ࢥ

ࣗニ࣮ࢣション」といった⪥ゐりのいい語

を㐃したがるேがいる。 

 山田さんのࢃれたスࣛࢻの 7 ࢪ࣮࣌

のところで、学⩦ᣦᑟ要㡿の「聞くこと」、

「話すこと」の࣑ࣗࢥニ࣮ࢣション何とか

っていう部分をᘬ⏝されているのですが、

私はൗ㉺ながらこの部分をᣋⴭでῧ๐して、

ションっていう部分を全部取࣮ࢣニ࣑ࣗࢥ

ってみせました。そのうがずっと意が

通るとゝいたかったのです。こういう✀㢮

の「࣑ࣗࢥニ࣮ࢣション」の℃⏝って、ん

と意がないように私にはឤࡌられるんで

す。ᬑ通にゝ語⬟ຊとゝい換えるか、取っち

ゃったうが意がよっࡱどすっきりする。

ションっていうことをなんで࣮ࢣニ࣑ࣗࢥ

1 つのセンテンスの୰でこんなに何ᗘもゝ

なきゃいけないのかっていうと、なんかࢃ

やっࡥりそういうふうにある✀のム࣮࡙ࢻ

くり、⢊㣭のようなことをしないと᪂しい

ことをしてるように見えないからというこ

とがあるのかなっていう気がしています。 

 その理⏤を✺きワめて考えると、やっࡥ

り英語っていう⛉目がもともと――日の

原✏の᭱後のうに᭩いてあることですけ

ども――なんかすὒᩥᓫᣏのᡂれのᯝて

で英語ಙ௮、英語ᩍみたいなもののୖに

っかっていて、ಙずる者はᩆࢃれるⓗなୡ

⏺からなかなか⬺༷できていないように思

える。だから、どうしてもきらきらしたきれ

いなことをいࢃないといけなくなる。何し

ろ英語ᩍなので。ところが、「きらきら┳ᯈ」

が⌧実とすごい㞳しているし、そもそも

何ゝってんだかよく分からない。こんなに

ションって㐃して、何をゝ࣮ࢣニ࣑ࣗࢥ

ってるのか分かんないですよね。さっきの 4

ᢏ⬟と一⥴で、聞こえがいいことだけをᙇ

りけて、前に進めようとしているってい

うのが、≉にᅇのᨻ⟇の≉ᚩです。もとも

とそういうഴ向があるのが英語ᩍ⫱のカル

なのかもしれません。だから、そこは࣮ࣕࢳ

ちょっと整理していただきたいなっていう

気がしてるࢃけです。 

ゃあ、どうしたらいいか。あんたはどうࡌ 

するんだみたいなことをゝおうと思ってい
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たんですけど、私はリスニングっていうの

が、やっࡥり一␒だと思ってます。リス

ニングは㈝⏝ᑐ効ᯝがいいってゝうんでし

ょうかね、間をかければㄡでもある⛬ᗘ

は㌟につく。よくᾏእにఫࡴと 6 カ᭶目に

✺↛聞こえるようになるってゝいます。こ

れは、んと、みんなゝうんですね。㸴ࣨ᭶

のḟが 1 ᖺ目で、そのḟが 2 ᖺ目で、なん

かある✀、ⰼ⢊みたいなឤࡌで、ある⛬ᗘ

アレル࣮ࢠ≀質がたまると✺↛≧がでる

みたいな。私の⤒験でもそういうことはあ

りました。なࡐそんなことが㉳きるのか。い

ろんな要ᅉがあると思いますけども、間違

いなくゝえるのはᾏእに⾜くとᚲṚになる

んですね。たぶん⤯ᮃをࢃう。᰿※ⓗな

安を▱るんですね。何にもましてリスニン

グがそうだということです。࿘りのゝって

ることが分かんないと、んとに安にな

る。それを⤒験して 6 カ᭶たつと、何かが

ኚࢃる。 

 ᅇの英語ᨵ㠉では、ᾏእでຮᙉされた

方とか、⮬分は英語ができるんだって一ᐙ

ゝある方がいろいろと意見をおっしゃって

るࢃけですけども、この方㐩は、私がゝっ

たようなᚲṚの⤒験をしたりしてるሙྜが

ከいࢃけです。でも、そういう英語ₕけを⤒

験してきたときのࣟࢪックをそのまま日本

のබᩍ⫱に㐺⏝して、週 5 間しか英語に

ゐれてないேに㐺⏝することには無理があ

る。ᾏእに⾜ったேは、ゝ ってみれば英語の

ᾏでὋいできたࢃけです。これにᑐし、英語

のᤵᴗでしか英語をཷけてないேっていう

のは、たぶんỈ῝ 10センࡄࢳらいのところ

でὋࡂの⦎⩦をしているのです。ところが

ᾏእ⤌のேはそこで「ನとྠࡌようなやり

方でὋࡂを覚えろ」っていう。Ỉ῝ 10セン

なのに「英語のᤵᴗは英語で」とかいったࢳ

ら、もう全↛ᚲ要なことが㌟にかないで

す。Ỉ῝㸯㸮センࢳなら、Ỉ῝㸯㸮センࢳな

りのຮᙉ法があるのです。 

 そういう≧ἣの୰でどうしたらいいか。

私はやっࡥり、英語のᇶ♏ⓗな体ᖿを㘫え

るためにリスニング୰ᚰとゝいたい。英語

というゝ語の「㐠ືឤ覚」を学ぶにはリスニ

ングが᭱㐺です。でも、それはちょっと⣽か

い話なのではあんまり㋃み㎸めませんが、

ᑡなくともゝえるのは、やっࡥり㧗ᰯまで

のᤵᴗはᅵྎの部分を㘫えるためのຓ㉮ᮇ

間っていうふうに考えるきだと思うんで

すね。の皆さんの 4 ᢏ⬟っていうゝⴥを

ࢃせてもらうと、㧗ᰯまでのᤵᴗで 4 ᢏ

⬟を完⎍に࣐スタ࣮してるேは、ࡰいな

いと思いますね。ᾏእからᖐってきたேな

どをูにすれば。 

 だからこそ、将来英語をうかもしれな

いேが、そのᶵをዣࢃれないように㧗ᰯ

までのᤵᴗで‽ഛしてあࡆるっていう発

がになります。㧗ᰯまでのᤵᴗで、取り

あえず 4 ᢏ⬟できるようになりますみたい

なうたいᩥྃをうたって、୰㏵半➃に⾲ᒙ

だけできるようになったとゝいᙇる「やっ

たつもり㸲ᢏ⬟」とか、あるいは⾲ᒙだけは

アリࣂⓗに 4 ᢏ⬟したことにする「アリ

㸲ᢏ⬟」っていうのは、害がきいだけࣂ

です。もちろんᤵᴗの୰でも発ኌ⦎⩦とか

はするきだと思いますし、ス࣮࢟ࣆング

の体験もあったうがいいにỴまってます

が、何より㧗ᰯまでで効⋡ⓗにຮᙉできる

部分にはຊをὀいで㘫えるのがです。

しゃくしᐃつに「ᆒ➼」とか「ࣛࣂンスよく」

といった「きらきらレトリック」をふりかざ

すேに㝈って、⌧実のゝ語⩦ᚓのことを考
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えていないように思います。 

 あと、࣋ネッセさんがちょっとおっしゃ

ったことにも質問したいことが無きにしも

あらずですが、またそれはูのᶵに、また

後もどうぞよろしくお願いします㸦➗㸧。 

 

ᐑ本： 

何Ⅼかいただきましたけども、㧗➼学ᰯ

はもうごᢎ▱のように学⩦ᣦᑟ要㡿にᐃめ

た内ᐜをᩍえるっていうことですから、当

↛英語について୰㌟がኚࢃってくれば、そ

れにᑐᛂしたᩍ⫱をしなくてはならないの

で、ス࣮࢟ࣆングをྵめたᢏ⬟をより実

させなさいっていう方向ᛶになっています

から、当↛そういう方向でこれからもᤵᴗ

は⾜っていきます。 

 ただ、ᩍえるᩍဨのうは、これኚで

す。ここにいる皆さんとྠࡌような英語の

ᤵᴗを㧗ᰯで⮬分がᩍࢃってきて、㛗ᖺそ

ういうふうなᤵᴗをやってきたඛ生方に、

ᗘはもうᑡしᤵᴗをኚえていきなさいっ

ていうことをồめられているࢃけですか

ら、当↛、◊ಟをしてᤵᴗᨵၿをしてᩍえて

いかなくちゃいけないですから、そうはい

ってもいきなりồめるところまで⾜くって

いうふうにはなかなかいかないだろうって

いうふうに思っています。 

 それから、ࢻ࣮ࣁルをపくするっていう

ことはᨵ㠉に後ろ向きではないかっていう

ことなのですけれども、一␒何が問題な

のかっていうと、この᪂しいセンタ࣮試験

の後⥅の共通テストの英語の部分をẸ間᳨

ᐃで見ましょうっていうところにᑐして私

は問題だってゝってるんです。つまり、か

のᩍ⛉はྠࡌような目ᶆで全部試験をやる

ゃあそࡌ、けです。英語௨እ。英語だけはࢃ

うࡌゃなくてูのものをධれるっていうこ

とで、のᩍ⛉とేせてホ౯ってできるん

ですかっていうことなんですね。つまり、

のセンタ࣮試験は英語もྵめて全部のᩍ⛉、

⛉目にᑐしてྠࡌ目ᶆで、こういうຊを問

うということを᫂確にしながら全部స問を

しているࢃけです。でも、英語だけこれをእ

してしまったら、この英語ってᩍ⛉ってそ

もそも何なんですかということになります。

AOや推⸀ででも᳨ᐃをってるࡌゃない

かという意見もありますが。それは、ಶࠎの

学がಶࠎの学にධってくる生徒にᑐす

る㑅ᢤのためにってるࢃけで、それと

ᅇのこの共通テストで᳨ᐃ試験をධれるっ

ていうことは全く違うってことなのです。 

 ᅜ❧学などの学に進学しようとする

60ே㏆い生徒が➼しくཷける試験である

ってことです。しかも、かのᩍ⛉と、⛉目

と違う≀ᕪしでこれを ろうとするってこ

とがኵなのですかっていうところにᑐ

するᠱᛕだってことです。だから、そこのと

ころがまずいいのかどうかということを、

やっࡥりしっかりと考えていただきたい。 

 で、いろんなㄢ題がある୰で、それでもこ

の英語の㈨᱁᳨࣭ᐃ試験をうという方向

であるのであれば、ࢻ࣮ࣁルはపくした

うがいいんࡌゃないですか、そのうがい

ろんな意でᙳ㡪はないのではないでしょ

うか。で、の⛉目とྠࡌようなࢥンセプト

でసっている英語の共通試験もేせてっ

たうがいいんࡌゃないんですかっていう

ことをゝってるࢃけで、ᨵ㠉に後ろ向きだ

っていうことではありません。 

ゃあ、どうすればいいのか。これはබⓗࡌ 

なᶵ関が᪂たな試験をసるというດຊをす

きです。これは、いろんながあってな
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かなかできない。でも、これからそれこそ

AIをྵめていろんなᢏ⾡が進Ṍしていく୰

で、できないからとゝってのẁ㝵で

を㝆ろすっていうこと⮬体がはおかしい

と思うんですね。⌧にᮾி㒔はᗘ㒔❧㧗

ᰯのධ試の୰でス࣮࢟ࣆングの試験をᑟධ

する、そういうような方向ᛶをཤᖺの 12᭶

に発⾲しました。᳨討の㏵୰まで出てきた

ㄢ題は学ධ試と全くྠࡌです。ところが、

⤖論が違います。ᮾி㒔ᩍ⫱ጤဨは、Ẹ間

の▱見をά⏝して⊂⮬の試験を㛤発すると

Ỵめました。⣙ 6 ேですよ。センタ࣮試

験ཷ験者の 10分の 1です。それだけのே間

にᑐして、ス࣮࢟ࣆングຊを る᪂たな試

験ができないかっていう方向で᳨討を㛤ጞ

するっていうふうに方向を⯦をษって、こ

れからල体ⓗにどうされるかっていうのは

᳨討されるんでしょうけども。だから、そう

いうようなこともྵめて、やはり将来ⓗに

はඛど∦ᓠඛ生もおっしゃったように、

ᅜが英語の 4 ᢏ⬟を る試験を㛤発すると

いう方向に⾜くのが本来のጼではないかっ

ていうふうに思います。௨ୖです。 

 

南風原： 

どうもありがとうございました。このま

ま、ᮅまで議論したいところですけども、⤊

了間となりました。本日は、実際にᅜのᨻ

⟇を進めておられるᩥ⛉┬の担当者の方か

ら、そのᨻ⟇をྐୖ᭱悪と⛠して本を᭩か

れた方まで、まさにከ方㠃の方においでい

ただいて、お話をఛうことができました。こ

のシン࢘ࢪ࣏ムを通して、㊃᪨で㏙まし

たとおり、ཧຍの皆さまの理解が῝まって、

後の方向ᛶの᳨討にᙺ❧つ▱見がᚓられ

たのでしたらኚᖾいに思います。 

 本日は、登壇者の皆さま、そしてሙを

ྵめ本当にከくのཧຍ者の皆さま、ㄔにあ

りがとうございました。これにて㛢とい

たします。どうぞ、お気をけておᖐりくだ

さい。㸦ᢿᡭ㸧 
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No.
どなたへの
質問ですか？

質問のテーマ 質問内容
あなたの
ご職業等

1 山田，込山 大学入試英語成績提
供システム参加要件
②について

Ⓐ山田先生へ
参加要件第4の9にかんして伺います。
試験監督として教職員の活用を認めていらっしゃるようですが、
センター試験の代替のような、受験生にとっては人生を左右する
ような試験の監督は教職員にとって業務増大であるだけでなく心
理的負担も大きいと感じますが如何でしょうか。
Ⓒ込山様へ
Speaking Testにかんして、オフラインの環境ではテストをうけて
いる生徒のtask、solving、competenceは測れるかもしれません
が、やりとりをするinteractionの力は測らないということでしょ
うか。

B)小中高
教職員

2 山田 CEFRとの関連性につ
いて

かつて東京外国語大でCEFR事務局が講演を行った際、Can-Doリ
ストは学習者の側の英語上達能力の判断材料で、資格試験化して
はならないと言ったが、なぜ文部科学省は関連性を求めようとす
るのでしょうか？

B)小中高
教職員

3 山田 ①大学入学共通テス
トでの英語4技能テス
ト結果の利用方法
②GTECのCEFRでの
レベルについて

①大学入学共通テストを利用しない大学でも、英語4技能テスト
の結果の送付機能を利用する方法はありますか？
②GTEC for studentsをC1まではかれるようにする計画はありま
すか？

A)大学教
職員

4 山田 資格・検定試験の認
定と評価について

CEFRの刻みが粗すぎて、入試で選抜に活用しにくいことに対し
て、対応する予定や考えがあれば伺いたい。

C)民間教
育関係

5 山田，込山 CEFR 1）CEFRのCan-Doは、「評価の尺度」です。それを到達目標に
使うことをどのように説明しますか？
2）CEFRのgridは、非常にきめ細かく記述され、「話す」
（spoken production）「やりとり」（spoken interaction）だけ
でも相当量あるのを、どう使うつもりですか？
3）パソコンやタブレットで「話す力」が測定できますか？

A)大学教
職員

6 山田，込山 日本の英語教育にお
けるCEFRの導入につ
いて

CEFRは欧州評議会が複言語・複文化主義の理念を実現させるた
めに作成した評価の尺度である。それをただ到達度目標として導
入している。理念なく、テストのために用いるのはおかしい。
CEFRが何のために存在するのか理解していますか？

D)学生

7 山田 CEFRの共通参照レベ
ルについて

個人の中で、4技能でCEFRの共通参照レベル（A1,B2,…）にばら
つきがあることがそもそもありえるのか。また、そのことは何を
意味しているのか。

D)学生

フロアからの質問
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No.
どなたへの
質問ですか？

質問のテーマ 質問内容
あなたの
ご職業等

� 山田 民間検定試験を入試
の൳に使うことへ
のٛ

センター試験、国್ཱི࣏試験、ࢴ大のҲൢ入試は、実ࢬの際に非
常にືݭなセΫϣリテΡରで実ࢬしているとࢧいます。そこに
受験生からの৶བ・৶用があります。民間テストの結果を利用す
るとなると、ಋのືݭなରでの実ࢬを文科省がฯৄしてくれ
るのでしょうか？६会での実ࢬ、実際の試験教࣪での؇理で
もືݭな実ࢬをฯৄできることをන明できなければ、活用の理解
はಚられないとࢧいます。GTECのスライχ29くらいの対応では
ޮฑ性・ޮਜ਼性はฯৄされるとは৶じがたいものがあります。こ
れまでのセンター試験には、৶をಚるだけの価があります。す
でにいくつもの大学で使用しているからという理༟で、東大など
いまࢧ૬のは͝しい大学でもಋに導入というのはୌあるとڟ
す。

A)大学教
職員

9 山田 現行センター試験に
ついて

現行のセンター試験は、それΆどにもॉな఼がଡいのでしょ
うか。では、ࠕまでのセンター試験はいったい何だったのです
か。（「学習ࢨ導要のրఙ」によるからという理༟Ґ外でお
えください）

B)小中高
教職員

1� 山田，込山 スϒーΫンήとライ
テΡンήの外部試験
のࡀ఼の࣯の検ৄに
ついて

ք外ࡀ఼ڎ఼までめて、実際にこのくらいのҌ（スϒーο
ྭ）で、これくらいのಚ఼になったというๅをベϋッセはޮ
されますか？またଧ当性を文科省は検ৄするのでしょうか。

C)民間教
育関係

11 山田，ฤ่ 「なぜ民間試験なの
か？」について

民間試験のୌ఼がࢨఢされている中、「なぜ民間試験を活用す
るのか？」「ϟリットがあるのか？」「ୌ఼の解݀にけての
खૌはどう考えているのか」などをஎりたいです。

B)小中高
教職員

12 山田，込山 ॽく、話すのࡀ఼خ
६について

何をもってす͛れた「ॽく」「話す」力であると判断するのか、
それは外部試験間で共通しているのか

A)大学教
職員

13 山田 「外部試験」のセン
ター試験化はできな
いのか

「センター試験では英語࢝技能はໃ理」と文科省、国大ڢが判断
したが、民間にできることであれば、できるのではないか、
GTECにせよ、英検にせよ、それをそのまま国Өで行う方がޮฑ
性を֮ฯできるのではないか。

A)大学教
職員

14 山田，ฤ่ センター試験の英語
ഉࢯについて

なぜસ的に外部җなのですか。スϒーΫンήとライテΡンή
テストが理的にໃ理というのは方法をచめているとしかࢧえま
せん。高ߏの教科ॽを検定しておきながら、高大ંକをฯৄする
のが外部テストというのは、高ߏに外部テスト対ࡨをすることを
考えると性が認められません。

A)大学教
職員

15 山田 教育のޮਜ਼性につい
て

教育という国と国民にとって非常に大なが、事実上1つの会
ऀによるՋઐয়ସになっていることに対して、どうお考えです
か。
・センター試験のυータੵ
・-apan-e-portfolioにંକするシステム
・センターテストのࡀ఼җ
・̒技能を測定するための民間検定などなど
現にいると、あらΑるࡨにಝ定のة業が入り込んでいること
を感じます。

B)小中高
教職員

16 山田 検定の受験機会のޮ
ฑ性について

Ցग़では、入ग़生にίンブリッζ英検のໃ料受験をしておりま
す。
・受験のޮฑ性
・入試と民間業者のંۛについて
͟意ݡいただけると߀いです。͟講演いただき、ありがとう͟͡
いました。

C)民間教
育関係
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No.
どなたへの
質問ですか？

質問のテーマ 質問内容
あなたの
ご職業等

17 山田 ্֒を࣍った方の4技
能評価について

GTECの説明にはあったが、国（સର）の方ਓとして、4技能す΄
てをຮଏにضすることができない（Ҳ部の能力が্֒により
これに対するഓྂには、ޮฑ性がฯたれるの、できない）ض
か。（資格試験により、ѽいのࠫがड़ないようにできるのか）

C)民間教
育関係

1� 山田 英語民間試験を活用
することのฒ֒につ
いて

英語民間の活用とは、相応のࢴඇ負担を国民に求めるものであり
ます。ޮ教育を受けるଵにおけるࢴඇ負担の高さは、共通した
ऀ会՟ୌであり、試験やम学をめ͛るඇ用負担（ޮ的負担）は、
現য়の教育րַでは非常にݸ定的、かつ実࣯・実ସをΚないも
のであると言Κ͡るをಚません。ڟ૬とྣりΚせである（外部
試験、大学入試）やこのࢴඇ負担の現য়をؓみるに、よりใׇ的
なޮඇฯ্をしなければ、国民のݘ利としてगられる΄きޮ共
性・ฑ性のあるޮ教育のઅ計とは言えないのではないでしょう
か。これについて、つまり「英語民間試験活用による大学入学者
選抜のฒ֒を文科省はどれΆど認ࣟしているのか」について、お
えいただきたいとࢧいます。

D)学生

19 山田 民間の資格・検定試
験を大学入試に導入
する際にච要なড়件
について

①参加要件の中にୌと解のޮがないのはなぜか。ࡤ೧のࡗ
大・京大の入試でనなୌがあったことが、外部からのࢨఢ
で明らかになりました。これはୌと解がޮනされたおり、予
ඍߏ講ࢥや高ߏ教ࢥがݡつけたためです。こうした外部の目にさ
らす外部のࢨఢを受ける度のない試験を活用した、入試が
ブラッέϚッέスにおͬいるおそれがあるのではないでしょう
か。②その際、もしనなड़ୌがあったとかった、どう
対応するのでしょうか。ޮ性と検ৄ性の担ฯはどこで？

E)そのଠ

2� 山田 高教育ໃঊ化につ
いて

的にࠖೋな学生のため、大学द業料、受験料をึঁすることࡃܨ
はોらしいとࢧう。しかし、英語の外部テストやspeaking、
Zritingを入れていくことは、実際試験にྡまでの६ඍに民間ग़
など大きなࢩड़がݡ込まれるのではないか。この఼、ࡃܨ的にࠖ
会ಢࣙにこうしたڢԋできますか？大学ࢩしている学生をどうڃ
英語検定を行うことはできないのか？現য়では民間ة業への外部
җとݡえてしまう。

A)大学教
職員

21 山田 民間試験を活用（セ
ンター英語のഉࢯ）

・システム会議の࠹शๅࠄでは、「民間試験のஎݡを活用」とさ
れているが、実ࢬ方ਓでは、「センター英語をഉࢯし、民間試験
に替える」となったܨҤで、どのような議が何ॴであったの
か？
・ญせて「32೧度から実ࢬՆ能性について検౾」から「32೧度か
ら実ࢬ」になったのは？（Ն能であると判断したࠞڎ？）

E)そのଠ

22 山田 度અ計について 省がめようとしている高大ંକの理念からいって、英語ي
Speaking（:ritingも）・記述ࣞは、「ેخਏ断」の方に機能担
していただいた方がࢨ導・育成にༀཱིつとࢧいます。度અ計の
際にそのようなことは検౾されましたか。また、度અ計の抜本
的なݡしを考えておられますか。

A)大学教
職員

23 山田 民間の英語資格・検
定試験の利用につい
て

・高ߏ（ಝにཱིࢴ学ߏ）のद業が検定試験対ࡨとなってしまう
Ն能性が高そうですが、そのあたりに何か対ࡨは講じられるので
しょうか？（4技能はྒྷいとࢧいますが、民間の英語資格・検定
試験の利用はもっと৽॑にされた方がよいのではないでしょう
か？）
・民間テストはࢨ導要ߴにଉっているのでしょうか？

-
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No.
どなたへの
質問ですか？

質問のテーマ 質問内容
あなたの
ご職業等

24 山田 英語˼国際語につい
て

英語が国際語になりつつあると言Κれたが、その学ढ़的ࠞڎは何
か。ήϫーώル化とは使用言語を英語にҲ本化することではな
く、ֆにあるす΄ての言語をଜ॑することではないか。学ߏで
は、ࢢどもたͬがগཔ、どの言語を学際にも対応できるよう、
文法・ಣ解のࢨ導を中心に行う΄きだとࢧうが、そのวはどう考
えているか。

B)小中高
教職員

25 山田 度（テスト）
におけるスϒーΫン
ή技能のखりѽいに
ついて

ありがとう͟͡いました。現行センター試験に関する͟説明の
ॶ（ഓා11ࢢϘーζ、3oZer3oint1�น）①dernitel\、②
democraticの英ୱ語について「A1のࢢたͬは使Κない」という
͟主ࢭの言でした。（ըʓࣙਐ、これらの英ୱ語のکにはあ
やしいものがあります）
ʽ࣯ʾ「話す」「ॽく」を評価するという度（テスト）
において॑ࢻされるのは、ྭえばパーテΡーでΚいΚいやるとき
に使うような「A1のࢢたͬ」も使えるような語のスϒーΫンή能
力なのでしょうか。あるいは、やはり「ک」について学こと
は本࣯的ではないのでしょうか。

C)民間教
育関係

26 山田 テスト導入ޛの֦
大学のࣙ主性につい
て

現在のセンター試験、そのਐの共通1࣏試験は、ેخ的なྒྷ
でおおまかなるいにかけ、2࣏（個พ）試験でॉにघ間と࣎
間をかけて選抜するということであったとࢧいます。「࢝技能」
のテストの議では、あたかもそれがす΄てであるかのような
いですが、外部テストを導入した、֦大学の要求する英語
力を測る個พ試験において、֦大学のࣙ主性・ಢࣙ性は、ฯৄさ
れるのでしょうか？ࢨ導要は「法的߈力を࣍つ」ことから、
֦大学にѻ力はかからないのか、ݔ念しています。

B)小中高
教職員

27 山田 外部検定試験の成績
の੧求、提供につい
て

-E3ではસての外部検定試験Ҳׇで成績を੧求、提供とあるが、
実ࢬはՆ能でしょうか。

A)大学教
職員

2� 山田 大学共通テスト、リ
スωンή試験実ࢬに
ついて

スライχ329のཟ外に「個พԽݱ機حҐ外の方法で実ࢬする予定
であるため」とありますが、۫ର的にどのような方法をお考えな
のでしょうか。

C)民間教
育関係

29 山田 共通テスト英語につ
いて

+36೧度Ґ߳もܩକされるのではとのٛ念がͷ͛えません。本当
になくなるのでしょうか。

C)民間教
育関係

3� 山田，ฤ่，
込山

検定試験の実ࢬ会
について

ྭえば、英検の६会実ࢬやGTECの学ߏ受験のスコΠは、大学
に提ड़するਜ਼ࣞなスコΠとして認められるかどうか。

B)小中高
教職員

31 山田 4技能測定の目的につ
いて

4技能を測定しなければならない理༟は何でしょうか。4技能測定
の目的をͽとことで教えてԾさい。

C)民間教
育関係

32 山田，ฤ่ 高教育श྅࣎の英
語力担ฯについて

学生の英語での৶力上に関して、ଠ国では入試ではなく、大
学ଖ業࣎での英語力達成خ६をઅ定しているίースがଡくある
が、日本ではその議があまりなされていないのはなぜでしょう
か？入試よりもް果があるという文もあります。

E)そのଠ

33 山田 ֦大学の個พ試験に
関して

東大を࢟め、ೋ関大で個พ試験がรΚらないݸり、高ߏ現では
学;の್性が生じる。どう考えるか。

E)そのଠ

34 山田 - センター試験、現行の,C3（個พԽݱ）はどういうあつかいにร
Κりますか？

C)民間教
育関係

35 山田 外部試験の৻ࠬにつ
いて

「大学入試英語成績提供システム」に参加ਅ込のあった外部試験
が参加要件をຮたしているかどうかは、国が外部試験の಼部に入
り込んで৻ࠬするのでしょうか。それとも、業者のਅࠄだけにخ
Ͱいて（ʻ業者の言いなり）判断するのでしょうか。

A)大学教
職員
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36 山田 - 日本の大学入試センターがಢࣙの4技能テストをする予定はな
いのか？
౹ҲテストのΆうがޮฑではないか？

C)民間教
育関係

37 山田 本րַによって、本
当に高ߏの英語教育
がรΚるのでしょう
か。

ߏまで様ʓな高「ߏ教育ࠖೋ」からߏまでೋ関大学ۛ࠹、はࢴ
現にいた者です。高大ંକրַのҲつのटࢭとして、大学入試
をรえることによって高ߏ教育のրַをਦるものと理解していま
すが、先Άどの話では英語教育のրַにおいては、そうではない
とのお話でありました。現実にஏ方のଡくの高ߏではචͥしもセ
ンター試験を受けて大学学にοϡレンζする生徒ばかりではあ
りません。そのような高ߏでは、4技能の育成をਦるらいは実現
されないようにࢧいます。大学入試をรえることによって高ߏ教
育րַをਦることのݸֆを感じ͡るをಚませんが、いかがでしょ
うか。

A)大学教
職員

3� - 小中高のࣉಒ生徒の
英語4技能（5Ү）
の力のᔽについて

高教育での学࢞力やήϫーώル人材の育成を目ࢨす上で、その
資࣯を༙したࣉಒ・生徒を育成させるච要があることは理解でき
る。そのҟに大学入試のրַにखりૌことも理解できるが、ࠞ
本の対ࡨはॵ中教育に関Κる教員の力量をඍえられるような教職
՟ఖのै実や人材֮ฯがまͥ国としてखりૌまばならないと考
えるが、いかがか？
ྭえば、英語の教員成՟ఖでは1೧Ґ上のք外ཻ学をචਤに、
教員となったہには、そのඇ用（ཻ学に係る）をึてんするな
ど。

B)小中高
教職員

39 山田 高ߏ生の英語力に関
Κるୌ意ࣟについ
て

speaking、Zritingに՟ୌを์える高ߏ生の英語力のୌは、し
Θ、学ߏ現における語学教育のݸֆだと考えることはड़པない
のでしょうか？学ߏのद業で英語がϜスターできるというݮが
ୌでは？

A)大学教
職員

4� ฤ่ 国大ڢによる活用方
法の౹Ҳ化について

資格・検定試験の利用方法は受験生のࢦߏ選定ϕϫセスにӪڻ
を༫えるとࢧいます。ྭえば高いスコΠを࣍っている受験生は、
そのスコΠがΠχώンテーζとなる方法をࡀ用している大学を選
ܑが高くなり、ఁいスコΠしか࣍っていない受験生は、その
スコΠがύンυとならない方法を利用する大学を選Ն能性が高
くなるとࢧいます。また༑ऴな学生を֮ฯするための༑۲ીと
して加఼方ࣞをࡀ用する大学ಋ࢞でも、うͬは3�఼加఼です、い
やいやうͬなら5�఼ですというようなڟ૬になってしまうのも
ましいことではないとࢧいます。そうならないためのルールを、
֦大学が利用方ࣞを݀めるに、作っておくことがච要なのでは
ないかとࢧいますが、その఼についていかがお考えでしょうか。

A)大学教
職員

41 ฤ่ - 共通テストの外国語で英語Ґ外の外国語（ྭえば中国語やフラン
ス語）を選した受験生に対しても英語の認定試験を՟すのが国
大ڢのخ本方ਓと考えてよいか？（Ҳൢ入試のસ受験生に認定試
験を՟すというお話だったので）

A)大学教
職員

42 ฤ่ 外部試験のഓ఼は国
ཱི大は౹Ҳするのか
について

外部試験のಚ఼化する「C2」を6఼とಣか6�఼とಣみえ
るかで受験生の対応はรΚってきます。どうお考えでしょうか。6
఼なら受験生は対ࡨを講じないとࢧいます。

C)民間教
育関係
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43 ฤ่ 資料26Ϙーζ上ஊ
国大خڢ本方ਓへの
会ௗ話

受験生がݡ通しを҈ͬ࣍心して६ඍに念できるようとあるが、
この「҈心」とはどういう意味か？
複਼の外部検定がௗغにΚたり（4݆ʛ12݆）複਼յ認められる
とする現行のಊきは、સく「҈心して」とはならない。҈を高
めるばかり。સରに対してͽとつの試験をҲغ࣎にҲյ行うよう
えることはできないものか。国大ڢのஎݡを結ॄしてる΄き
では？それが受験者の҈心につながるはͥ。

B)小中高
教職員

44 ฤ่ 「共通試験へのҲର
的対応」について

Ҳର的対応をکされていたが、րַの方がまͬがっていた
સ員がࣨഌすることになる。ঙなくとも外部試験の活用法ま、
で国大ڢで౹Ҳす΄きではないとࢧうがどうか。それとも、າཔ
を予எできているのだΘうか。（ൿです）

A)大学教
職員

45 ฤ่ 高い英語力と、பে
的ࢧ考をう英語力
と入試との関係

高い英語力をもつ学生であっても、トッϕレベルのք外大学で
やっていくのはೋしいとのことでしたが、ではபে的ࢧ考力を
う英語力とはどのように育成されるのか。そして、テストでは
そのような力は測定できるとお考えですか？

B)小中高
教職員

46 ฤ่ ཻ学について ֆのトッϕレベルの大学の性の高いद業についていけない
ことを、英語力のせいにするのはややཛྷなһেを受けました
が、いかがでしょうか。

D)学生

47 ฤ่ 326ɻ認定試験の結
果の活用法

ҡなる認定試験の結果の評価で、CEFRҐ外のخ६をࡨ定する
か？とありましたが、CEFRҐ外のخ६で参考にしようとしている
ものは͟͡いますでしょうか。よΘしくおبいいたします。

C)民間教
育関係

4� ฤ่ ౹Ҳかྭࣖについて いͥれの方ਓかをやはりஎりたい -
49 ฤ่ ΠέテΡブラーωン

ή導入
・4೧ܨってもなお対応できない学生がいるとのこと、教員側はど
のようなをしているのか？
・ࣙ͟ਐはどんな学生だったか？
・resective learnersはいてはいけないのか？
・学習目標から、Active、Resective͟とにઅ定しては？

A)大学教
職員

5� ฤ่ 民間試験活用のその
先

民間試験の「எݡ」を͟活用されたいとのことですが、現在まで
കってきた入試センターの࣍つόΤύΤとҡなる఼をおซかせく
ださい。

C)民間教
育関係

51 ฤ่ 認定民間英語試験を
選抜に活用すること
について

活用方法、日本の高ߏ生がΆとんどA1のΦリΠ。1఼き͡みで
൳が判定されるとこΘ൳にかかΚるࠫҡをつけられるのです
か。

B)小中高
教職員

52 ฤ่ න中の౹計につޜ
いて

・資料325の「ಋ、意ݡなし」67ˍとありますが、なぜ「意ݡ
なし」もめて67という਼࣊をड़したのでしょうか。「意ݡな
し」は何ˍですか。
・327のᶇについてですが、ଡ文化ऀ会学部入学者は何໌いらっ
しゃいますか。਼によってһেがรΚるとࢧいます。またᶇの
̟2�ではԾがっている（かなり）ようにݡられますが、このこと
については何ބһをそのまま右ݠ上がりにӀっͼったので
しょうか。һে的にどうかとࢧいます。

D)学生

53 ฤ่ 認定試験とॊཔの試
験のญ用について

・ฑ成35೧度までは認定試験とॊཔの試験をญ用することについ
て、生徒はྈ方受験するという理解でよΘしいでしょうか。
・もしྈ方受験するということであれば、英語だけでなく、ଠの
科目にもหکの方などの఼で生徒に負担をکいることになると
。Κれますが、その఼はいかがお考えでしょうかࢧ

-

54 込山 ୌのޮについて ଉݬ目ൕ応理などを用いたテストӣ用を行う上で、非ޮがߴ
として͝ڏられますが、ベϋッセとしてはどのような対応を考え
ていらっしゃいますか？

D)学生
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55 込山 GTECと検定教科ॽٶ
;द業について

GTECがैに考えた上で作られているのがよくかりました。だ
とすると4技能を৵ばすには、GTECのテストをスライχ32�，21
の資料のようにレベルのఁい方からॳ൬にこなしていけばࣙと英
語力がつき、しかも大学入試の英語にも対応できることになりま
すが、このGTECを教科ॽあるいは෯教材として英語のद業の大ൔ
をこれに替えてしまいたくなります。
英語教育րַは、そういう方性でしょうか？科目としても大ੴ
のReading、Grammer、Compositionにして、そこに/istening
とSpeakingを加えるだけのことなのかとࢧいました。4技能のス
Ϋルरಚが大ൔの目標になってしまうのではないでしょうか。

B)小中高
教職員

56 込山 CEFRについて Aɿ山田先生に࣯͟します。
・֦資格・検定試験のೋҝ度、受験料のҩいなどで、ޮฑが生
じないですか？
・英検やGTECなど国಼でしか通用しない資格検定では意味がな
いのではないですか？Ԥ文ऀやベϋッセの利ݘがからんでいない
か？
Bɿฤ่先生に࣯͟します。
試験は、ಣ解と文法・作文をうॊཔのテストとรΚらな್࣏・
いのですか？それによって、ࢨ導がรΚってくるのですが。
Cɿ込山先生に࣯͟します。
・CEFRとの対応関係は、CEFRからਜ਼ࣞに認定されているのです
か？

C)民間教
育関係

57 込山 ఼の৶བ性についࡀ
て

とಋҲୌ（国、学ྼेڋ）఼者（speaking、Zriting）の性ࡀ
にかかΚるࡀ఼者਼（現行で）について教えてԾさい。

-

5� 込山 CEFRとのͽも付けに
ついて

CEFRに対応付けるには、GTECのଧ当性、性、҈定性をࣖす
ච要があるが、どのような検ৄ作業をされているのか？Council of
Europeがड़した0anualは、どうѽっているのか？おたͥした
いとࢧいます。
ライテΡンήのࡀ఼者は۫ର的にだれか？

C)民間教
育関係

59 込山 タブレットのスϒー
Ϋンήについて

生徒さんはबりのはـにならないのか？ഓྂはどう考えている
のか？

C)民間教
育関係

6� 込山 GTECでの࠸試験へ
の対応について

機حトラブル、ࣙષ֒ࡄ、ޮ共ި通機関トラブルで、พ日ఖで
の受験、࠸試験はどのように実ࢬしていますか？その、ど
のようにޮฑ性を担ฯしていますか？

C)民間教
育関係

61 込山 GTEC評価の҈定性に
ついて

:riting、Speakingについて、ಋҲ解のࡀ఼結果のಋҲ性のࠬ
結果、ฯৄなどあるのでしょうか。

-

62 込山 GTECのRと/のୌ
の࣯について

GTECのୌྭですが、R（Reading）と/（/istening）は、現行
のセンター試験のものとどこがҩうのでしょうか？あまりҩうよ
うにはݡえませんが。

B)小中高
教職員

63 込山 GTECの活用法につい
て

学ߏでのGTEC導入の検౾が࢟まっている。4技能をはかり、द業
րવの方法として意味があるともࢧうが、GTECをخ本としたद業
րવの結果は、ଠの検定試験にも通じるものとなるのだΘうか？
複਼の資格試験があり、ܑも4技能で求められるものもͬがって
いると、学ߏとして対ࡨがたてͥらい。

B)小中高
教職員
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64 込山 試験ୌの࠸使用に
ついて

,RTによる対応Ͱけを行うには、චͥ予ඍࠬが行Κれるはͥで
ある。その఼࣎で、試験ୌはॵड़ではなくなる。Ҳ部受験生は
それをஎりಚるয়ସで受験することになり、܃りศし受験すれ
ば、ಋじୌがड़ୌされるՆ能性もκϫではない。ஸしくޮฑ
だと考えるが如何か。ୌをफॄして解の方を܉࿇すること
もًこるだΘうが、それは教育րַの目的にஸしくൕするので
はないか？

A)大学教
職員

65 込山 GTECと学習ࢨ導要
およ;CEFRとの関係
について

CEFRとࢨ導要はಢཱིした文ຼや理念で作られたもの
GTECʷࢨ導要
GTECʷCEFR
ྈ方のড়件をઅ定するテストが果たしてできるのか
CEFRの理念をどのようにಁまえておられますか？

A)大学教
職員

66 込山 CEFRは何のྲྀです
か。

ʷ A)大学教
職員

67 ฤ่，込山 :ritingとSpeakingに
ついて

GTECにおいて:ritingの評価はのスタッフ2໌（により�
上Ғ者）でࡀ఼されるとしていますが、これを入試として使った
1、έラス4�໌の高ߏの現ではそれにඍえて࿇習させる教
員が明らかにオーώーϭーέになります（ˢ学ߏがൾฒしま
す）。:とSはخ本的に1対1で行なうものであり、1対4�の高ߏで
なく、大学入学ޛに֦大学においてঙ人਼द業でݭしくࢨ導す΄
きでないでしょうか。

B)小中高
教職員

6� 込山 GTEC学ߏ६会につ
いて

・本会はどのくらいのوໝで実ࢬされるのか
・学ߏ६会への監督者のഁݥが࢟まるのは2�2�೧からか
・上記に関して、݀定していないのなら、いつනされるのか

B)小中高
教職員

69 込山 ライテΡンήの評価
について

（あまり生しないことかもしれませんが）テスト受験者が
BritisK EnglisKを使用し、ࡀ఼者がAmerican EnglisKの、ど
のように対応を行うのでしょうか。

-

7� 込山 共通テストで利用で
きる外部検定につい
て

生徒をࢨ導する際、共通テストでࡀ用された外部検定のうͬ何を
選΄ばよいのか？何をخ६にGTEC、英検、TEA3を選΄ばよい
か？

B)小中高
教職員

71 込山 試験監督者֮ฯにつ
いて

検定ӣӨにおいてセΫϣリテΡの֮ฯが非常に॑要と考えるが、
監督者選、選抜のخ६はどのようにઅ定される予定か。

-

72 込山 スϒーΫンήテスト
について

学習要では、4技能5Үとなるが、タブレットの使用でغ࣏
「やりとり」をどう対応するのか？

A)大学教
職員

73 込山 CEFRとの対応Ͱけに
ついて

対応Ͱけは֦民間ରが行うものと認ࣟしていますが、その対応
Ͱけはどのようにฯৄできるのか？

B)小中高
教職員

74 込山 テストࣞܙについ
て、ଠ国とのർֳ
は？

に中国では、スϒーΫンήテストをコンϒϣーターにき込ع
というܙで実ࢬしているとซいている。そのようなଠ国のྭは参
考にしているのか、どうか。

B)小中高
教職員

75 込山 ࿚人生、ऀ会人への
対応について

大学受験をسする高ߏଖ業生（࿚人生）やऀ会人が、GTECを
受験する際には、ۛくの高ߏを会として利用できるのか？

A)大学教
職員

76 込山 高ߏでの日常のテス
トとGTECの関係につ
いて

入試に用いるGTECの಼༲・ܙସは、高ߏで通常行Κれているテ
ストとྪࣇのものか、大きくҡなるか？

-

77 込山 スϒーΫンή、ライ
テΡンήのࡀ఼者֮
ฯについて

どのような方法でูॄし、ࡀ用していますか。どのようにέオリ
テΡをฯ࣍していますか？（できますか？）

A)大学教
職員,E)そ

のଠ
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7� 込山 ఼者（:とS）につࡀ
いて

りޣ఼者は英語のϋイテΡブスϒーΩーでしょうか。文法的なࡀ
はどのఖ度ݰ఼されるのでしょうか。ˢもしݰ఼されない、
文法的にࡸな英文をॽくというΤΧッシϣώッέް果がड़てしま
うことはないでしょうか。

E)そのଠ

79 込山 CEFRとの対応Ͱけ
（GTECの）

すぎてよくかりませんでした。ঙししく教えてԾさい。 E)そのଠ

�� 込山 CEFRを活用した
ΤΧッシϣώッέް
果について

なぜ、ྒྷいഀްٶ果がغଶできるのですか？ A)大学教
職員

�1 込山 CEFRとの②�33ࢢ
対応関係

Speaking、:ritingも,RTを用いてスコΠをࢋड़しているとありま
すが、これはՆ能なのでしょうか？どうすればՆ能になるのかϛ
イントだけでも教えてԾさい。（もͬΘんՆ能なҕでかまいま
せん）

-

�2 込山 受験方法について
（६会）

は行Κないということでޛࠕ、を務めているがׯは教員が試験ࠕ
すか？

B)小中高
教職員

�3 込山 GTECリスωンήୌ
の日本語でのࣖࢨが
かりにくい఼につ
いて

GTEC（Advanced�Basic）のリスωンήୌには、֦のた;に
日本語でઅ定が入り、ޛに英語レコーυΡンήがླྀれ解
するୌがある。GTECリスωンήୌのࣞܙはT2E,Cにࣇてい
るが、T2E,Cには日本語は入らない。GTECでは日本語でのࢧ考
からٺに英語のࢧ考にรえなければいけないという、実際の外国
語リスωンή環境ではච要ない負՛がかかる。英検リスωンήで
もその負՛は感じられない。実࣯、日本のଡくの高ߏ生が4技能
成績提供システムとしてGTECをࡀ用することになるかとࢧうが、
GTECはこのリスωンήୌの఼ܿをրવする予定はあるのか。
（ͬなみに、スライχ6、GTECୌྭʛ/isteningʛ3art Cとして
（っているものがそれࡎ
GTECのୌには、本当に外国語技能をう࣎にච要なあたり
の఼がܿཚしているがあり、英検のライテΡンή評価への
҈とಋ様にGTEC導入にも҈・ຮがあるというのがਇの語学
教ࢥである高ߏ教員の本Խです。（GTEC、英検ともにタブレッ
トでのスϒーΫンήについてはາஎ਼）

B)小中高
教職員

�4 込山 ਜ਼受験のࢯにつ
いて

受験生の本人֮認の方法（ࣺਇ照）については、どう考えて
いるのか？

C)民間教
育関係

�5 込山 GTEC実ࢬ トラブルΆとんどなかったとのことだが、そのΚͥかなトラブル
について教えてԾさい。

B)小中高
教職員

�6 込山 「ք外のࡀ఼ڎ఼」
について

くΚしく説明してください。 A)大学教
職員

�7 込山 ୌྭ（資料32p）に
ついて

語学学ߏのあるݒが۞行の左ྣとされていますが、このݒが
もし಼部が抜だった「ਜ਼解なし」となりませんか？
ͽくれたݡ方かもしれませんが、ۛ࠹の入試ϝスとの関連であ
えて伺います。右側のݒの಼部に中2があるՆ能性もあります
よ。

A)大学教
職員
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�� 込山 大学֦学غ試験にお
ける導入利用のՆ能
性について

教教育として英語ΩリΫϣラムを実ࢬするݸり、学生達の英語
学習を高ݫ࣏でリテンシϥンすることはೋしく、科目コンテ
ンςとのંがච要である。સ学生にචरで学ばせる英語の試験
が֦教員が個พに作成し、ࡀ఼する試験ୌで実ࢬする意味は本
入試度րַޛ、学習習化に資する教育ް果・到達఼のѴが
චਤである࣯ฯৄの॑要性からভࣨする。
˓学部՟ఖのેخ力コンテンς（ήϫーώル学Ү。ྭ、
はՆ能ですࢬ学）をઅ化した実・࣑Ө・法学・ܨ・ࡃܨ
か。

A)大学教
職員

�9 込山 なぜGTECについてだ
け言ٶしたのか？

「英語民間試験のཱིから」というテーϜで話されましたが、
「何を」主したのでしょうか？主࠷者の意ਦもஎりたい。

-

9� 込山 GTECのޛࠕについて
（資的・量的ร化は
予されるか）

GTECのୌ಼༲レベルについては、ޛࠕรΚっていくՆ能性が
あるか、センター試験も受験生との対話を通し、4�೧ۛい間にร
Κってきました。本པࣙހ到達レベルを計るテストだったものが
受験生のஎܛとકうҐ上当ષのこととࢧいますが。

B)小中高
教職員

91 込山 国語もGTECのような
システムがあるとよ
いとࢧいます。

英語だけでなく、国語についてもGTECのようなしくみがあれば
よいとࢧいますが、いかがでしょうか。

B)小中高
教職員

92 込山 GTECɻࡀ఼について ք外ڎ఼でࡀ఼というが、どんなレベルの人がというどうࡀ఼し
ているのか。ڎっている英語は、英ธ語か、ϫーΩル英語、ྭえ
ばオーストラリΠ英語などはどうѽうのか教えてΆしい。

E)そのଠ

93 込山 Speaking、:riting試
験のް果について

speaking、Zriting試験のް果で、readingの成績がよくなってい
るというް果はありますか？
あるいは高ߏでの受験者が増えड़して、speaking、readingの試験
ୌೋҝ度をあ͝ることができたというようなร化はあります
か。

A)大学教
職員

94 込山 GTEC（:・S）にお
けるࡀ఼خ६につい
て

どの外部試験においても、ライテΡンήやスϒーΫンήのࡀ఼خ
६が明֮にࣖされておらͥ、どのような఼にཻ意すればいいかঁ
言できͥ、ࠖっています。生徒への۫ର的なࢨ導のためにも、ࡀ
఼خ६を明֮に（ྭえば、文法ϝスは何個までݰ఼とするか）ࣖ
してΆしいとࢧっています。この఼について、どのようにお考え
でしょうか？

B)小中高
教職員

95 山田，ฤ่ - Aɿ大学入試センターがࣙ力でスϒーΫンήテストを作成するのを
あきらめたのか？ޛࠕ、घする͟予定はありますか。
Bɿ東京外大がࣙで4技能テストをとのωϣースがあります
が、国大ڢとしてのスタンスは？

C)民間教
育関係

96 山田，込山 民間試験と共通テス
トのް果ർֳ検ৄに
ついて

+32ʛ35の間にྈ者がญ用されますが、その英語教育や生徒の能
力上へのް果をർֳ検౾する計画はないのですか？ある
は、どのようなࢨ標を考えていますか？

A)大学教
職員

97 山田，込山 民間英語検定の受験
料

Ҳൢの受験生（ಝにఁॶಚの受験生へのഓྂということではな
く）の受験料をいかにఁくཊえるかが॑要と考えますが、まさか
？までより高くなることはありませんよࠕ

-
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9� - - ・会につきまして
高学ߏを会とする、ଡくの日ఖ（検定）を1೧度中に何度
も行うのはݭしいのではないか、というおをࣘにすることがଡ
いです。
・CEFR対応につきまして
現在の֦検定の対応නの中ਐをഊݡしますと、खりやすさにࠫが
あるのではないか、というおをଡくおซきします。受験者を増
やすために、検定業者がύーχルをఁくઅ定することを͛ため
のϕϫセスがච要かとࢧいました。
大รหکになりました。おٵみのとこΘ、にありがとう͟͡い
ました。ࢴも、ඏ力ながら、日本の教育のためにસ力をਜくして
いきたいとΦϋルάーをきました。

C)民間教
育関係

99 - - 3BTとCBTのҩいについて、もうঙしஎりたいです。C1レベルの
評価がΆしければCBTも受験するしかないという理解でྒྷいで
しょうか。գڊ（�解）のޮয়ڱや受験६ඍのやり方も教
えてければ߀いです。

A)大学教
職員

1�� - 大学人のさらなる
力について

入試րַにどう対応するか。「ۛາཔの大学入学者の資࣯ร༲へ
の力ʁ大学教育րַのさらなるਬ」（p�27）
˲大学人、もうրַͰかれでいっͼいいっͼいというもよくき
かれる。ಉき方րַもされている中、まだ大学人に力をしいる
のか。まだ力できる༪ஏがあるのか。ঙない༪ஏで入試という
大きなୌにखりૌΆうがໃではないか。

-

1�1 - 試験のҲ本化につい
て

ޮฑ性を担ฯするには、試験をҲ本化す΄きだと考えます。なぜ
できないのですか。なぜやΘうとしないのですか。しい試験を
はやくはじめるよりだれもが（受験生・ฯޤ者）ಚできるܙの
ものにす΄きだとࢧいます。

-

1�2 - 民間資格・検定試験
とセンター英語のೋ
ҝ度について

ίンブリッζ英検、,E/TSなどք外の試験とGTEC、TEA3、英
検など९ζϡパ試験。さらにセンター、英検2技能R、/のർֳ・
の۫ର的方法を教えてください。

E)そのଠ

1�3 Ӎ౽ 「大学が求める英語
の能力」について

ありがとう͟͡います。ٸ本先生の͟නにおいて「֦大学が求
める英語の能力」を明ࣖしようという͟提Ҍがありました。
ʽ࣯ʾ先生のお考えになる「大学が求める英語の能力」につい
て͟教ࣖください。

C)民間教
育関係

1�4 Ӎ౽ Speaking入試のް果
について

Speaking入試を՟してとった大学生は、どうଠの通常の英語テス
トをへた学生とはҩいますか？英語のέラスを՟しておられるの
でしょうか？

-

1�5 Ӎ౽ ਜ਼当なスコΠ対照に
つきまして

からはもうれないとするなࠕ、本先生のおっしゃるようにٸ）
らば）スコΠを（ঙしでも）ਜ਼当にすることがච要とࢧっていま
す。Ӎ౽先生は、現在の対照නはどうݡられておられますか。ま
た、どのようにすれば、ঙしでもਜ਼当になりますでしょうか。

C)民間教
育関係

1�6 Ӎ౽ ಋします ࣯ではありませんが、言いたいことを、教えてきたことをΫッ
パリとお話いただき、スΩッとしました。ありがとう͟͡いまし
た。Ҳ度ぜͽスϒーΫンήテストの実際をݡ学したいものです。

C)民間教
育関係,D)

学生

1�7 Ӎ౽ 「オルタψテΡブの
提Ҍ」について

資料36�をしく͟説明Ծさるとありがたいのですが。 A)大学教
職員
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1�� Ӎ౽ おおいにಚしまし
た

ୌ఼のࢨఢに共感ですʄʄʄ A)大学教
職員

1�9 Ӎ౽ スコΠ対照 日本人は4�೧あまり理科の4科目、ऀ会の4科目のർֳを受け入
れてཔました。英語の外部テストのࠫҡなど、これにർ΄るとસ
くໃࢻड़པるものではないでしょうか？

-

11� Ӎ౽ ライテΡンήテスト
について

スϒーΫンήテストの実ସがたいへんよくかりました。ありが
とう͟͡いました。ライテΡンή（ࣙ༟英作文、Φッセイテス
ト）についても͟ڂݜされていることなどあるのでしょうか？
（もしあればϛイントを͟教ࣖԾさい。）

C)民間教
育関係

111 Ӎ౽ 京ܵથң大学の
Ҳൢ選抜の英語入試
ୌについて

共通テストの英語がഉࢯされたら、個พ試験の英語のड़ୌ಼༲は
รえないといけないとࢧΚれますか？

C)民間教
育関係

112 Ӎ౽ - 1）なぜ「話す力」で入試の൳を݀めるච要がありますか？
2）「話す力」をパソコンやタブレットで測定できると本当に考え
ておられますか？（ऀ会言語的なコンテέストのࢻ఼から）

A)大学教
職員

113 Ӎ౽ たな検定試験の
ରߑへのಕ۔
について

日本では、資࣯・能力に対応したテストのର、それをࢩえ
るڂݜや技ढ़がैでない、という議が共通Ҳ࣏試験࣎代
からなされてきたと理解しています。ଠ教科はともかく、英語࢝
技能についてそれが如実にڻいたことがࠕյのۦしまぎれのࡨ
を生みड़していると考えられます。そうすると、現実的なスター
トとしては、ٸ本ࢱの提Ҍ（2）4技能の定から入ることがྒྷい
とࢧいますが、そこからどう౹Ҳ的な試験をするか、ڂݜ上
でのखりૌ΄き大きな՟ୌやࢨਓがあればお伺いしたいです。

D)学生

114 Ӎ౽ センター試験の༙用
性（国ޮཱི入試にお
けるҲ࣏試験のච要
性）

大学のΠχϝッシϥンϛリシーにԌって、大学がオートόϝーを
試験で英語4࣏って、学性の選抜をするのであれば、そもそもҲ࣍
技能を測るච要はあるとࢧΚれますか？

-

115 Ӎ౽ CEFR対照නについて されたテストがあり、非常にࠖしߍ೧中で対照スコΠがรࡤ
ている。認定テストࡀ用にけた小細のようにࢧうが、先生の
͟意ݡは？

A)大学教
職員

116 Ӎ౽ ;との൹評をଜࡨ۬
ますが、あなたの対
Ҍは？

ம৯のୌ提ًばかりで実࣯的ۆ、格なన当な͟主であるがݭ
に導く΄き、日本の学生を߀にしない入試րַを何によって実
現するか、۫ର的で実ࢬՆ能なコストもめた対Ҍを͟明ࣖくだ
さい。入試のޮฑ性担ฯは॑要である。そのにըʓが導く΄き
務は何か？大学教育の࣯的ߧഉをୌࢻす΄きではないか。実
にݒばかりの主で、ҝする。
ˠ教育の࣯ฯৄがૌみ॑ࢻか実࣯॑ࢻかよく考えよ。

A)大学教
職員

117 Ӎ౽ 日本言語テスト学会
（-/TA）の提言につ
いて

2�17೧に-/TAが大学入学س者学力評価について提言を行った
が、言語テストのՊの提言にも関らͥ、あまり目されてい
るようにはࢧえません。このことに関してどのようにお考えかお
ซかせいただけないのでしょうか。

D)学生

11� Ӎ౽ スϒーΫンήテスト
のࡀ఼について

スϒーΫンήテストのࡀ఼者には、どのようなড়件が求められる
か。また、トレーωンήغ間はどれくらい要するか。

D)学生

119 Ѫ部 4技能の「ۋ」につ
いて

4技能の「ۋ」や「ώランス」という言ཁは、テステΡンήやࢨ
導においてよくࣘにする言ཁだとࢧいますが、何に対してのώラ
ンスなのかがࣙもـになっていました。そこで࣯なのです
が、この「ۋ」や「ώランス」の解एがҡなっているྭがあれ
ば教えていただきたいです。

D)学生
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12� Ѫ部 東大の認定試験の活
用について

Ѫ部先生は個人的にどう活用すればྒྷいとࢧΚれますか。 E)そのଠ

121 Ѫ部 生徒たͬは、どうす
ればスϒーΫンή力
を高める力をする
でしょう

（先日、テレϑで非英語ݏの人たͬが、英語で（つたないながら
も）ࣙの考えを話しているを目にして、日本はどうかな？
と考えたのですが）これからのࢢどもたͬは、実際に英語を使っ
て、いΘいΘな国の人たͬと関Κっていくච要はあるとࢧいま
す。ですが、入試に՟されなければ「話す」ことにखりૌこと
もしないのではないか？というـがします。

E)そのଠ

122 Ѫ部 テストとスΫルの関
係について

スϒーΫンήテストを導入するとかえってスϒーΫンήスΫルは
Ծがるとおっしゃいましたが、そのڎৄ、ڎはありますか？ୱ
なるਬ測・ですか？

A)大学教
職員

123 Ѫ部 テέόϫζーの活用
について
そもそも大学受験に
英語はච要なのか

民間で英語を教えている者です。ࠕ日の話からはҵ୦します。英
語教育૬について、ऀ会য়ڱgloEalの要੧に応じるとはよく
じられますが、A,がิする࣎代との性も考える΄きだΘう
とࢧいます。つまり、上Ғの、試験にࣛॽ、ࣙಊຍ༃Ϝシー
ンをͬ࣍込んでもよいだΘうとࢴは考えていて、そうであっても
ࠫがつく入試をつくればよいだΘう。A1A2レベルならばຍ༃Ϝ
シーンを使う࿇習をした方がしΘ現実的に༙ްかとࢧっていま
す。
英語よりも国語、ࢧ考力を॑ࢻ

C)民間教
育関係

124 Ѫ部 スイッο替えとコ
ンテέストୌ

ླྀれ、コンテέスト、語をѴする能力を高めることがコϝϣ
ωίーシϥン、スϒーΫンή力を高めるとのことですが、۫ର的
にどんなトレーωンήが考えられますか？

A)大学教
職員,E)そ

のଠ
125 Ѫ部 日本人の英語力につ

いて
સ員がಋじような能力をਐにつけるච要はあるとࢧいますか？ A)大学教

職員
126 Ѫ部 「オーラルはまͥ日

本語から」について
（࣯というより意
（ですݡ

「オーラルはまͥ日本語から」（オーラルだけではありません
が）に成します。スϒーΫンήという行ҟを話というգఖだ
けにし·り込んでしまうことは大รݧثです。Ѫ部さんは「あい
Ͱͬのͬ方」「コンテέストのӪڻ」などをあ͝、スϒーΫン
ή行ҟは「υリίートな」ものであるとࢨఢされました。おっ
しゃるとおりで、こうしたことがୌにならないのはコϝϣω
ίーシϥンを「ことばのΫϡッοϚール」というݡえる部だけ
にᛛ小化していることの結です。言語や言語使用のڂݜ者の意
。をもっとଜ॑す΄きですݡ

A)大学教
職員

127 Ѫ部 スϒーΫンήテスト
について

Ѫ部先生的に、よりよいスϒーΫンήテストのあり方は、どのよ
うなものですか。

B)小中高
教職員

12� Ѫ部 A,とスϒーΫンή能
力

何のためにスϒーΫンή能力を上͝るのでしょうか。5೧ޛにはA,
によって、スϒーΫンή、リスωンή能力はΚれなくなるので
は？つまり、なぜスϒーΫンή能力をಚ఼化、ࠫพ化するので
しょうか。

B)小中高
教職員

129 Ѫ部 スϒーΫンήテスト
（大学入試）につい
て

スϒーΫンήテストについては、Ѫ部先生が͟ஸॽで言Κれてい
る通りԽࣞܙにし、֦大学でスϒーΫンήテストがච要な大学
だけが、その大学教員がࡀ఼し、入試の൳に使ったらいいので
はないでしょうか？（ˢൿです。センターഉࢯൕ対です。）

-
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13� Ѫ部 ্֒を࣍つ生徒への
対応について

্֒を࣍つ人への理的ഓྂが求められている。民間テストで
Θう学ߏの生徒へきͬんとഓྂされるか心ഓしている。Ѫ部先生
のようにୌ఼として৶している人がঙないことがୌとࢧっ
ている。
্֒を࣍った生徒のາཔをถ͡す方にかっていないか、͟ࢨ
ఢいただき、説明をおبいします。

B)小中高
教職員

（ޮཱིಝ
พࢩԋ学
（ௗߏ

131 Ѫ部 テストのգڊ 「入試テストのգڊはસてໃঊでޮされる΄き」と当たり
のように考える理༟は？これがޮฑ性に関Κるୌと認ࣟされる
のは、何が提なのか？その提はਜ਼しいのか？受け入れる΄き
提なのか（ඈけられない現実なのか？）

C)民間教
育関係

132 Ѫ部 ライテΡンήの力を
いかに৵ばし、評価
す΄きか

スϒーΫンήテストに対するୌ提ًをڷ味くซきました。や
はり日本の英語教育の՟ୌで、「4技能」にまれるライテΡンή
の能力はどのように৵ばし、大学入試で評価す΄きだとお考えで
すか。

E)そのଠ

133 Ѫ部 Խࣞテストについ
て

GTECやT2EF/などԽࣞ（ંࣞでないܙ）でのspeakingテス
トのଧ当性について、お考えがあれば、おえいただければとࢧ
います。

B)小中高
教職員

134 Ѫ部 話্֒の方への対
応について

話に্֒をもつ方もいるのに、ҲཱにスϒーΫンήテストを՟
すのはましくないというお考えだったが、では、ࣟ࣊（ಣみॽ
き）্֒の方にഓྂしてリーυΡンήあるいはライテΡンήテス
トをҲཱに՟している現য়をրめる΄きだとお考えでしょうか。
（ೋผをつけているのではなく、これはพ個のレベルでഓྂす΄
きことがらではないでしょうか。現在、リスωンήテストについ
て্ְ֒の方にഓྂがなされているように）

A)大学教
職員

135 Ѫ部 英語力સൢの上に
ついて

実務的に使える英語力、（先ఖの会にླྀした英語の理解）を
ਐに付けるには、どのような܉࿇（࣎間、౦資（ࡃܨ的）も
め）がච要でしょうか？

C)民間教
育関係

136 Ѫ部 4技能のׄはどのく
らいがଧ当だとお考
えか？

どのようなർིがよいか？ B)小中高
教職員

137 Ѫ部 - 東大は、್࣏試験で英語でintervieZ testを実ࢬす΄きだ。 E)そのଠ
13� Ѫ部 大学に入ってから求

められる英語力につ
いて

英語はҲ生かけて৵ばしていくもの。大学入試で使う民間テスト
は、࠹ఁݸのέオリテΡをݡるためだけにݸ定す΄き。あとは֦
大学求めるレベルがҡなるので֦大学ٶ;学部ಢࣙでୌを作成
す΄きというのがݡࢴ。
ࣙが大学に入るとޛでは、入試࣎の英語力がϜッέス。入学
？の英語力をΫーϕするためのद業を大学でしているのかޛ

E)そのଠ

139 Ѫ部 ൹判対েたる人た
ͬとの意ިݡ

生ࢊ的な議のためには、ેخ的な事実や֕念についての共通認
ࣟが॑要だとࢧΚれる。しかるにࠕ日の講演でも「4技能ۋ」
の意味についてのٛがන明されていたが、このあたりについて
҈Ց಼ࢱらの主要人に対するいΚせはしていないのか？し
ていない、それでよいとࢧうか？

E)そのଠ

14� 本ٸ 高ߏの英語教育につ
いて

の教育をรえることߏյの入試度րַのૄいのͽとつは、高ࠕ
もあるのではないでしょうか。高ߏ教育がร࣯するのは当ષで
す。これまでの高ߏ教育をรえなければいけないのに、現在も༃
ಣ中心のद業しかできない教員（ಝにޮཱི高ߏの教員）がଡいよ
うです。こうした఼をどの様にรえる΄きか、高ߏ教員のཱིか
らどの様な議があるのでしょうか。

A)大学教
職員
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141 本ٸ 英語教育がร࣯して
しまうݔ念について

高ߏにおける英語教育が大ร۸ڃになるというが、ݫʓ、入試ย
॑の教育をしているのが実ସで、それがࠕյの入試րַにつなが
る՟ୌを生んでいるのだから、入試がรΚったら英語4技能を育成
するようになってしΘྒྷくなるのではないか？

B)小中高
教職員

142 本ٸ 高ߏ教育のあり方に
ついて

教育は現য়のまߏյは、英語教育に関する͟言でしたが、高ࠕ
までॉだとお考えですか？

C)民間教
育関係

143 本ٸ 大学の求めるύーχ
ルについて

ύーχルがఁいと、結局4技能上にけてद業րַがなされな
いのではというݔ念については、いかがお考えでしょうか。

B)小中高
教職員

144 本ٸ 大学入試で4技能を評
価することに、ߏ
ௗ・教員からൕ対の
がซかれないこと
について

は、ཱི高で英語を教えていますが、英語を話すことにௗけてࢴ
いる先生方が、言語習ಚを学んでいるΚけではありません。現
で、ਜ਼しくਜ਼֮に言語習ಚを学んでいる先生方のを、しっ
かりఽえてください。Ӎ౽先生やѪ部先生が言Κれるように、民
間の検定試験導入は、ݔ念材料がଡく、現行のままが生徒にとっ
てさΚしいものだとࢧいます。

B)小中高
教職員

145 本ٸ 高ߏの英語教育につ
いて

民間検定試験を導入した、高ߏのद業が検定対ࡨとなってし
まうݔ念があるとおっしゃられました。検定試験対ࡨと現行の高
？の英語द業のҩいは何ですかߏ

-

146 本ٸ 生徒レベルでの入試
րַへのൕ応につい
て

先生の͟講演で、現のߏௗ先生、教員の方ʓの入試րַに対す
るをஎることができ、大ร参考になりましたが、生徒さん方は
どのように考えているのでしょうか？先生の高ߏの生徒さんだけ
でもかまいませんので教えていただきたいです。

D)学生

147 本ٸ 英語力について 高ߏが育てたい育てる΄き英語力とは何かききたい。 -
14� 本ٸ 高ߏでの4技能教育の

現য়について
ॊཔの文法やୱ語・ज़語といったஎࣟ習ಚ（リーυΡンή）が、
ベースにある΄きですか。現য়、Speakingに対応する࣎間は、増
加ܑにあるのでしょうか。（Ҳु間の中で、どのくらいׄいて
いるのか）

C)民間教
育関係

149 本ٸ 検定のためのद業に
ついて

、2݆ڊは2݆までセンターのգ࣎3೧ߏ代も、高࣎が学生のࢴ
Ґ߳はद業もなく、個人で್࣏のୌを解くというものでした。
しΘ検定ありきのद業計画というものを考えるというのは、ど
うでしょうか。

D)学生

15� 本ٸ 民間の資格・検定に
ついて

大学入試に使用するとしたら、「いつまでのスコΠを用いる΄き
か」「複਼յ受験について」などどう考えているかをซきたい。

B)小中高
教職員

151 本ٸ 高ߏの英語教育のร
化のච要性について

お話を伺うと、高ߏの英語教育をรえたくないというͬ࣍ـがک
く感じられました。そもそもࠕյのรߍは、高ߏの英語教育はこ
のままではξϟだというॶから࢟まっています。先生は、英語教
育のร化のච要性は感じられていますか？そうだとしたら、どの
ようにรえていく΄きだとࢧΚれますか？

E)そのଠ

152 本ٸ 大学入学者選抜にお
ける英語試験につい
て

大成です。ࠕյのրַ議では大学側の理ばかりで高ߏ側の
意ݡがસくൕӫされていないように感じます。੍非、ࠕ度も৶
しକけてください。

B)小中高
教職員

153 本ٸ 高ߏの೧間行事につ
いてɻૌめなくなる
のではないですか？

高ର連、高文連のಊきについても、ぜͽ、こので͟言くだ
さい。何も۫ର的にはಊけていませんよ？

B)小中高
教職員
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154 本ٸ 現在の民間試験の受
験য়ڱについて

高ߏによって、英検の受験য়ڱがҩうように感じられます。
ྭ）಼ཱིࢴঃࢢ高（高1でΆとんど2څをखಚ）
ɻɻਈઔཱིࢴࢢ、ঃࢢ（あまりおらͥ）
高ߏຘ、ஏҮຘ、ޮཱཱིིࢴといったとこΘで、そういった౹計
、खられたことありますでしょうか？
͟講演ありがとう͟͡いました。

C)民間教
育関係

155 本ٸ 高ߏでの4技能育成の
方ࡨについて

山田入試࣪ௗの講演では、入試のӪڻ力・パフΧーϜンステスト
の実ࢬয়ڱが学೧を௧う͟とにఁԾしているとのࢨఢがありまし
た。
とおっしゃっ「性への理解はんでいるસରの方」本先生はٸ
ていましたが、民間試験が導入されͥ、現য়の試験のૌみがそ
のままକいた、գ度な入試対ࡨにૺらͥ4技能をώランスྒྷ
くਐにける高ߏ教育をどのように実現させるでしょうか。

D)学生

156 本ٸ 高学ߏの教育にお
けるスϒーΫンήࢨ
導について

英語4技能育成のための環境અ定において、Ҳ൬の՟ୌと、ޛࠕ
は何でしょうか。また、そのために݀ࡨ定者へ要੧したい౦資
（教員への人件ඇやݜरඇ、または外国人教員など）は何でしょ
うか。

D)学生

157 Ӎ౽，Ѫ部 - 大学の個พ学力試験（記述ୌ）はどのようにޮฑ性を担ฯし
て、度の高いࡀ఼をされているのかおซきしたいです。

E)そのଠ

15� Ӎ౽，Ѫ部 オルタψテΡブにつ
いて

もしࣙ͟ਐが国ࡨを݀めるཱིに（ঁ言ができるཱིに）いらっ
しゃるとすれば、1ޛࠕ�೧でセンター試験ಋ様の共通テストを
ͥっとつͰけるのか、それҐ外のやり方を考えるのかを教えてく
ださい。（テストҐ外の高大ંକસൢ）

A)大学教
職員

159 Ӎ౽，ٸ本 外部テストとॊཔの
テストのѽいについ
て

ཱི高ߏにۊ務しております。ࡤ೧、のࡨで2学೧સ員に4技
能外部テストを受けさせました（受験料は負担です）。結果
は、ஊの定غ考ࠬやໝ試の成績とϟンώーが大きくҡなるも
のでした。どͬ らがਇの英語力かでなく選など、どͬらも生
かす方法を考える΄きではないでしょうか。

B)小中高
教職員

16� Ӎ౽，Ѫ部 大学で求められるス
ϒーΫンή力につい
て

大学入学࣎にはかる΄きスϒーΫンή力、およ;ଠのリーυΡン
ή・リスωンή・ライテΡンήとのώランスについてのお考えを
おซかせԾさい。

C)民間教
育関係

161 Ӎ౽，Ѫ部 リスωンή力を৵ば
すのは、大学でやれ
ませんか

英語のಣ解力、リスωンή力、ライテΡンή力が現行のセンター
テストで相当な఼をखれる学生であるなら、大学の英語のद業で
リスωンή力成をಝ化して行なえば、1೧Ғでࢊ業ֆがఖ度
の力はつくのではないでしょうか。大学入試ではスϒーΫンήテ
ストはໃしにできませんか。

B)小中高
教職員

162 Ѫ部，ٸ本 4技能ਈ話 ঀѳのࠞݱは「4技能をۋに」では？これをࢨ導要からࡡঈ
することの൳を。

E)そのଠ

163 Ӎ౽，ٸ本 そもそも大学入試に
スϒーΫンήテスト
はච要？

「言語理解が言語න現にචͥ先行し、それも大きく先行する」と
いう大ݬଉを考えると、高ߏまでには者（言語理解）を成す
ることに力し、言語න現については大学での教育にΑだると
いう考え方をしたΆうがよいのではないかとࢧいます。

C)民間教
育関係
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164 Ӎ౽，ٸ本 - ࣯というよりもๅ提供です。本学では、本学へのبࢦ者、
格者がଡい高ߏを対েに2�21೧度入試についてのΠンίートࠬ
を実ࢬしています。まだյغ間がशΚっていないので中間ॄ計
ですが、外部試験をҲൢ選抜のસ受験者に՟すという国ཱི大学ڢ
会の「خ本方ਓ」に成というյは1ׄもありません。高ߏ側の
事をؓみると、国大ڢ「خ本方ਓ」をगすることがਜ਼しいの
か、大いに᪵᪱せ͡るをಚません。ۦೲしています。このような
でࣟݡな機会を提供してԾさった東京大学には、੍非、高い॑ي
い݀ޜ断をبいます。

A)大学教
職員

165 Ѫ部，ٸ本 教育者のໃさに
ついて

҈あがりでસなޮฑ・ޮਜ਼な試験がおみなら、くじでも使え
ばよい。高ߏ・大学がきͬんと学生を育てるༀׄを果たしている
のであれば、それで何のୌもないはͥです。高ߏ・大学がॉ
なༀׄを果たさͥ、選抜に࣯の担ฯをབっているせいで、このよ
うなౙな議があるというのに、したりاで民間൹判とは
よい͟ਐだとࢧいますが、教育者として何かじいる部はあ
りますか？

E)そのଠ

166 Ӎ౽，Ѫ部，
本ٸ

認定試験の使い方 ・認定試験を導入するとして、もっとも実֒がなく、もっとも༙
ްに使うためには、どのような使い方がよいか？
・্֒を࣍った受験生への対応としては何がనか？

A)大学教
職員

167 Ӎ౽，Ѫ部，
本ٸ

- スϒーΫンήとライテΡンήは、Ά·ಋじ力ではないかとࢧう。
スϒーΫンήの判定に技ढ़的なୌがあるのであれば、ライテΡ
ンήの測定だけでもॉではないか？

C)民間教
育関係

16� Ӎ౽，Ѫ部，
本ٸ

方のୌ提ًにࢀޜ
大ಋですʄʄ

をぜͽおซかせԾ（ࡨ）間上、お話しいただいていないրવҌ࣎
さい。

A)大学教
職員

169 - 入試における外部検
定試験活用への高ߏ
の対応について

入試への外部検定試験導入が実ࢬされたの҈、ݔ念がたく
さんあることはΚかるが、現中3が高3になる࣎からもうスタート
してしまう。ଶったなしの中、現では対応がയられるが、検定
対ࡨといっても複਼（1�झҐ上）のものす΄てに対して行うこと
はՆ能。かといって、これだけ目的もࣞܙもͬがうテストの中
で何をخ६にどのテストをターΰットにすればいいのかもΚから
ない。外部試験にりまΚされͥ、どのテストにも対応できるよ
うな4技能のخ本તをஃえるといっても、それが何かもࣖされてい
ない。こんな中で、現（高ߏ）の教員はどんな対ࡨを生徒にで
きるのか、Κかったら教えてԾさい。

B)小中高
教職員

17� - A,技ढ़によるスϒー
Ϋンήテスト評価法
のڂݜのՆ能性
は？

日本の英語教育でのୌは「ζϡパωーθインήリッシϣ」から
の୦٭と考えるが、これはԽのϋイテΡブ性を॑ࢻしたスϒー
Ϋンήテストと考えます。これをٮ؏的に評価できるシステム
を、A,技ढ़を用いてしてΑくことは考えていないか？
A,技ढ़は、日ʓิしており人によるࡀ఼にとって替る日がۛい
とࢧっていますが、こういうڂݜを行う考えはないか？（A,
技ढ़による評価は人件ඇはΆとんどかからないʄ）

E)そのଠ

171 - そもそもなぜ、4技能
なんですか？

みなさんのお考えがஎりたいです。 A)大学教
職員

172 どなたでも 5�਼ຬ人を対েとす
る共通テストのあり
方をどう考えるか？

સൢ的なୌ
い受験者5�਼ຬ人をࣟพしなければならない߁めて学力のۅ
共通テストと個พ選抜テストのༀׄ担のあり方について、どう
？うかࢧ

E)そのଠ

Ґ上ɻ172件
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フロアからの質問への紙上回答 

 

シンポジウムにおけるフロアからの質問（p.101～p.117に一覧表掲載）に対して、4人の登

壇者から、シンポジウム終了後に回答が寄せられましたので、以下に掲載します。 

 

 

１．山田泰造 文部科学省高等教育局大学振興課入試室長 

 

多くのご質問、ご意見をいただきましたので、その内容に応じてお答えいたします。 

 

Ｑ１：なぜ４技能の評価が必要なのか。センター試験のままでいいのではないか。 

Ａ：英語や日本語を含め、言語は４技能（５領域）からなるもので、それらを総合的に学

ぶことが、言語の学習であり、現行の学習指導要領でも４技能の総合的な修得を求め

ています。現在の大学入試センター試験も様々な工夫を蓄積して出題されています

が、書く・話すを直接問うことができないことが課題だと考えています。 

 

Ｑ２：ＣＥＦＲが選抜に活用することを目的としたものでなく、また、１段階が大きすぎる

ため、入試に使いにくい。 

Ａ：ご指摘のとおり、ＣＥＦＲは入試のような選抜で用いるために作られたものではあり

ません。また、Ａ１からＣ２までと段階の数も少なく、受検生の多くがいくつかの段

階に集中してしまう懸念も指摘されています。一方で、国際的に認知された指標であ

ることも確かであり、試験成績の対照関係をＣＥＦＲを軸としてご提供したいと考

えています。大学によっては、独自の対照表を作成しているところや、出願資格等と

して活用しているところもありますので、参考にしていただき、活用方法をご検討い

ただければありがたいです。 

 

Ｑ３：民間の資格・検定試験は、透明性やセキュリティにおいて課題があり、入試として適

当でない。 

Ａ：対象となる資格・検定試験は、情報公開や、第三者の入った評価が行われているも    

ののみとなります。各試験実施団体は、それぞれの信頼性の確保のため、適正な試験

の実施に取り組まれているものと考えていますが、仮に要件に照らして不十分な点

が明らかになり、改善がなされないような場合があれば、対象から外すこともありえ

ます。 

 

Ｑ４：受検生にさらなる負担を強いるものであり、公費で負担軽減をすべきではないか。 

Ａ：文部科学省ではこれまで就学支援金や奨学給付金など、高校生の経済的な負担軽減に

取り組んできました。また、昨年１２月に新たな経済政策パッケージを決定し、低所

－ 119 －



 
 

得者ᒙのための給付ᆺ奨学金の中で大学等の受検ᩱもィ上することとなっています。

英語の資格・検定試験は、受検生が受┈者であるഃ㠃もありますが、ᘬき⥆き、負担

の軽減のため取り組んでまいります。 

                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                          

Ｑ５：高校の英語のᤵᴗが資格・検定試験の対策になってしまうのではないか。 

Ａ：の高校の英語のᤵᴗでは、話すこと・書くことの評価が十分行われていません（≉

に書く・話すことそのものを目的とする英語表現Ϩ・ϩや、に高校３年生で学ぶࢥ

大学入試の対策ࠖがࠕ、しろ現在、高校のᤵᴗにおいてࡴ。（ケーシࣙン英語Ϫࢽュ࣑

㔜どされすぎており、本᮶必要な英語４技能の総合的な修得のための取組がしわ寄

せを受けているのではないか、と懸念しています。 

 

Ｑ㸴：各大学のಶู試験の自性・独自性は保ドされるのか。 

Ａ：大学入試は、各大学に入学する学生を決めるものであり、ಶู選抜やḟ試験を含め、

各大学のア࣑ࢻッシࣙン・ポリシーに応じて、各大学のごุ᩿で実施いただくべきも

のです。文部科学省では、英語の４技能評価が㔜要であると考えていますから、大学

や大学団体にその活用・実施を検討いただくようお願いしているところです。 

 

Ｑ㸵：公ᖹ性のほ点からは、大学入試センターや国❧大学༠などが、⤫一の４技能試験を

実施すべきではないか。 

Ａ：現在大学入試センター試験で実施されているように、ྠ じ問題で一ᩧに試験を実施す

る方法は、入試においてຠᯝ的・ຠ⋡的な方法です。一方で、英語４技能、≉にࣆࢫ

ーキンࢢのテࢺࢫを、５㸮人以上を対象に一ᩧに実施することは、㠃接の方法であ

っても、ᶵჾを活用した方法であっても、現≧ではᅔ㞴です。そのため、᪤に大学入

試で活用されている、民間の英語４技能評価の⤖ᯝを各大学に㟁Ꮚࢹータで提供す

ることにより、その活用のಁ㐍をᅗることとしました。 

 

 

２．⩚⸨⏤⨾ ி㒔工ⱁ⧄⥔大学教ᤵ 

 

質問への回答（⩚⸨） 

・ 質問 103、 112(1)、 114、 160、 161、 163、 167、 171への回答： 

 外国語学習の目的は多様です。しかし、ࠕ使えるようになることࠖだけについて言う

なら、対象言語を用いて࣓ッセージをやり取りすること（言語を本᮶の用㏵で使うこ

と）を㏻してしか、その能ຊを育ࡴことはできません。習得を᥎し㐍めるのはにン

も㔜要なᙺをᯝたしまࢺッࣉࢺですが、アウ（ㄞんだり⫈いたりすること）ࢺッࣉ

す。言語のᙧᘧ（文法や語ᙡなど）に関する知㆑を明♧的に教えることにもそれなりの

ຠᯝはありますが、十分なンࣉッࢺとアウࣉࢺッࢺがあることが๓提になります。こ
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のような外国語習得の࣓ࢬࢽ࢝ムの大➽は、これまでの実ド◊✲によってࡰゎ明され

たと言ってよいとᛮいます。  

 日本では英語を使うᶵが少ないことや、ᤵᴗ間が㝈られていることなどを⌮⏤

に、ࠕㄞみ書き（あるいは言語⌮ゎ）㔜どࠖをᙇする方がたくさんおられます。しか

し、どのような学習⎔ቃであろうと、もしࠕ使えるようになることࠖを目的とするのな

ら、ືかしがたい習得の࣓ࢬࢽ࢝ムをಁしていくしか方法はありません。 

 このような⌮⏤で⚾は、ᇶ♏段階（たとえば、ＣＥＦＲの A1、 A2ࣞࣝ࣋）の生ᚐの

指導では、４技能を⤫合してᢅうべきだと考えています。その⤖ᯝ、生ᚐの中で４技能

がどのようなࣛࣂンࢫで育つかは、多様な要ᅉが㘒して決まります。したがって、

ることには㈶成できませࡆ４技能のᆒ⾮育成ࠖなどという᰿ᣐᕼⷧな指導目標を掲ࠕ

ん。また、ࠕどうすれば、ࠥできるようになるかࠖも、ࠕえられた間内に、ࠥでき

るようになるかࠖも分からないのに、can-do リࢺࢫを学習目標にすることも㤿㮵ࡆてい

るとᛮいます。 

 つまり大๓提は、外国語を使う能ຊは、ືかしがたい習得の࣓ࢬࢽ࢝ムに๎って生ᚐ

の中で育つものであるということです。したがって、外国語の教育や教ᖌのᙺは、少

なくともึ⣭段階では、⊃⩏の教える（知㆑をᤵける）ことではなく、習得࣓ࢬࢽ࢝ム

をಁす⎔ቃをᩚえることです。後もし、その方ྥにྥけて指導法の改善を㐍めること

ができれば、㏆いᑗ᮶、ある⛬ᗘの数の生ᚐが高校༞ᴗ段階までに日ᖖ的な情報のやり

とりができるくらいになるかもしれません。また、ඃ⚽な生ᚐは中⣭（たとえば、ＣＥ

ＦＲの B1や B2の下の方のࣞࣝ࣋）に㐩するかもしれません。 

 もしそうなれば、後者タࣉの生ᚐを受け入れる大学は、それぞれのア࣑ࢻッシࣙン・

ポリシーに応じた入学者選抜や各分㔝のࢽーࢬ（たとえば、文⊩㉎ㄞやࢢࠕローࣝࣂ人ᮦࠖ

育成など）に↔点をあてた英語教育をできるようになるでしࡻう。そういう意で⚾は、

高校入試ࠖの４技能をඛ行すべきࠕ大学入試ࠖよりࠕ、教育ࠖの改善をࠕ入試ࠖよりࠕ

だと考えています。 

 日本では、指導方法とその成ᯝに関して行なうべき実ド◊✲が行われていません。その

ため、仮定の話が多くなりᜍ⦰ですが、外国語習得にはືかしがたい࣓ࢬࢽ࢝ムがあり、

それを๓提に教育や入試を考える必要があるということを強ㄪしたいとᛮいました。ま

た、４ࠕ技能ࠖへの㈶ྰについては、ࠕ目標ࠖࠕ指導ࠖࠕ成ᯝ（習得）ࠖをΰྠすること

なく、また、生ᚐの習得ࣞࣝ࣋を考៖しつつ、ᑀな㆟ㄽが必要であるとᛮいます。さら

に、ࣆࢫーキンࢢは、リーࢹィンࢢやࣛティンࢢとྠ等の࣑ࢥュࢽケーシࣙン・ࣔーࢻ

に㐣ぎࡎ（≉ูな࣑ࢥュࢽケーシࣙン・ࣔーࢻではなく）、≉ูにᛮわれるとしたら、そ

れはこれまでの教育のあり方がཎᅉであることも指摘しておきたいとᛮいました。 

 

・ 質問 104 への回答： 

ி㒔工ⱁ⧄⥔大学の 2018年ᗘ AO（ࣦࢲィンࢳ）入試ࢢࠕローࣝࣂᯟࠖとして、１ḟ選考

を㏻った 10 ྡがࣆࢫーキンࢢテࢺࢫを受けただけですから、ఱࡦとつ一⯡できること
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はありません。この一だけをとって言うなら、十分な受験ຮ強をしていない（一⯡入試

では合格しないかもしれない）、ಶ性㇏かでポテンシࣕࣝの高そうな受験者（たとえば、

ᖐ国Ꮚዪやᾏ外からのᚿ願者、♫人のᚿ願者）がとんどで、入試をኚえれば合格者が

ኚわることや、入試を工夫することで入学者の多様性を高められることを実ឤしました。

しかし、᭱低でも４年後を見なければ、本᮶の成ᯝは分かりません。 

 

・ 質問 105、 115、 166への回答： 

ḭ▇に‶ࡕたࢥࢫア対応表をࠕどうすれば（少しでも）正当にできるかࠖと問われてもᅔ

ります。ࢺࢫࢥやリࢡࢫを考៖せࡎに言うなら、テࢺࢫの数を減らして、ＣＥＦＲをᣳま

ない対応付けを試みることでしࡻう。しかし、対応表を◚Რするのが᭱も正当とᛮいます。 

 

・ 質問 109 への回答： 

ㄽ点がࡎれているようにᛮわれます。これから行われようとしているのは、10 以上のᴗ

者が作った、ᢅう題ᮦも㞴᫆ᗘも␗なるࠕ生≀ࠖのテࢺࢫ（あるものは分Ꮚ・㑇ఏᏊࣞ࣋

ࣝの生現象に↔点をあて、あるものは日本の࢜ࣂームだけをᢅい...といったテࢺࢫ

⩌）のࢥࢫアを対応࡙けて、ࠕ生≀ࠖの得点を⅝り出すことです。 

 

・ 質問 110 への回答： 

ࢺࢫとしての英語(ELF)ࠖの⌮念にᇶ࡙くテ࢝フࣛン࢞リンࠕ、についてもࢢティンࣛ

を開Ⓨ中で、のところのࢧンࣝࣉテࢺࢫを公開しています。

（http://ac.web.kit.ac.jp/02/nyushi/gakubu/ao_global_about.html） 

実は、Ｃ㹀㹒シࢫテムも成しているのですが、年ᗘの AO入試では使いませんでし

た。㎡書やண ኚᶵ能を使うことなども考៖しながら、パロッࢺテࢺࢫを㔜ࡡ、長

い目で‽ഛを㐍めたいとᛮっています。 

 

・ 質問 111 への回答： 

まだ、そこまで考えがཬんでいませんが、ಶู試験の内容はあくまでもඹ㏻テࢺࢫとษり

㞳して、各大学の㔞に௵されるべきものだとᛮいます。問題の内容をኚえるよりは、㓄

点でㄪᩚする方がにᛮわれます。 

 

・ 質問 112(2)への回答： 

対㠃ᘧのࣆࢫーキンࢢテࢺࢫで行われるのも、㠃接者のࢥンࢺローࣝの下で㐍められる

ᨃఝ࣑ࢥュࢽケーシࣙンです。また、㠃接者の技⾡や性格によっては、受験者がＣ㹀㹒以

上の⢭⚄的ࢫࣞࢺࢫをឤじる場合もあります。なテࢺࢫはありませんから、各✀の᮲

件を考៖して実現ྍ能な中で᭱善の方法をᤚすしかありません。 
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・ 質問 113 への回答： 

ご指摘のとおりだとᛮいます。民間テࢺࢫのパフ࢛ー࣐ンࢫをᰝᐹするといっても、その

の一本にྥけた᭱も大きなࢺࢫウから◊✲をጞめなければなりません。4技能テࣁウࣀ

課題は、やはり、50 人強の受験者に公ᖹな受験⎔ቃをどう提供するかだとᛮいます。

問題作成や᥇点にかかわる問題は、教ဨや◊✲者の知㆑・経験を⤖集すれば、容᫆にゎ決

できるとᛮいます。 

 

・ 質問 116、 168への回答： 

ල体的な改善策については、ㅮ₇の後の討ㄽで少し間を㡬いたので、討ㄽのࠕ書き㉳こ

しࠖをご参照ください。質問 116のࠕ大学教育の質的Ⲩᗫࠖとのおྏりについては、ල体

的にఱを指されているのかが分かれば、ここで㆟ㄽさせていただけたのにとṧ念です。 

 

・ 質問 117 への回答： 

᪩いᮇに公表された日本言語テࢺࢫ学（㹈㹊㹒Ａ）の提言こそ、すべてを言いえてお

り、もっとᑛ㔜されるべきであるとᛮいます。外国語教育関㐃では、政的にࢼーࣈな

学が多い中での英᩿にᩗ意を表します。一方で、本Ẽで文科省や国大༠あるいはୡㄽを

ືかそうとするなら、大学・高校の教ဨの決㉳をಁすべく、もっとᇳᣉかつᯝᩒに㐠ືし

ていただきたかったともᛮいます。 

 

・ 質問 118 への回答： 

᥇点者に必要な資質についてはⰍ々な◊✲がされていますが、⚾たࡕのテࢺࢫに参ຍし

ているのはẖ回 20ྡ⛬ᗘなので、ところで明確な⤖ㄽを導くことはできません。᥇点

者カ⦎は、័ れている᥇点者に対してでも、ẖ回のテࢺࢫの１ࣨ月以上๓から開ጞし、当

ヱテࢺࢫに対するパロッࢺ受験者の回答㡢ኌを用いてカ⦎をします。一定のᇶ‽を‶

たしていることを確認してから、実際の᥇点にあたってもらいますが、自ᕫὶの᥇点ᇶ‽

がඃඛされていることが分かり、᥇点の㏵中で指導を入れることもあります。᥇点者は、

問や不Ᏻな点について、࢜ンࣛンで上⣭᥇点者に┦ㄯしながら᥇点を㐍めます。 

 

・ 質問 157 への回答： 

㓄点の大きい問題については、当ヱ問題用のࣝーࣈリッࢡを作って、２人以上の᥇点者が

୪行᥇点します。㓄点がᑠさく୪行᥇点しない問題については、必１ࡎ人の᥇点者がྠじ

課⛬の（➇த┦ᡭとなる）受験者の回答を㏻して᥇点します。自分の᥇点⟠所はの問

題を᥇点する᥇点者の目にゐれるので、いいຍ減な᥇点はできません。 

 

・ 質問 159 への回答： 

ご指摘のとおりです。４技能の民間テࢺࢫを導入すると、合格者の入れ᭰わりが㉳こりま

す（これまでの入試で㏻った人がⴠࡕ、ⴠࡕた人が㏻ります）。その入れ᭰わりを⫯定で

－ 123 －



 
 

きるような教育を日㡭、学校でできているでしࡻうか。現≧では、㏻ᖖの高校教育で B2

ことはできないようにᛮわれます。つまり、ሿ・英話学校やᾏࡴ以上の能ຊを育ࣝ࣋ࣞ

外経験などに出費できるᐙᗞのᏊ供に᭷な入学者の入れ᭰わりが㉳こります。教育の

ᶵᆒ等を国が直接的に⬣かすなんて、あってはならないことです。ኌをあࡆましࡻう㸟 

 

・ 質問 164 への回答： 

実施されているアンケーࢺの⤖ᯝを、ୡの中にᗈく知れΏるようなᙧで、公表してくださ

るようお願いいたします。 

 

・ 質問 169 への回答： 

ᡞᝨわれるのが当↛とᛮいます。⩻ᘝされるඛ生方のኌを集めて、文科省はもࡕろん、新

⪺などを㏻して、♫にッえかけていただきたいです。（質問への答えがなくて⏦しヂあ

りません）。  

 

 

３．㜿部公ᙪ ᮾி大学教ᤵ 

 

ձ ࠕ改善策は㸽 どうしたらいいか㸽ࠕࠖ との質問が多数ありまし（か168 、124、121ࠖ）

た。ࣆࢫࠕーキンࢢテࢺࢫ導入でࣆࢫーキンࢢຊがⴠࡕるのはなぜか㸽 (ࠖ122)との質問

と合わせて答えます。 

 

 まࣆࢫࡎーキンࢢテࢺࢫでࣆࢫࠕーキンࢢຊがⴠࡕる ⌮ࠖ⏤をࡊっと⟠᮲書きにします。 

 されることによるᚰ⌮的ᢠឤのቑຍࢺࢫテ ۍ

ーで、ᇶ♏カ⦎にࢠࣝࢿ࢚試験対策にとられる間と（ᴗ者試験を導入した場合の） ۍ

く間が減る。 

そもそも英語でやり取りするとはどういうことࠕ、対策に明けᬽれることでࢺࢫテ ۍ

か㸽ࠖというど点がᾘえኻせ、ࣆࢫࠕーキンࢢとはこんなものだࠖというㄗったシࢼࢢ

ࣝを㏦ってしまう。Ѝࠕ実際の英語ࠖと⛠した、きわめて㝈定的な≧ἣタ定やテࢺࢫᙧ

ᘧをࠕ目標ࠖにタ定することで、英語学習が㈋しいものになる。 

４つをᆒ等にࠖといった↓内容ࠕ４技能ࠖとかࠕでࢺ導入とセッࢢーキンࣆࢫ回の ۍ

なࠕキࣛキࣛࣞࢺリッࢡ がࠖ一人Ṍきし、生ᚐの方はఱをຮ強したらいいのかわからな

くなる。ࠕᆒ等ࣝーࣝࠖにᣊ᮰される㸽などの念。 

おおまかな意がわかればࠕ導入をとなえる人がしばしば່めるࢢーキンࣆࢫまた ۍ

いい その場でఱとかなればいいࠖのために、英語ࠕ文法なんかいらないࠖといったࠕࠖ

学習の⫢になるࠕ意のྫྷ 定・ྰ定の方ྥのᢕᥱࠖといったことがおろそかに⫯ࠕࠖ

なる。 

これを言おうࠕ ۍ ーシࣙン࣋ࢳもっとやり取りができるようになりたいࠖというࣔࠕࠖ
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がない人に↓⌮▮⌮ࣆࢫーキンࢢをやらせることで、ࠕくだらない やりたくないࠕࠖ とࠖ

いったẼᣢをⱆ生えさせる。ࣆࢫーキンࢢ⦎習でありがࡕなࠕ明るくᴦしく のࠖ࢜ࢹ

ロࢠーについていけない生ᚐが外される。 

能ຊのḞዴは、日本語でのやり取りのḞዴからⓎしているのࢢーキンࣆࢫそもそも ۍ

に、まるでࠕ英語科目ࠖの㈐௵であるかのようなㄗゎを生み、᰿本的な問題点を㞃ⶸし

て、⤖ᯝ的にそのゎ決の㑧㨱をする。 

 

 つ࡙いて、上グのような⤖ᯝを㑊けるためにはどうしたらいいか㸽です。（ヲ⣽はシン

ポのཎ✏もご参照ください） 

 。日本語で知的なやり取りをする⦎習をするࡎま ۍ

ㄞみ書き（とくにㄞ書）と㐃ືさせて考えさせながら討ㄽさせる。（ᙧᘧ的なࢹィ࣋ー

 （ごっこは不ྍࢺ

は入学試験に出さない。ただしᤵᴗなどではⓎኌのᇶ♏は教えるべきࢢーキンࣆࢫ ۍ

だし、リࢽࢫンࢢ、リーࢹィンࢢなどとの㐃ᦠも考៖する。またࣞࣝ࣋やࣔ࣋ࢳーシࣙ

ンに応じて、さらにやり取りの⦎習ができる場所を課外などにタ⨨する。（ESS など学

生ࣛ࣎ンティアやシࢽアも使う㸽日本人ྠኈでも⦎習にはなる） 

ムの体得なので、ここに㔜ᚰを⨨く。たࢬを㏻したリࢢンࢽࢫఱと言ってもᇶ♏はリ ۍ

だし、ᤵᴗ間をリࢽࢫンࢢに使うのはもったいないので、ᐙᗞ学習でたとえばࠕẖ日

少なくとも１㸮分集中して英語を⪺く とࠖいった目標をたて、またそのためのᐟ題を出

す。 

はࢬフࣞーࢳケーシࣙンࠖのような内容のないキࣕッࢽュ࣑ࢥࠕ４技能ᆒ等ࠖとかࠕ ۍ

ᗫṆし、とにかく英語の体ᖿ部分を㘫えることにὀຊする。ࠕで使える英語ࠖで決

定的に大なのは、語ᙡຊとᵓ文ᢕᥱのᇶ♏。とくにᤄ入やಽ⨨のᢅいはきっࡕり教え、

体得してもらう。 

またẕ国語とྠじように、ᙧと意とを㐃ືさせたᙧで英語と接するためには（つま ۍ

り、ࠕすっと㢌に入る 自↛とことばが出てくるࠖឤぬ）、英語ならではの言語の㐠ືࠕࠖ

ឤぬに័れる必要がある。これもリࢽࢫンࢢからはじめて、文❶ㄞゎなどを㏻して学ぶ。

とにかくンࣉッࢺが㊊りない。 

ࢺࢫࢡンテࢥᢕᥱの⦎習としては、㡢ኌの一部を⪺かせて、その⫼ᬒやࢺࢫࢡンテࢥ ۍ

をീさせた上で問いを❧てるとか、自⏤作文をさせるなど。また㞧㡢の大きい中で㎞

うじて⫈ける㡢ኌから、内容をᢕᥱさせるなど。 

̿ あるいは、ྠ じ文を␗なったンࢿࢺーシࣙン等でㄞんだ」数の㡢ኌを⪺かせ、文⬦

にあったものを選ᢥさせる、という問題もいい。こうした⦎習を㏻し、ཱྀ 㢌のやり取り

ではいかにཱྀࠕㄪ  。情⥴ࠖが大かを認㆑させることができるࠕࠖ

̿ ᇶ本的にはアࢡセンࢺの体得が㔜要。（こࡕらのᫎീもご参照を：

https://www.youtube.com/watch?v=dn-UgnEZP2o&vl=ja） 
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ղ ࣆࢫࠕーキンࢢの㞀ᐖに対する対応はリࢽࢫンࢢとྠじようにやれば十分では㸽 ㆑

Ꮠ㞀ᐖも考えれば、リーࢹィンࢢやࣛティンࢢもᗫṆしなければならないことになら

ない㸽（134）ࠖ という質問はとても興῝いものです。お答えします。 

 

まࡎ、⫈ぬ㞀ᐖの場合は、かなり明░に数್されうるので、さまࡊまなࣞࢢーࢰー

ンのకうⓎኌの㞀ᐖとは༊ูする必要があります。ただし、ㄞゎや作文の⫼後にあるࠕ㞀

ᐖࠖはたしかにࣞࢢーࢰーンだらけという点は㈶成します。学習㞀ᐖやㄞゎの㞀ᐖ、ᇳ

➹㞀ᐖについてはその認知が大ᖜに㐜れています。ᑗ᮶、その点も考៖されるべきだと

ᛮいます。 

ただ、少し大きな話になりますが、⚾たࡕの㏆௦文は、ㄞゎや作文のᅔ㞴はࠕ㞀ᐖࠖ

とは見なさࠕ、ࡎ能ຊのḞዴ とࠖ見なすことで成り❧ってきました。これに対し、少なく

とも日本では（そしてすὒでもある⛬ᗘ）ཱྀ㢌表現のᅔ㞴はࠕ能ຊのḞዴࠖとはみなさ

れࠕ、ࡎಶ性ࠖとかࠕ受け㌟性  。shynessࠖとしてチ容されてきましたࠕࠖ

そうした考え方そのものに␗㆟⏦し❧てをするのはࠕありࠖだとᛮいます。いわば㏆

௦的なࠕ知ࠖのᙧへの㏫です。しかし、そうであるなら、それがᘬき㉳こす作用や

ᖐ⤖もきࡕんと考៖に入れるべきです（῝い考ᐹがされなくなる、間のかかるㄽ⌮的

ᒎ開ができなくなる、文Ꮠࢹータを㏻した情報ఏ㐩おろそかになる、など）。ఱより、そ

こがㄽ点だというࠕ認㆑ がࠖ必要です。現≧とりࡊたされているのは、࢜ࠕリンࣆッࢡで

㐨内ࠖ⛬ᗘのࣆࢫーキンࢢ能ຊではないでしࡻうか㸽んとうに、それとᘬき᭰えに

ㄞゎをᅵྎにした文をኻってもいいのか㸽ということです。 

 

 

４．ᐑ本ஂஓ ᮾி㒔❧す高等学校長 国高等学校長༠長 

 

 ご質問に対するお答え ۑ

 

１ 英語教育改㠉に後ろྥきではないかというご意見に対して 

・ ㅮ₇のෑ㢌でもお話したように、英語の 4 技能を育成するということは現行の学習

指導要領にも書かれています。本校でも࣑ࢥュࢽケーシࣙン活ືを㔜どした英語のᤵ

ᴗを行っていますし、ࣆࢫーキンࢢテࢺࢫや英語ࢹィ࣋ーࢺなども᪤に実施するなど

公❧高校の中ではඛ㐍的な取組みを積ᴟ的に㐍めています。また、4 技能を 定する民

間検定も 3年๓から導入しています。 

  4技能育成の方ྥ性にはᇶ本的に㈶成していますし、それを大学入試で ろうという

ことについても対しているヂではありません。⚾㐩高校関係者が懸念しているのは、

᪤Ꮡの英語資格検定等を活用するという点についてです。その⌮⏤についてはㅮ₇で

㏙べたとおりです。 
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２ 検定対策と現行の高校の英語教育の㐪いはఱかというご質問に対して 

 ・ 英語の学習指導要領は、数学や⌮科、ᆅṔ、公民等のように学習すべき内容が⣽かく

定められているヂではありません。そのため教ᮦの自⏤ᗘはの教科や科目より大き

く、英語科の教ဨはそれぞれの学校の生ᚐに応じた様々な教ᮦを‽ഛしてᤵᴗを行っ

ています。 

   しかし、検定が大学入試で大きなウࢺ࢚を༨めると、教ᖌの意工夫をจらしたᤵ

ᴗより、検定実施ᴗ者が作成したテキࢺࢫ、問題集、CD 等を用した方が᭷になる

といったような㢼₻が強まり、ᤵᴗがኚ質するᜍれがあるとᛮいます。 

 

３ 高校の英語のᤵᴗ改善についてのご質問に対して 

 ・ ᮾி㒔では 3 年๓からⱝᡭの教ဨを中ᚰにẖ年英語教ဨを 3 か月間ア࣓リ࢝等にὴ

㐵し英語教ᤵ法を学ばせています。また教⫋ဨ支援ᶵᵓが実施する中ኸ◊修受ㅮ者が

ㅮᖌとなり、英語指導法に関する◊修を㒔❧高校の英語科教ဨにᜳⓙで受ㅮさせるな

ど 指導ຊのྥ上にྥけた様々な取組みを㐍めています。また、校に ALT と JET を

それぞれ㓄⨨し、ࢿティࣆࢫࣈー࢝ーと TTでのᤵᴗも数多く行われるようになって

きました。こういった取組みにより各校での英語のᤵᴗにおいては 4 技能の育成にྥ

けた改善が㐍みつつあります。 

 

 が低いと英語教育の改善が㐍まないのではないかとのご意見に対してࣝࢻーࣁ ４

 ・ えࣁーࣝࢻが低くても 4 技能を 定するということになれば、4技能の育成を意㆑

した英語教育が㐍められるようになるとᛮいます。ไᗘの定╔を考えるのであればま

 。もᑠさいところからጞめるべきだとᛮいますࢺ࢚を低く。ウࣝࢻーࣁはࡎ
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東京大学 高大接続研究開発センター主催シンポジウム 
「大学入学者選抜における英語試験のあり方をめぐって」 

アンケート 
 

（回収数 205, 回収率 52.2％） 
 
 

1. 本日のシンポジウムの開催をどのようにして知りましたか  
Ａ：ホームページで 34 (16.6％) 
Ｂ：ツイッター等の SNSで 78 (38.0％) 
Ｃ:知人から 49 (23.9％) 
Ｄ:その他  38 (18.6％) 
無回答・無効  6 (2.9％) 

 
2. あなたのご職業等について当てはまるものに〇を付けてください。 

Ａ：大学教職員 55 (26.8％) 
Ｂ：小中高教職員 51 (24.8％) 
Ｃ：民間教育関係 57 (27.8％) 
Ｄ：学生 13 (6.3％) 
Ｅ：その他 24 (11.7％) 
無回答・無効 5 (2.4％) 

 
3. 本日のシンポジウムにどれくらい満足しましたか。 

Ａ：満足 129 (62.9％) 
Ｂ：やや満足 57 (27.8％) 
Ｃ：どちらでもない 8 (3.9％) 
Ｄ：やや不満 0 (0.0％) 
Ｅ：不満 2 (1.0％) 
無回答・無効 9 (2.0％) 

 
  

－ 129 －



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東京大学 高大接続研究開発センター主催シンポジウム 
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